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			再臨勇者の復讐譚～勇者やめて元魔王と組みます～⑤

			羽咲うさぎ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　再臨

			第一話　それぞれの思惑

			第二話　偽りの安堵

			第三話　信用するのは

			第四話　嵐の訪れ

			第五話　彼女が望んだ世界

			第六話　滑稽な王

			第七話　憎悪に塗れた声を聞いた

			第八話　俺のしたかったこと

			第九話　報われざる汚濁の衝動

			第十話　リューザス・ギルバーン

			第十一話　英雄願望

			第十二話　私の英雄

			第十三話　失墜

			第十四話　四天王・歪曲

			第十五話　終わる戦場

			エピローグ　戦後処理

			ネクスト・プロローグ　復讐は終わらず

			あとがき

		

	
		
			　

			プロローグ　『再臨』

			　

			　――認めよう、堕落していたと。

			　

			　緩やかな日常の中で、安穏と暮らし過ぎた。

			　今なら、自分は完全に腑抜けていたのだと自覚できる。

			　あの日からずっと、自分は死んだように生きてきたのだ。

			　目的はあった。目標はあった。理想はあった。

			　だが、手を伸ばしながらも、そこに到達できるとは思っていなかった。

			　進み続けることを免罪符に、ただ怠惰に溺れ続けていた。

			　だからだ。

			　あの時、無様な命乞いをしてまで、生にしがみつこうとしたのは。

			　終わりを前にして、ようやく自分が何も為せていないと理解した。

			　だから、死にたくないと反(へ)吐(ど)が出るような言葉を口にした。

			　……違うだろ。

			　死ぬことなんて、怖くない。

			　三十三年前のあの日、死なんてものよりもよっぽど恐ろしいことがあると知った。

			　ならば、やることは一つだ。

			　俺は、俺の為すべきことをしなければならない。

			　前に進むために。

			　己の心象(りそう)を実現させるために。

			　

			　だから。

			　

			　

			「――さあ、復(ふく)讐(しゆう)を始めよう」

		

	
		
			　

			第一話　『それぞれの思惑』

			　

			　約束をした。

			　悲しくて、優しい約束を。

			　何があっても、それを守ろうと誓ったから。

			　

			　――彼は英雄にならねばならなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――――」

			　荒い息を吐きながら、目を覚ます。

			　全身にベッタリと、嫌な汗をかいていた。

			　何か、古い夢を見ていたような気がする。

			　癖の強い金髪の残(ざん)滓(し)が、目(ま)蓋(ぶた)の裏に残っているような感覚。

			　湧き上がる嫌悪感に、軽く目を擦った。

			　体を起こし、頭の奥に残る疼痛を忘れようと試みる。

			「んぐぅ」

			　隣のベッドで、エルフィが呑気にいびきをかきながら眠っている。

			　寝相が悪いのか、毛布がベッドの遥か遠くへ吹き飛んでいた。

			　腹でも空いているのか、カチカチと歯の音がうるさい。

			「……まったく」

			　こいつは、もう少し穏やかに寝ることができないのか。

			　内心で呆れながら、エルフィを見て少し笑っている自分がいることに気付く。

			　いつの間にか、疼痛は消えていた。

			　今日は、ミシェルを始めとした孤児達が、他所の孤児院に移動する日だ。

			　マルクスに復(ふく)讐(しゆう)を果たしてすぐ、俺はレオにいくつか頼み事をした。

			　そのうちの一つが、ミシェル達を速やかに安全な孤児院に移すことだ。

			　マルクスとその部下は片付けたが、万が一ということもある。これ以上、事情を知っているミシェル達をこの街にいさせるのは良くないだろう。

			　個人的な感傷だが、これ以上、彼女達を巻き込みたくない。

			　リューザスのこともあるしな。

			　今頃、レオが選別した聖堂騎士達が孤児達を移送しているだろう。安全の確保、という名目でそれなりの護衛が付いているはずだ。

			　表向き、まだジョージやリリー、マルクスは逃走していることになっているからな。

			　マルクスの一件以降、リューザスは姿を現していない。

			　こちらから出向いて探したが、見つけることはできなかった。

			　恐らく、すでに攻撃を仕掛けるタイミングを決定しているのだろう。

			　俺達が条件を満たさない限り、リューザス達が出てくることはないと見ていい。

			「そのタイミングは、恐らく――」

			　俺達が忌光迷宮に踏み込んだ後、もしくは討伐を終えた後ではないか――と俺は踏んでいる。

			　少なくとも、俺達が十全の状態である時に、攻撃を仕掛けてくることはないだろう。

			　こちらが消耗しているタイミング、もしくは油断しているタイミングを狙って、不意打ちを仕掛けてくるはずだ。

			　当然、すでにあいつが仕掛けてくるであろう攻撃の対策は立てている。

			　ポーションを揃えるのはもちろん、対策のためにマルクスの屋敷からある物を持ってきた。

			　後は実行するだけだ。

			「ん……むぅ」

			　エルフィが、ゴロンと寝返りを打った。

			　その拍子に、その姿が消えた。ベッドの下に落ちたのだろう。

			「うぐぅ」

			　ベッドの下からうめき声が聞こえてくる。

			　起きたのかと思ったが、すぐにまたいびきが聞こえてきた。

			　エルフィはまだ、起きそうにないな。

			　苦笑して、俺はもう一度計画の見直しをすることにした。

			　できる限りの準備は整えた。

			　喪失魔術(ロストマジツク)を使えるリューザスと、王国の精鋭〝選定者〟。

			　両者の実力を考えても、こちらには勝機がある。

			　腕と脚を取り戻したエルフィと、心象魔術が使える俺。

			　不意を突かれても、十分に対処し、返り討ちにすることが可能なはずだ。

			　

			　イレギュラーさえ、なければ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔王城の最奥。

			　普段は結界に覆われ、何人も立ち入ることのできないその部屋に、すべての四天王が集まっていた。

			「――――」

			　彼らの視線の先には、大きな結晶が浮かんでいる。魔力の治癒を補助する結界の一種だ。　その結晶の中には、一人の魔族が眠っていた。

			「――――」

			　不意に、バキッと音がした。

			　結晶にヒビが入り、次第に全体に広がっていく。そして、ついに結晶が粉々に砕け散った。

			「――――」

			　ふわりと、地面に魔族が降り立った。

			「……お目覚めですか」

			　一人の女性が、その魔族に声を掛ける。

			　軍服を身に纏(まと)った、二十代前半に見える容姿の女性だ。

			　藍色の瞳を険しく細め、女性はどこか緊張の面持ちを浮かべている。

			　女性の名は、レフィーゼ・グレゴリア。

			　魔王軍四天王〝雨〟にして、魔王代理を務めている強大な魔族だ。

			「――――」

			　レフィーゼの声に反応せず、魔族は黄金の双(そう)眸(ぼう)で天井を見上げる。

			　何を思ったのか、小さく息を吐く。

			　それから、室内に置かれている玉座に、ゆっくりと腰掛けた。

			　そして、長い銀色の髪を弄りながら、隣に立つレフィーゼに視線を向ける。

			「ご苦労だったな、レフィーゼ」

			　一言、魔族は低い声でレフィーゼを労う。

			　それから、眼前で膝を突く三人の魔族へ視線を向けた。

			「状況はレフィーゼの魔術で把(は)握(あく)している。故に、私がお前達に告げる言葉は一つだ」

			　魔族は言った。

			「――蹂(じゆう)躙(りん)せよ」

			　夜明けの空を思わせるような、黄金の双(そう)眸(ぼう)。

			　星の光を閉じ込めたかのような、銀色の髪。

			　闇の色を映すかのような、漆黒の双角。

			　その肌を蛇のように這うのは、紅(ぐ)蓮(れん)の紋章だ。

			　魔族の名は――オルテギア・ヴァン・ザーレフェルド。

			　先代魔王、エルフィスザーク・ヴァン・ギルデガルドを下し、今の地位を手にした〝魔王〟である。

			「――行きなさい」

			　レフィーゼの言葉を受け、三人の魔族が部屋を出て行く。

			　残ったのは、オルテギアとレフィーゼのみ。

			　再び、部屋が静寂に包まれる。

			「……オルテギア様」

			　緊張の表情を浮かべ、玉座に座す上司にレフィーゼが何かを言いかける。

			「レフィーゼ」

			　それよりも早く、オルテギアは言った。

			「――腹が減った」
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			◆　◆　◆

			　

			　コツコツと。

			　薄暗い廊下に、三人の足音が響く。

			「――本当に三人も出て大丈夫なのか？　ここに残るのは〝雨〟だけになるぞ」

			　低い男の声が、廊下に小さく反響する。

			　逆立った青髪に、不機嫌そうな三白眼。小さく開いた口からは、狼のような鋭い牙が覗(のぞ)いている。

			　大人の背丈ほどの大きさを持つ薙刀を肩に担ぐその男は、魔王軍四天王〝歪曲〟だ。

			　名を、ヴォルク・グランベリア。

			「構わないだろう。オルテギア様は目覚めた。それに〝雨〟がいることに勝る警備はない」

			　ヴォルクの言葉に答えたのは、歯切れの良い凜とした女性の声だ。

			　乱れのない深緑の長髪に、斬りつけるような鋭い双(そう)眸(ぼう)。身に纏(まと)う軍服には皺一つなく、女性の几帳面さが窺(うかが)える。

			　山羊のように捻れた二本の短い角を持つその女性の名は、グレイシア・レーヴァテイン。

			　魔王軍四天王の一人であり、〝消失〟の称号を持っている。

			「はぁん、そうかい。随分と緊張してるみたいだったし、〝雨〟の奴、腹を下さなければ良いんだがな」

			　いろいろと思うところはあれど、一応の上司の体調を心配するヴォルク。

			「――彼女は昨日からお腹を壊して、かなり辛そうでしたね」

			　そこで、脳を溶かすような甘い声が、会話に入ってきた。

			　声の主は、可哀想ですね、とクスクスと笑う。

			　廊下の一番後ろを歩くその声の主は、ハーフエルフの女性だった。

			　癖の強い金髪を揺らし、愉快そうにステップを踏む彼女の身を包んでいるのは、清らかさを感じさせる純白のドレスだ。

			　穏やかな印象を与える大きな銀の瞳に、優しげな笑みを湛(たた)えた小さな唇。街で見かければ、同性ですら振り返るような整った顔立ち。

			〝聖光神〟メルトの体現と言っても、信じてしまいそうなほどに女神じみた美しさを誇る彼女の名はルシフィナ・エミリオール。

			〝天(てん)穿(せん)〟の称号を持つ、魔王軍四天王だ。

			「昨日からねぇ。魔王様が目を覚ますから、緊張してたのか」

			「ふん、難儀なことだな」

			「緊張も原因の一つですが、特にストレスを感じると、お腹が痛くなるそうですよ？」

			「ふーん」

			　他人事のように語る三人だが、その原因の半分は彼らにある。

			　この場にレフィーゼがいれば、「貴方達のせいですけどね」と叫んでいただろう。

			「じゃあ、ま。仕方ねえな」

			　長い廊下を抜けると、そこは野外だった。

			　三人は魔王城の外へ踏み出し、眼前に広がっている光景を見下ろす。

			　そこには、大量の魔物が控えていた。

			　猛る獣の叫び声、劈(つんざ)くような龍の絶叫が轟いている。そしてその列とは別に、魔族が並んでいる。背中から翼を生やした者、頭部から角を生やした者など様々だ。

			「魔王様直々のご命令だ」

			　配下の者達を見下ろし、ヴォルクが獰(どう)猛(もう)な表情で言う。

			「それじゃあ。――魔王軍(おれら)に仇なす〝勇者〟と〝元魔王〟を蹂(じゆう)躙(りん)しに行くとするか」

			　どす黒い雲に覆われた空の下、人ならざる者達の咆(ほう)哮(こう)が響き渡った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――本当に〝勇者〟天(あま)月(つき)伊(い)織(おり)は忌光迷宮に向かうのだな？」

			　選定者のローブを身に纏(まと)った神経質そうな男が、訝(いぶか)しげな声をあげる。

			　男の名はハロルド・レーベンス。

			　王国の精鋭部隊、選定者の〝第一席〟を務める魔術師だ。

			「あァ、間違いない。お前に言われた通りに監視を続けていたが、あいつらは迷宮へ向かう準備をしている」

			　ハロルドが睨む中、嗄れた声の男が答えた。

			　くすんだ赤い髪をオールバックにした、五十代の男。濃い赤色の目には、飢えた獣のような獰(どう)猛(もう)さが見て取れる。

			　宮廷魔術師に与えられる黒いローブを身に纏(まと)ったその男の名は、リューザス・ギルバーン。

			　かつて英雄と共に魔王と戦い、世界最強の魔術師とまで呼ばれた〝大魔導〟だ。

			「それに、これまでの足取りからして、あいつらは明らかに迷宮を討伐して回ってる」

			「ふん、そうか。ではリューザス殿は引き続き、あの二人の監視を」

			「……ああ」

			　小馬鹿にするように鼻を鳴らし、ハロルドは会話を打ち切った。

			　英雄の仲間とはいえ、それは三十年も前の話。現在の王国を支えているのは、自分達〝選定者〟なのだ。

			　そんな自負から、ハロルドはリューザスを見下し、一方的に指示を出している。

			　自らの失敗を恥じているのか、リューザスは大人しくそれに従っていた。

			「ふっ」

			　監視に戻るリューザスを見て満足気に笑うと、ハロルドは他の選定者達へ顔を向けた。

			「天月伊織は勇者でありながら、その役目を放棄した。王国を裏切り、国宝を盗み、あまつさえ魔族と行動を共にしている。あの男はもう、勇者に相応しくない」

			　ローブをはためかせ、ハロルドが宣言する。

			「故に！　我ら選定者が、天月伊織に裁きを下す――!!」

			　天月伊織はすぐに思い知ることになるだろう。

			　王国を敵に回したことの恐ろしさを。その役目を放棄した己の愚かさを。

			　我らの選定から外れたことを後悔し、地獄に落ちるが良い。

			「さぁ、終わりの時は近い」

			　そう言って、ハロルドは笑った。

			　そして。

			「――あァ」

			　リューザスが、陰でそれに同意する。

			「――終わらせてやるよ。全部な」

			　それぞれが思惑を抱えながら。

			　刻一刻と、その時は近付いてきていた。

		

	
		
			　

			第二話　『偽りの安(あん)堵(ど)』

			　

			「――誰もが幸せに暮らせる世界があったら。みんな、ずっと笑っていられるのに」

			　

			　そう、彼女は言った。

			　悲しそうに、微笑みながら。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「忌光迷宮について、ちゃんと記憶しているか？」

			「大丈夫だ」

			「念のため、復習しておくぞ」

			「うむ、どんとこい」

			　お互いにベッドに腰掛けながらの会話。

			　エルフィの態度に若干の不安を感じながら、もう少しで挑む迷宮の情報を思い出す。

			　忌光迷宮。

			　内部が暗闇に覆われた迷宮だ。名前の通り、光を忌んでいるのだろう。

			　塔のような形状をしており、上へ上へと進んでいくことになる。

			　厄(やつ)介(かい)な点は大きく二つ。

			　一つ目は、不定期で迷宮内部が凄まじい光を放つことだ。

			　何かしらの魔術で内部の光を吸収しているらしく、その光をすべて一瞬で放出してくる。中の魔物は光を意にも介さないらしいが、俺達はそうはいかない。何の対策もせずに光を喰らうと、失明してしまう。

			　初期に、対策なしで挑んだ者の多くが視力を失っている。

			「これは事前に用意しておいた魔力付与品(マジツクアイテム)で対処できる」

			「あの目に染みるやつか」

			　一定以上の光を吸収してくれる、目薬型の魔力付与品だ。

			　目にさすことで、一定の間効果を発揮する。

			　これで、一つ目の問題はクリアだ。

			　そして、厄(やつ)介(かい)な点の二つ目。

			　それは、純粋に内部の魔物が強いということだ。

			　出てくる魔物が五種類。

			　三十年前に挑んだ時にはいなかった魔物もいる。

			〝光雷鳥〟。

			　全身に雷を纏(まと)った巨大な鳥だ。

			　飛行能力はないが、羽を使って雷を飛ばしてくる。

			〝雷帝大蜘蛛(ブリツツ・スパイダー)〟。

			　三メートル以上ある巨大な蜘蛛だ。

			　牙に麻(ま)痺(ひ)毒を持ち、口から吐く糸は雷を帯びている。

			〝ボルトスライム〟。

			　雷の魔力を吸収して巨大化したスライムだ。

			　通常個体の数倍の大きさで、核以外が雷でできている。

			〝シャインゴーレム〟。

			　雷の魔力を帯びたゴーレムだ。

			　発光して相手の目を潰し、膂力で叩き潰してくる。

			〝雷光龍(ライトニング・ドラゴン)〟。

			　岩窟龍(アースドラゴン)や炎龍に並ぶ、強大な龍種だ。

			　雷魔将を除き、この迷宮でもっとも強い魔物だ。

			　凄まじい量の魔力を体内に貯蔵しており、放つブレスの威力は侮(あなど)れない。

			　恐らく、戦闘力ならば炎龍よりも上だろう。

			　雷魔将に関しては、ハッキリと正体が分かっていない。

			　ただ、全身に雷を纏(まと)った人型の魔物だということは判明している。

			　いくつか、当たりを付けておいた。

			「理解できているか？」

			　事前に用意しておいたメモを見せ、再度エルフィに確認を取る。

			　教国に来てから、のうのうと過ごしていたわけではない。

			　こうして、迷宮の情報も余念なく収集していたのだ。

			「ふむ……。こんなにぎっしりメモして、相変わらず律儀だな」

			「当然だ。こっちは命がかかってるんだからな。これでもまだ足りないぐらいだ」

			「伊織は冒険者に向いているかもしれんな」

			「かもな」

			　というか、実際に冒険者なんだけどな。

			　この迷宮の魔物は一匹一匹が厄(やつ)介(かい)だ。どれも、土(つち)蜘(ぐ)蛛(も)級の危険度を持っている。

			　その後のことも考えて、魔力の消耗を抑える必要がある。

			　特に気を付けなければならないのは、雷光龍だ。

			「こいつのブレスは範囲が広い。撃たれれば、どうしても防御魔術を展開せざるを得なくなる。撃たれる前に始末していくぞ」

			「私がお前を抱っこして回避するという手段もあるぞ？」

			「……そうすると、お前の腕が塞がる。それはどうしようもなくなった時だけで頼む」

			「まあ、普通は立場が逆だからな？」

			「……………」

			「拗ねるな伊織。愛い奴め」

			「いちいちふざけるんじゃない」

			　雷光龍の攻撃パターンは、大きく分けて三つ。

			　まず、引っ掻き攻撃、噛み付き、尻尾などを利用した通常攻撃。

			　次に雷を纏(まと)って加速してからの突進。

			　そして、体内の魔力を口腔に集中して放つブレス。

			　通常攻撃は、俺達の身体能力なら問題なく対処できる。

			　加速からの突進も、速度が出過ぎるせいで直線上にしか移動できない弱点がある。

			　最後のブレスは、放つまでに数秒のラグができる。そこを狙えば問題ないだろう。

			　雷光龍だけでなく、他の魔物との戦い方も話しておく。

			　ガチガチに計画を立てるのはかえって良くないが、敵への対処法を考えておくのは悪いことではない。

			　とっさの判断で差が出るからな。

			　当然、魔物以外の相手の話もしておく。

			「それにしても、龍(ドラゴン)か」

			　全ての話が一通り終わった時、ふとエルフィが呟いた。

			「龍種の話を聞くと、いつもベルディアちゃんのことを思い出してしまうな」

			「……お前が屈服させたペットの龍だったか？」

			「うむ。炎龍の希少種の黒炎龍(カースドラゴン)でな」

			　黒炎竜(カースドラゴン)。

			　全身に黒い鱗(うろこ)を生やした、黒い炎を吐く巨大な龍種だ。

			　突然変異で発生する希少種の一つだが、寿命が長いため、個体数は累積で多い。

			　俺も二匹ほど、虚空迷宮で戦った覚えがあるな。

			「魔王城の近くで暴れていて、手を焼かされたものだ。食料を焼かれたから、私が直々に出向いて仕置きをしてやった」

			　怒り狂うエルフィの姿が目に浮かぶようだ。

			　魔王をやっていた時から、こういう性格だったんだろうな。

			「それで、ちょっとやり過ぎてしまったんだが……何故か懐かれてな。それ以降、私のペットとして魔王城に置いていた」

			「言うこと聞いた、なら分かるが、龍が懐いたりするものなのか？　龍種は魔族でも使役するのが精一杯だと聞いたが」

			「ベルディアちゃんは賢い子だったからな。私を主と認めたのだろう」

			　高い知能を持っていたからか、エルフィが魔王紋を持っていたからなのか。

			　まあ、どっちでも良いか。そういうこともあるのだろう。

			「……可愛い奴だった」

			　目を瞑(つぶ)り、懐かしむような口調でエルフィが言う。

			　その表情は少し、悲しげに見えた。

			　三十年前のペットということは、すでにオルテギアの手に掛かっているのだろう。

			「……お前は本当に、魔王らしくないな」

			「何だと？」

			「料理の本を書いたり、龍をペットにしたり、一般の魔王像とかけ離れ過ぎてる。お前が魔族を率いてきても、まったく怖くなさそうだ」

			　進軍中に腹が減ったと騒いで、魔王城にとんぼ返りしそうなイメージすらある。

			「な……なっ。伊織、それは聞き捨てならんぞ！」

			「バッ」と自分で効果音を口ずさみながら、エルフィがベッドから勢い良く立ち上がる。

			「私は、魔王になる前から多くの魔族に恐れられていた存在だったのだぞ？　エルフィスザークと聞けば、誰もが震えて跪(ひざまず)くほどにな」

			　得意げな表情で、エルフィが続ける。

			「そして私は歴代の魔王の中で、もっとも魔力量が多いのだ。一部の魔族には〝無限の魔眼王〟と呼ばれていたくらいだ。ふ、久しく呼ばれてなかったが、なかなかいい響きだな。〝無限の魔眼王〟」

			「自称じゃないのか、それ」

			「そ……そ、そんなわけあるか！」

			　図星かよ。

			「ち、違うのだ！　そんな目で見るな！」

			「分かってるよ、〝無限の魔眼王〟サマ」

			「伊織ぃいいい！」

			　エルフィが激(げつ)昂(こう)して飛び掛かってきた。

			「ッ」

			　ベッドから飛び降り回避するも、視界からエルフィの姿が掻き消える。

			　死角から、ゾワリとした気配を感じ取る。

			　体を反転させ、エルフィが伸ばしてきた手を跳ね除ける。

			　同時に足を引っ掛けるが、

			「効かんな」

			　エルフィは倒れない。

			　まるで、巨木に蹴りを入れているような感覚だ。

			　やはり、魔力を使わないと、こいつに攻撃は入らないか。

			「さぁ、魔王の恐ろしさぁあぁあ!?」

			　一歩前に踏み出したエルフィだが、毛布で滑って頭から突っ込んできた。

			　側頭部から生えた二本の鋭利な角が、凄まじい勢いで迫ってくる。

			「闘牛か、お前は……ッ」

			　とっさに両手で角を掴むも、その瞬間、猛烈な重圧が体にのし掛かってくる。

			　基礎膂力の差か、ただの突進でもこの威力か。

			「ぬわ……！」

			「――」

			　耐え切れず、背中から地面に叩き付けられた。

			　顔面から、エルフィも倒れ込んでくる。

			「む……ぐ」

			　間近で、エルフィと目が合う。

			「――――」

			　銀色の髪に、金色の瞳。

			　性格も、声も、容姿も、何もかも違うのに。

			　金色の髪と、銀色の瞳が思い出された。

			　――さっきから、何だこれは。
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			　馬乗りになったまま、エルフィがきょとんした顔で言う。

			「何をやっているのだ、私達は」

			「……知るか」

			　俺が聞きたいくらいだ。

			「ふ。くふふふ」

			　エルフィが、堪え切れないといった風に笑い出す。

			　その様子に、溜息を吐いた。

			　――ふざけた茶番だ。

			　馬乗りになったエルフィが、ペタペタと体を触ってくる。

			「こうして見ると、やはり伊織は細いな。ちゃんとご飯食べないと、大きくなれないぞ」

			「別に、これ以上大きくなりたくないからな」

			　――甘やかな感覚に、優しく腐敗していく感覚。

			「だが、悪くはない。む、そこそこ固いな」

			「おい、そろそろ降りろ」

			「いや、しかし……ふむ」

			　弄るエルフィの手を掴むが、あまりの力に引き剥がすことすらできない。

			　この馬鹿力め。

			　――一体、俺はいつから。

			「……何かあったのか！」

			　その時、扉が静かに、しかし勢い良く開いた。

			　扉の隙間から、素早く一人の男が中に滑り込んでくる。

			「なっ」

			「お……」

			　フードで顔を隠した、スラリとした男。

			　フードの下からは、青色の髪が覗(のぞ)いている。

			　聖堂騎士団・現二番隊隊長代理――レオ・ウィリアム・ディスフレンダーか。

			　そうか。そろそろ約束の時間だったな。

			「ノックをしても返事がないのに、ドタバタと争う音が聞こえてきたから、入ってきてしまったが……」

			　馬乗りになって、俺の体をペタペタと触っているエルフィを見て、レオが非常に気まずそうな表情を浮かべる。

			　まるで、情事の最中に誤って部屋の中に入ってしまった時のようなリアクションだ。

			「……すまなかった。一度、出直そう」

			　そう言って、レオが部屋を出ていこうとする。

			「ち、ちが、貴様待て！」

			　それをエルフィが追っていき、ぎゃーぎゃーとやかましく騒ぎ始める。

			　乱れた服を直して、俺はヨロヨロと起き上がる。

			　どうしてこう、静かに行動することができないのか。

			　騒々しいエルフィを見て、俺は再度、溜息を吐いたのだった。

			　

			　気の抜けるような時間。

			　くだらないと、冷めた目で見る自分がいる。

			　ぬるま湯に浸かっているような気分だ。

			　それでも、この瞬間だけは気が休まるなんて。

			　そんな風に、思ってしまった。

			　殺しても死ななそうな、こいつは。

			　この女は――エルフィスザークは。

			　どうせすべての復(ふく)讐(しゆう)を終えて、その後もヘラヘラ笑っているのだろうと。

			　そして達成感に満ちた面で、俺に声を掛けてくるのだろうと。

			　この時までは、そう思っていた。

			　間違って――思ってしまった。

		

	
		
			　

			第三話　『信用するのは』

			　

			　彼女はいつも笑っていた。

			　辛くても、悲しくても、痛くても、苦しくても。

			　涙を堪えるように、笑っていた。

			　

			　――その哀しい笑顔が、彼の心に灼(や)き付いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……本当に出直さなくても大丈夫か？」

			「良いと言っているだろう！」

			　椅子に腰掛けたレオが、気まずそうな表情をしている。

			　エルフィが慌てた様子で、レオを怒鳴り付ける。

			　やかましい……。

			「いや、何だ。仲が睦まじいのは良いことだと思う。だ、だが、時間を考えたまえ！　まだ日も落ちないうちに、……そ、そういうことをするのはどうかと思うぞ」

			　顔を赤くして、レオが俺達から視線を逸らしながら藍色の頭を掻く。

			　随分と初心な反応だな、などと考えていると、

			「さ、さっきから貴様は！　ななな、何を考えているのだ!?　勘違いするな！　私達は、そ、そういうアレではない！　断じて！　決してだ！」

			　エルフィの反応も、負けず劣らずだった。

			　おい、百戦錬磨の恋愛大魔王はどこに行ったんだ。

			「落ち着け。じゃれていたのは確かだが、お前が考えているようなことをしていたわけじゃない」

			「そうだ！　この変態騎士め！」

			「お前は少し黙っていろ」

			　エルフィを黙らせて、ようやく事態は落ち着いた。

			　レオは恥じ入るように咳払いすると、孤児院の子供についての話を始めた。

			「結果から言って、全員無事に到着した。受け入れ先はファミナだ」

			　シュメルツ(ここ)からそう遠くない場所にある、教国の都市の一つだ。

			〝聖光神〟が訪れた記録の残っている、聖都の一つ。

			　もっとも、シュメルツほど規模の大きな都市ではないのだが。

			　ともあれ、これでミシェル達はシュメルツでのゴタゴタに巻き込まれることはなくなった。

			　気にすることなく、リューザスを殺しに行くことができるというわけだ。

			「それで、もう一つの件はどうなった？」

			「ああ。何とか手配した。三番隊の到着が想定よりも早いから、少し急がなくてはならないが」

			　もう一つの件。

			　それは忌光迷宮の話だ。

			　現在、教国は忌光迷宮の討伐に乗り出している。

			　王国、連合国、帝国。

			　三つの隣国が迷宮を討伐できているのに、もっとも神の祝福を受けている我らができないはずがない。

			　そんな風に、教国内で迷宮討伐の気運が高まり、遠征に出ていた三番隊の騎士を始めとした精鋭達が忌光迷宮に挑むことになったようだ。

			　シュメルツの武具店で武具が売り切れていたのは、迷宮討伐のために聖堂騎士が武器を集めていたからだろう。

			　他の店でも武具が売り切れているのは確認していた。

			　一瞬、魔王軍との戦争を始めるつもりなのではないか、などと考えたが、時期的に迷宮討伐の準備をしていると推測を立てた。

			　実際、それは当たっており、教国中の精鋭がシュメルツに集まってきている。

			　ジョージやマルクス達が起こしたトラブルによって、到着はやや遅れているようだが。

			「三番隊は早くて明日の夜、遅くても二日後の朝には到着する」

			「……そうか」

			　確かに、猶予はあまりないな。

			　迷宮へ挑むことが許されるのは、教国が選別した精鋭のみ。

			　連合国と違って、迷宮討伐のメンバーを募集するなどということはしない。それどころか、関係のない者が迷宮へ挑もうとすれば罪に問われるだろう。

			　迷宮の入口に仕掛けられているのは、教国が用意できる最大級の結界と見張りの騎士。

			　俺とエルフィならば突破できないことはないだろうが、穏便に済ませるのならばそれに越したことはない。

			　レオには、俺達が安全に迷宮へ入れるように手配を頼んでいた。

			　もし、断られていれば、

			「――――」

			　洗脳魔術を使用しなければならなかったが、幸いにもレオは頼みを受け入れてくれた。

			　レオクラスの相手を洗脳しようとすると、手間が掛かるからな。

			　受け入れてくれて、本当に良かった。

			「っ」

			　レオが小さく息を呑んだ。

			「どうした？　喉が渇いたのなら、水でも用意するが」

			「いや……大丈夫だ」

			　微笑を浮かべ、指で水の在り処を差す。

			　最初の出会いがあれだったからタメ口のままだが、いつもならば敬語を使っている場面だ。

			　優しく、丁寧に。

			「君達は、何故迷宮に？」

			「迷宮でやることといえば、一つしかないさ」

			「……それは、分かっているよ」

			　まあ、もっともな疑問だ。

			　立場上、答えることはできないが。

			「私もメルト教団と関わりのある身だ。噂くらいは耳にする。煉獄迷宮の討伐にもっとも貢献したのは、〝魔将殺し〟という二人組だったと」

			「…………」

			「死沼迷宮を討伐したのも、二人組の冒険者だったと」

			「……それが、この話に何か関係が？」

			　とぼける俺に、レオが溜息を吐いた。

			　そして、ぽんと。

			　俺の肩に、手を乗せてきた。

			「何をしているのかは、詳しく聞かない。君達は悪人には見えないからな」

			「…………」

			「だが、あまり無茶はしないで欲しい。命の恩人には、生きていて欲しいからな」

			　そう言って、レオは俺の肩から手をどけた。

			　……最初に会った時からは、想像もできない態度だ。

			　正直に言おう。

			　俺は、この男のことを『信用』していない。

			　裏切られた痛みが、今も脳裏に灼(や)き付いているからだ。

			　だが、同時にこの男ならば裏切らないだろう、という予感はあった。

			　見る目のない俺のことだ、大して信じられる予感ではない。だが、連合国で冒険者達に助けられ、エルフィに言われてから俺は決めている。目の前の相手が信じても良い相手かどうかは、自分で決めると。

			　少なくとも今の言葉から、悪意は感じられなかった。

			　その、はずだ。

			「……ああ」

			　レオの言葉に、小さく頷いておく。

			　もとより、無茶をするつもりはない。

			　どの戦いにも、できる限りの準備を整えて挑む。

			「…………」

			　そこで、会話が途切れた。

			　部屋の中を、沈黙が覆っていく。

			　……いや。

			　ボリボリと、エルフィが菓子を貪る音だけが聞こえている。

			「それで」

			　不意に、その咀嚼音が止んだ。

			「私達はどうやって迷宮に入れば良いのだ？」

			　それまで黙っていたエルフィが、沈黙を破って会話に入ってきた。

			　横目で、「もう良いだろう？」という視線を送ってくる。

			「すまない。本題に入ろう」

			　その助け舟に乗っかって、レオは再び話を始めた。

			「私の権限で、他の者にバレない程度に見張りの騎士の交代の時間をズラした。ほんの数分だけ、迷宮の入口の警護がなくなるはずだ」

			　当然、迷宮の入口に辿り着くには、他の見張りを越えて行かなくてはならない。

			　そこは、流石にレオでもどうにもならなかったようだ。

			「それで問題ない」

			　結界に関しては、ほんの一瞬だけ消すくらいならば誤差の範囲として扱われるようだ。

			　中から魔物が出ようと結界に攻撃を仕掛けると、僅かにラグが発生する。

			〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟での細工も、それだと思われるはずだ。

			　入ってしまえば、後はどうにでもできる。

			　出る時は、迷宮核が失われたことで外へ逃げ出そうとする魔物に紛れて脱出するつもりだ。

			　何か異変が起きてそれができなかった場合は、様子を見に中へ入ってきた者に紛れてもいい。最悪、中の〝転移陣〟を使うという手もある。

			「……もう一度言う。二人とも、無茶はしないでくれ。恩人が死ぬのは、もう嫌なんだ」

			　心配する言葉を、レオが掛けてくる。

			　三十年前の俺ならば、無条件で受け入れていた言葉。

			　復(ふく)讐(しゆう)を始めてから、疑心暗鬼に陥ることは減ってきたように思える。

			　それでも、もう無条件で信じることはできなくなった。

			　レオが本当に空白時間を作ったのか、裏切っていないのかの確認も、しなければ気が済まない。

			　我ながら、根が深い。

			「ふん」

			　レオの言葉に、エルフィが胸を張りながら鼻を鳴らした。

			　いつものように、尊大で自信に溢れた様子でエルフィが言う。

			「楽しみにしているがいい。いつの間にか迷宮が討伐され、慌てふためく教団の連中の顔をな」

			「……ああ。いつもニヤニヤ笑っている教団の人達がそうなるのを見るのは、楽しそうだ。ぜひ見せてくれ」

			　苦笑を浮かべて頷くと、レオは席を立った。

			「では、失礼する。キリエに呼ばれているんだ」

			　そんな惚気を残して、レオは部屋を出ていった。

			　再び、部屋の中に静寂が戻ってくる。

			「まったく」

			　溜息を吐いて、エルフィがゴロンとベッドに寝転がった。

			　くつろいだ体勢のまま、呆れたような視線を向けてくる。

			「あの殺意に満ちた笑みは、どうにかならないのか？　あの騎士が怯えていただろう」

			「失礼だな。優しげな笑顔と言ってくれ」

			「……伊織。鏡を見るべきだと思うぞ」

			　うるさいな。

			「普段ムスッとしているせいで、笑った時との差が大き過ぎるのだ」

			「そうか」

			「ぶっちゃけ怖いぞ」

			「……そうか」

			　知るか。

			「そんなことよりも。空白時間ができるのは今日の深夜だ」

			　話を打ち切って、予定の確認を行う。

			　出発時刻を告げようとして、

			「そして、出発時刻はその数時間前――真偽を確かめに行く、か？」

			　こちらの思考を読んだかのように、エルフィが先回りして言った。

			　……実際に、思考を読まれているのだろう。

			　我ながら単純だな。

			「……そうだ」

			「うむ、承知した」

			　穏やかな笑みを湛えて、エルフィが頷く。

			　変態騎士がどうのと騒いでいた奴と同じということが驚きだ。

			「……だが」

			「なんだ？」

			「少し、嬉しいな」

			「……なに？」

			　ベッドから体を起こし、エルフィが銀色の髪を整える。

			「私達は、それなりに長く旅をしてきたな」

			「……ああ」

			「多くの人間、亜人に出会ってきたが、お前は誰にも心を許さなかった。猫娘にも、偏屈な老人にも、貴族の娘にも、あの騎士にも」

			　だから――、

			「そんなお前が、私を『信用』してくれていることが嬉しいのだ」

			　満面の笑みを浮かべて、エルフィは嬉しそうにそう言った。

			「――――」

			　言葉に詰まる。

			　思わず、エルフィから視線を外してしまう。

			　数秒後、視線を戻すと、

			「……くふふ」

			　意地の悪い笑みを浮かべるエルフィが目に入った。

			「……エルフィ」

			「くふ。どうした伊織」

			「そこら中に散らかしてる菓子の食べカスを片付けろ」

			　ボリボリと菓子を食ったせいで、地面に菓子の食べカスが散乱している。

			　汚い。

			　もうじきこの宿を後にするとはいえ、汚い空間にいたくはない。

			「えぇ」

			「今すぐにだ」

			「くふ、照れ隠しか？」

			「うるさいぞ、ポンコツ魔王」

			　名前を呼んでくるエルフィを無視して、寝た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――聖都が寝静まった頃。

			　気配を殺し、俺達は夜の街へ出掛ける。

			　灯りは消え、この時間に出歩いている人はいない。周囲に人の気配もない。

			　見られている感覚も、ない。

			「……暗いし、静かだな」

			「マルクス達の一件があったからな。表向き、あいつはまだ捕まってはいない」

			「夜に出歩いて誘拐されるのを、恐れているというわけか」

			　会話しながら、迷宮へ向かって進む。

			　今の俺達ができうる準備はした。想定できるケースの対処策も複数パターン用意している。

			　体の調子も万全だ。

			　心象魔術に関しては、未だ不確定要素だが、万が一の場合の切り札として、温存しておこう。

			　周囲に気を配り、狭い通路の角を曲がろうとした時だった。

			「！」

			「っ」

			　不意に現れた女に、ぶつかりそうになった。

			　前回のピンク髪の女の件を思い出しながら、サッと回避する。

			　出てきたのは、この辺りではなかなか見ない、黒髪の女だった。

			　暗闇の中で、赤みがかった黒い双(そう)眸(ぼう)が光って見える。

			　年齢は二十代前半くらいだろう。
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			「……大丈夫ですか？」

			「…………」

			　女は無言で頷くと、チラリと視線を動かした。

			　その先には、「またか」と怪(け)訝(げん)な表情を浮かべるエルフィがいる。

			「――――」

			　女が、僅かに体を震わせるのが分かった。

			「……どうしましたか？」

			　右手を翡(ひ)翠(すい)の太刀へ落とし、静かに尋ねる。

			「…………」

			　女はふるふると首を振ると、俺を避けて走り去って行った。

			　その後ろ姿に、エルフィの魔眼が向けられる。

			「む……？」

			　小さく、エルフィが呟きを漏らした。

			「どうした？」

			「……少し妙な感じがした」

			「敵か？」

			「いや、そういう感じではない」

			　どこか、エルフィの歯切れは悪かった。

			「ただ……どこか懐かしいような、そんな気がしただけだ」

			　曖(あい)昧(まい)な言葉。

			「……魔族か」

			「いや、見えた魔力は人間のものだった」

			「魔力付与品(マジツクアイテム)の可能性は？」

			「ない。あの女は何もつけていなかった」

			　しばらくエルフィは考え込むような素振りをしていたが、

			「まあ、私の勘違いだろう。そういうこともある」

			　魔眼の使用を止めた。

			　紅(ぐ)蓮(れん)の瞳が、黄金へと戻っていく。

			「本当に大丈夫か？」

			「うむ。敵意があるようにも見えなかったしな」

			　引っ掛かることはあるが、いつまでもここにいるわけにはいかない。

			　女が走り去って行った方を一瞥した後、俺達は先へ進んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……た」

			　静まり返った聖都の一角。

			　長い黒髪を揺らしながら、その女性は小さく呟きを漏らした。

			「……けた」

			　赤黒い目は驚きの喜色に見開かれ、その口元には堪え切れない笑みが浮かんでいる。

			　握られた拳は小刻みに震え、爪が手のひらに刺さっていることに女性は気付かない。

			「……見つけた」

			　黒髪の少年と、銀髪の少女が消えていった方向を見て、女性はもう一度呟いた。

			「――あいつの言ったことは、本当だった」

			　その呟きは誰の耳に入ることもなく、夜闇に溶けていった。

		

	
		
			　

			第四話　『嵐の訪れ』

			　

			　ある絵本を読んだ。

			　一人の青年が、悪い魔王をやっつけるお話。

			　悪い魔王が消え、皆が笑って過ごせる平和な世界が訪れた。

			　そんな、古い御伽話。

			　

			　読み終えると、彼女は言った。

			　

			「……私ね。この絵本みたいな、幸せな世界を作りたいな」

			　

			　それが無理だと、知りながら。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　忌光迷宮は、シュメルツの北部にある。

			　切り立った崖に、大きな穴が開いている。

			　それが、忌光迷宮への入口だ。

			　その崖を中心として、迷宮の近辺は立ち入りが禁止されている。

			　当然、迷宮を管理している聖堂騎士団以外の人間は、誰も近付くことができない。

			　そんな見張りを突破して、俺達は忌光迷宮の入口付近にまでやってきていた。

			　現在は、入口を見下ろせる大岩の上にいる。尾行はされておらず、また見張りの騎士には見つかっていない。

			　下調べの結果、レオが俺達を嵌(は)めようとしている形跡は見られなかった。

			　少なくとも、迷宮に入ろうとした瞬間に聖堂騎士がゾロゾロと出てくる……という事態にはならないだろう。

			　監視の騎士が動くのを、俺とエルフィは気配を消して待っていた。

			　騎士達は交代で見張りをやっている。

			　どうやるのかは知らないが、レオはその交代の時間を狙って、迷宮の入口から数分だけ見張りを消してくれるらしい。

			　もしも何も起こらなければ、見張りの騎士を眠らせて押し通るつもりだ。

			「入口は、変わってないな」

			　三十年ぶりに見た、忌光迷宮の入口。

			　崖の下にある洞(どう)窟(くつ)だ。

			　ぽっかりと空いた穴からは、怪物の口のような闇が広がっている。

			　内部には、一切の光源がないからだ。

			　入口は結界によって覆われており、内部から滲み出した魔素が溜まっているのが見える。

			　相当量の魔素が、内部で溜まっている証拠だろう。

			　教国が最後に迷宮内の魔物を掃討したのは、数ヶ月も前のことだと聞いている。

			　あの魔素の量を見る限り、大量の魔物が犇(ひし)めいていてもおかしくない。

			「……静かだな」

			　隣で岩に腰掛けていたエルフィが、銀色の髪を撫でながら呟いた。

			　エルフィの言う通り、迷宮付近はシンと静まり返っている。

			　それも当然だろう。ここには見張りの騎士と、俺達しかいないんだからな。

			　だが、言わんとしていることは分かった。

			　キリキリと肌を刺すように張り詰めた空気は、これから迷宮に挑むという緊張感から来ているのだろうか。

			　恐らく違うだろう。

			　予知とか、気配とかを感じ取ったわけではないが――、

			「まるで、嵐の前触れのようだ」

			「……そうだな」

			　勇者をやっていた頃に、味わった感覚だ。

			　死線を潜る数時間前から、肌を刺すような予感があった。

			　何かが来るであろう、という予感が。

			　願わくば。

			「……くく」

			　お前がノコノコと来てくれることを祈っているよ。

			　リューザス・ギルバーン。

			　お前をどうやって殺すかは、もう決めたからな。

			　ディオニスに続いて、記念すべき二人目のパーティメンバーだ。

			　一つの節目として、存分に苦しませてから殺してやるさ。

			　それから、一時間近くが経過した。

			　レオの言った時間に、迷宮の前の見張りがいなくなった。

			　正直ザル過ぎるんじゃないか……と思ったが、レオが手を回してくれたお陰だろう。

			　あの口ぶりからすると、際どいことをやっていそうだな。

			　岩から飛び降り、下へ着地する。

			　見張りのいない入口へ近付き、結界の構造を改めて確認した。

			　複数人の術者が、合同で張った結界だな。対魔術、対物理、どちらの側面から見てもかなり頑丈に作られている。

			　通常の方法で結界を破るのなら、かなりの時間が掛かるだろうな。

			「どうだ。できそうか、伊織？」

			「問題ない。だが、消せるのはほんの一瞬だ。タイミングを逃すなよ」

			　だが、俺達は通常では取り得ない方法で、結界を消すことができる。

			　エルフィに魔眼で結界の起点を見てもらい、もっとも効果的な位置を見定める。

			　三つの迷宮核を取り込んだ今ならば、〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟で二秒ほど結界に穴を作ることができるだろう。

			　そう分析している間に、背後にチリチリとした嫌な感覚がよぎった。

			「……見られているな」

			　振り返らないまま、小声でエルフィに告げる。

			　すでに気付いていたようで、エルフィも小さく頷いた。

			　感覚からして、見ているのは二人以上。

			　気配の消し方から、聖堂騎士団ではないことが分かる。

			　それなりに離れたところにいることから、すぐに手出しをしてくるつもりはなさそうだ。

			「……王国の魔術師どもか？」

			　エルフィの問いに、即答できない。

			　ここまでの間、リューザスは俺達に尻尾を掴ませなかった。何故、ここに来て気付かれるようなことをしたのだろう。

			「思いつく可能性は三つ。何か失敗をして、俺達に気付かれた」

			　可能性は低い。

			　相手は、曲がりなりにも一国の最高戦力だ。そんなヘマをする奴がいるとは考えにくい。

			「二つ目は、あえて俺達に気付かせて、何かをさせようとしている」

			　ありえないわけではないが、そうするメリットがあまり思いつかない。

			　こちらは端から警戒しているし、それはあちらも分かっているはずだ。

			　今日までの間に、俺達は万全の準備を整えているのだから。

			　となれば、もう一つの可能性。

			「王国の魔術師ではない、別の誰かが、私達を見ている――か」

			「……かもな」

			　教国の人間……ではないだろう。見つかるようなヘマはしていない。

			　第一、見つかっていたら、すぐにこちらに向かってくるだろうからな。

			　他国の人間も考えにくい。連合国と帝国の人間が、このタイミングで出てくるとは思えない。

			　……となれば。

			「やはり、先ほどの女を逃がすべきじゃなかったな」

			「……あれは人間だった。魔力付与品(マジツクアイテム)を使っていた形跡はなかったぞ」

			「お前の存在に気付いているなら、魔眼の対策をしていた可能性がある」

			「…………むう」

			　ともあれ、考え込んでいても仕方ない。

			　交代の騎士がやってくるのも時間の問題だろう。

			　これも、一応は想定していたパターンの一つだ。

			「行くぞ」

			「うむ」

			　警戒の度合いを、別のベクトルに高めておこう。

			「――〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟」

			　瞬間、入口を覆っていた結界の一部が消失した。

			　内部から、ドロリと濁った空気が漂ってくる。

			「……行くぞ」

			　俺達は、忌光迷宮へと足を踏み入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　迷宮の中は暗かった。

			　名前の通りに、光を忌む空間だ。

			　空いた結界から僅かに月光が差し込んでいたが、それも一秒足らずで消えた。

			　完全な闇に、目を凝らそうともまったく先が見通せない。

			「い、伊織……」

			　僅かに呼吸を荒くして、エルフィが寄り添ってきた。

			「大丈夫だ。すぐに灯りを付ける」

			　あらかじめ用意していた、魔力付与品(マジツクアイテム)の一つ。

			〝浮遊光のカンテラ〟をポーチから取り出し、魔力を込めた。

			　赤く光る球体が現れると、俺達の周辺を浮遊し始めた。

			　手が塞がれることなく、周囲を照らすことのできる便利な品だ。

			　浮遊する光が、迷宮のゴツゴツとした壁を照らしていく。

			　足元もハッキリと見ることができる。

			「人間の作るアイテムは便利だな」

			「三十年前のは、もう少し不便だったな」

			　この三十年で、魔術も進歩したということだな。

			「これで、先へ進めるな」

			「……ここからだ」

			　忌光迷宮の厄(やつ)介(かい)な点として、普段から闇に覆われていることがあげられる。

			　それはつまり、光を灯せば、当然内部の魔物に気付かれるということだ。

			　光がなければ進めない以上、魔物を引き寄せながら先へ進むほかない。

			『シィイイ』

			　早速、正面から雷帝大蜘蛛(ブリツツ・スパイダー)がやってくるのが見えた。

			　人を見下ろせるほどの、巨大な大蜘蛛だ。

			　黄と黒の模様が、浮遊光に照らされてよく見えた。

			「行くぞ」

			　シャカシャカと足を動かしながら、雷帝大蜘蛛が近付いてくる。

			　吐いてくる糸を回避し、翡(ひ)翠(すい)の太刀で頭部と胴体を両断する。

			　分断されてなお、頭部だけで飛び付いてくる雷帝大蜘蛛だが、

			「――魔王キック！」

			　エルフィの蹴りを喰らい、迷宮の壁に激突して潰れた。

			　魔術を使わない、ただの蹴りだけでこの威力。

			　こいつに掴まれたら、逃げ出せないわけだ。

			「ふむ。しばらくは魔王キックと魔王パンチだけで十分だな」

			　手足を振り回しながら、エルフィがドヤ顔を浮かべている。

			「油断するなよ。ボルトスライムには打撃は通じないし、雷帝大蜘蛛が厄(やつ)介(かい)なのは遠距離から攻撃を仕掛けてきた時だからな。油断していると、元魔王のグルグル巻きが完成する」

			「……なんか美味しそうな響きだな」

			　気の抜ける反応だが、エルフィが油断していないのは分かる。

			　魔眼を光らせて、常に警戒している。

			　その表情は、いつになく真剣だ。この調子ならば、大丈夫だろう。

			　……と思ったが、一応聞いておくことにした。

			「エルフィ」

			「ん？」

			「渡した目薬はさしたか？」

			　この迷宮は唐突に、吸収した光を一気に放出する。

			　その時の光を直視すれば、網膜が焼けて失明してしまう。

			「問題ない。私の眼は、迷宮の光程度で焼かれるほど柔ではない」

			「……本当に大丈夫なのか？」

			「この迷宮には何度も来たことがある。その時も、私の魔王眼はここの光を容易く弾いて――」

			　瞬間。

			　壁、床、天井――迷宮内部のあらゆる物が、凄まじい光を放った。

			　何の前触れもない放光だが、すでに対策している俺には効かない。

			　目薬の効果によって、限界を越えた量の光はシャットアウトされるのだ。

			　光のタイミングを狙っての襲撃も、当然警戒している。

			　周囲には何の気配もない。このタイミングでの襲撃はなさそうだな。

			　ふと横のエルフィに視線を向けると、

			「うぁ……うぁああ！　目が！　目がぁあ！」

			　両目を押さえて、転げまわっていた。

			「痛い……めちゃくちゃ痛いぃ……」

			「馬鹿なのか、お前は」

			「だって！　前に来た時は本当に痛くなかったんだもん！」

			　だもん！　じゃねえ。

			「早く起きろ。魔物が近付いてきてる。ノロノロしてる暇はないぞ」

			　目を押さえて泣いているエルフィを強引に立ち上がらせる。

			　無理やり目薬をさして、俺達は先に進んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　黒髪の少年と、銀髪の少女。

			　報告にあった二名が、忌光迷宮の中に入っていくのが見えた。

			　二人が完全に消えるのを確認すると、夜闇からズルズルと三つの影が姿を現す。

			「――アレがエルフィスザーク・ギルデガルド。堕ちた魔王か」

			「隣にいたのは、恐らく勇者だろうな」

			「あんなのがか？　ただの人間にしか見えなかったけどなぁ」

			　背中から生えた、二本の翼。

			　赤黒い肌に、ギョロリとした大きな黄色い眼球。

			　二本の腕には、杭のような鋭い爪が生えている。

			　人ならざる者。人に仇なす魔。

			　――魔族。

			「見掛けに騙されるな。あのアマツと同じ勇者だぞ」

			「分かってる。だがよ、アマツと同じ勇者と、元魔王。本当に同時に殺れるのか？」

			「何だダール。ビビったのかよ？」

			　ダールと呼ばれた魔族が、露骨に顔を顰(しか)める。

			「違げえよ。疑問に思っただけだ」

			「そのためにあの三人が出てくるんだよ。あの裏切り者のハーフエルフと混ざり者に、デカイ顔されるのは気に食わないが、実力だけは本物だからな」

			　言葉を漏らす二人に、一人の魔族が「そこまでにしろ」と注意を入れた。

			「エルフィスザークを見つけた以上、俺達のやることは一つだ」

			「そうだな」

			　この三人は、四天王〝消失〟が送り込んだ偵察の魔族だ。

			　シュメルツを囲む大聖門を越え、聖堂騎士に見つかることなく、ここまで潜りこむことのできる精鋭。

			　その能力の高さから偵察の任務を与えられているが、戦闘においても人間を蹂(じゆう)躙(りん)できるほどの力を持っている。

			〝散風刃〟ダール。

			〝繋肉手〟シーザー。

			〝氷撃閃〟ベラドーラ。

			　リーダーのベラドーラが率いる、グレイシアの部下だ。

			「シーザー。グレイシア様に報告しろ。〝目的の物〟は見つかったと、な」

			　仲間のその言葉に、シーザーが頷いた。

			　渡された魔力付与品に魔力を込め、遠方のグレイシアへの連絡を送り始める。

			　――その瞬間。

			「――!?」

			　三人の周囲を、グルリと結界が覆った。

			　知覚と同時に、三人は体から急速に力が抜けていくことに気付いた。

			　何事かと、事態の把(は)握(あく)に努めようとした瞬間、

			「――〝空間断(リアル・スラツシユ)〟」

			　シーザーの体に、一筋の線が走った。

			　頭部から股ぐらまでズルリとずれていき、やがてその体が二つに分かれた。

			「ンだ……ごれェ!!」

			「……ほう。両断されても死なないのか」

			　断面から細やかな触手が生まれ、二つに分かれたシーザーの胴体を繋ぎ合わせようとする。

			　そこへ、冷ややかな言葉とともに無数の魔術が飛来した。

			「チッ」

			「シーザーァァッ!!」

			　残りの二名は回避に成功するが、再生中のシーザーは魔術を受け、完全に消滅した。

			　生命力の強いシーザーだが、破片も残らず消されてしまえば、どうすることもできない。

			「……何だ、貴様らは」

			　気付けば、ベラドーラ達二人はローブを身に纏(まと)った人間に囲まれていた。

			「聖堂騎士……いや、教国の人間ではないな。そのローブ……まさか、王国の選定者か」

			「ふん。穢らわしい口で、我らの名を呼ばないでもらおうか」

			　王国が誇る最高戦力、選定者。

			　選定者・第一席、ハロルド・レーベンスが冷たく言い放った。

			「……そうか。勇者を守るために、見張っていたというわけか」

			「はっ」

			　見当違いのベラドーラの言葉に、選定者達が失笑を漏らした。

			　そうしている間にも、周囲に展開された〝対魔族用結界〟がベラドーラ達の力を削っている。

			「貴様らは選定するまでもない。邪魔だ。即刻――死ね」

			「！」

			　ハロルドの言葉を皮切りに、選定者が一斉に動き出した。

			　人間とは思えぬその機敏な動きに、ベラドーラが目を剥く。

			「テメエら……よくもシーザーを!!」

			「逸るな、ダール！」

			　仲間をやられて頭に血が昇ったダールが、全身から風を噴出して地に降り立った。

			　近寄ってくる選定者達に向け、風の刃を薙(な)ぐ。

			　人間ならば、容易く切断するはずの一撃だ。

			「なっ」

			　ローブをはためかせながら、選定者達は容易く刃を回避した。

			　それどころか、回避と同時に複数の魔術がダールに飛来する。

			「ぐゥ!!」

			　風を纏(まと)わせた刃で魔術を切断するも、

			「――鈍い」

			　懐に潜り込んでいたハロルドの刃が、ダールの胸を斬り裂いた。

			「がはっ」

			「まったく……あの魔族用に作った結界だというのに、貴様らに使う羽目になるとはな。一体、どれだけの費用と時間が掛かったと思っている？」

			　鮮血を吹き出しながらも、ダールが切り札を解放した。

			　――名を〝鎌(かま)鼬(いたち)〟。

			　あまりに小さく、目視することすら難しい小規模の風の刃だ。

			「チッ」

			「!?」

			　瞬間、ダールを囲んでいた選定者達が鎌鼬を回避した。

			　いや。中には躱(かわ)しきれず、ダメージを受けた者もいる。

			　だが、その誰もが致命傷を避け、すでに次の攻撃に移っていた。

			「この至近距離で、鎌鼬を躱(かわ)すなどッ」

			「死ね」

			　ハロルドの一撃が、ダールの肉体を消し飛ばした。

			「……おのれ」

			　呆気なくやられた仲間を見て、ベラドーラが舌打ちする。

			　確かに、選定者は強い。だが、万全な状態ならば、この三人でも十分に戦えただろう。

			　厄(やつ)介(かい)なのは、自分達を覆っている結界だ。

			　対魔族結界。魔族の力を奪う、人間が編み出した忌(いま)々(いま)しい結界だ。

			　それも、かなりの量の魔力が込められている。

			　ハロルドが言った通り、これを一つ展開するにも、凄まじいコストが掛かるだろう。

			「俺達が来るのが分かっていたのか……？」

			　そうでなければ、おかしいレベルの結界だ。

			「……まあいい」

			　自らの思考を切り捨てて、ベラドーラは言った。

			「……皆殺しだ」

			　瞬間、結界内の温度が急激に下がった。

			　同時に、バキバキと音を立ててベラドーラの体が氷に包まれていく。

			　ベラドーラの呼び名は〝氷撃閃〟。

			　彼が操る氷は、高い攻撃力と防御力の両方を兼ね備える。シーザーとダールの二人がかりでも、本気を出したベラドーラには及ばないだろう。

			「人間風情が、調子に乗るなよ」

			　ベラドーラの周囲に、数十の氷の刃が展開された。

			「……！」

			　ハロルド達が、瞬時に防壁を張った。

			　発射された刃が、弾丸のように防壁に突き刺さっていく。

			「……撃て」

			　ベラドーラの体に、四方から魔術が突き刺さる。

			　だが、

			「効かんな」

			　氷から生み出された鎧(よろい)が、一切の魔術を弾いていた。

			　対魔族結界で弱っていてもなお、ベラドーラの力は圧倒的だった。

			　氷で生み出した刃を手に、ベラドーラが選定者へ襲い掛かる。

			「……なるほど、選定者。確かに強い」

			「……ッ」

			　グニャリと、ベラドーラの顔に嗜虐の笑みが浮かぶ。

			「――人間にしてはな」

			　形勢が逆転し、次第に選定者が押され始めた。

			　嘲(ちよう)笑(しよう)を浮かべながら、選定者を蹂(じゆう)躙(りん)するベラドーラ。

			　致命傷こそ避けているものの、選定者の体を氷の刃が掠っていく。

			　このまま全滅するのは時間の問題――そう、ベラドーラが思った瞬間だった。

			「！」

			　押されていただけの選定者が、機敏な動きでベラドーラから退いた。

			　その余力を残した動きに、違和を感じると同時だった。

			　――その男が現れた。

			　くすんだ赤髪、獣のような獰(どう)猛(もう)さが覗(のぞ)く双(そう)眸(ぼう)。

			　手に握る魔導杖と、宮廷魔術師に与えられる漆黒のローブ。

			　酷く冷めた表情を浮かべた、五十代の男だ。

			「……き、さまは」

			　ベラドーラは、この男を知っている。

			　数十年前、遠巻きにその姿を見たことがあるからだ。

			　かつて英雄アマツと肩を並べ戦った男。

			　人間最強とまで謳われた魔術師。

			　その名は、

			「……〝大魔導〟リューザス・ギルバーン」

			　直接見たわけではないが、ベラドーラは知っている。

			　目の前のこの男は、たった一人で一万の軍勢を壊滅に追い込んだ化物であると。

			「――――」

			　リューザスの肉体から、魔力が吹き出す。

			　全盛期からは大幅に衰えていても、その才は本物。

			　選定者達は、リューザスの魔術が完成するのを待っていたのだ。

			　赤い目が、ベラドーラを睨んでいる。

			　――否。

			　その目は、ベラドーラを見ていなかった。彼の遥か背後の誰かを、睨み付けている。

			「お、のれ……」

			〝氷撃閃〟と呼ばれたこの自分が、眼中にない。

			　その事実に、ベラドーラは激怒した。

			「舐めるな、人間風情がァああああッ!!」

			　持てるすべての魔力を放出し、ベラドーラが巨大な氷の刃を作り出した。

			　選定者全員を同時に貫いて余りある大きさだ。

			「堕ちろ、旧時代の遺物がァあああッ!!」

			　絶叫とともに、刃がリューザスへ向かっていく。

			　対して、リューザスはただ杖を振った。

			「――〝喪失魔術(ロストマジツク)・災禍葬炎〟」

			　すべてが、炎に飲み込まれた。

			　刃も氷も鎧(よろい)もベラドーラも、何もかも、炎が消えた時、すでに何も残っていなかった。

			「準備は整った」

			　見張りの騎士は眠らせ、周囲には無音の結界を張った。

			　今処分した魔族達の死骸や残(ざん)滓(し)をあえて場に残したため、騎士達の意識を失わせたのは魔族の仕業ということになるだろう。

			　それに、この戦いが露見するのは、夜が明けた後だろう。

			　それまでに、すべてを終わらせればいい。

			「――行くぞ」

			　静寂は終わった。

			　嵐が、来る。

		

	
		
			　

			第五話　『彼女が望んだ世界』

			　

			「……私ね。この絵本みたいな、幸せな世界を作りたいな」

			　そんな世界は作れない。

			　平和など訪れるはずがない。

			　魔族と人間は相容れず、殺し合うことしかできない。

			　そう分かっているはずなのに、彼女はそう言った。

			　その横顔は、どうしようもなく悲しそうで。

			「……作るよ」

			「え？」

			　――無理をして笑う彼女を見た。

			　大切な人達を失って、傷付き、悲しみ。

			　それでもなお、無理をして笑う彼女を。

			　その悲しい笑顔を、本当の笑顔にできたらどれだけいいだろうと。

			　そう、思ったからこそ。

			「――俺が作るよ」

			　彼は誓った。

			　彼女を笑顔にできる世界を作ろうと。

			　英雄になって、幸せな世界を作ろうと。

			　それが、彼と彼女の約束だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　嫌がるエルフィに目薬をさし、迷宮を進んでいく。

			　経過は順調だ。

			　スロープのように延びている通路を登り、二階層へ上がる。

			　二階層に入ってすぐの部屋は、雷帝大蜘蛛の巣だった。あちこちに雷を帯びた蜘蛛の巣が張っており、大量の雷帝大蜘蛛が待ち構えている。

			　部屋に入ると、灯りに気付いた雷帝大蜘蛛が動き始めた。

			　流石に、この数を相手にするのは面倒だ。

			　蜘蛛達が襲ってくるよりも早く、俺は離れたところから魔術で火を放った。

			「――〝火炎弾(フレイム・バレツト)〟」

			　火が蜘蛛の巣を燃やし、その上にいた雷帝大蜘蛛達にも燃え移る。

			　流石にこの程度で死ぬ魔物ではないが、巣が燃えていることでパニックが起こった。

			　その間に、俺達はその部屋を通り過ぎる。

			　道を塞ぐ個体だけ、翡(ひ)翠(すい)の太刀で両断しておいた。

			　今ならすべての個体を楽に倒せただろうが、無駄な戦闘は避けるべきだからな。

			　部屋を抜けてからも、浮遊光に引き寄せられた魔物がやってくる。

			　壁や地面の隙間から、黄色の液体が滲み出てきた。ボルトスライムだ。

			「スライムって、どこか美味しそうな見た目をしていると思わないか？」

			「啜ってみたらどうだ。シュワシュワして美味しいかもしれないぞ」

			「む……」

			「考えるな」

			　軽口を叩きながら、道を塞ぐスライムを相手取る。

			　打撃や斬撃は効かず、さらに武器を通じて雷を流してくるボルトスライムは厄(やつ)介(かい)な魔物だ。しかし、不意を突かれたりしなければ、その対処は難しくない。

			　すべてのスライムに共通して言えることだが、液体の中に浮かぶ核を潰してしまえば簡単に倒すことができる。

			「〝岩石弾(ストーン・バレツト)〟」

			　スライムが襲ってくるよりも早く、岩の弾丸でその核を撃ち抜いておく。

			　核を失ったスライムが、ベシャリとただの液体に戻っていった。

			「大した精度だな」

			「どうも。狙撃も、実戦の中で嫌というほど磨いたからな」

			　生き残るために、剣術も魔術も覚えざるを得なかった。

			　命がかかっていたからか、『勇者の証』のお陰なのか、習得するのにそこまで時間は掛からなかったな。

			　基礎を身につけてからは、ひたすら実戦に臨み続けた。

			　旅の途中に、あいつらに教わることもあったがな。

			「ふむ。魔力はどうだ？」

			「まだそれなりに余裕がある。この分なら、持ってきたアレを使わなくても良さそうだ」

			　二回目の召喚をされてすぐの時のことを思うと、魔力総量もかなり増えた。

			　魔術師の平均魔力量よりも、やや多いくらいだろう。

			「ならば良い。無理はするなよ」

			「……ああ」

			　スライムを狙撃し、雷帝大蜘蛛を突破して三階層へと登る。

			　今のところ、エルフィは攻撃用の魔眼は一度も使っていない。魔王パンチやら魔王キックやら、素手だけで魔物に対処できている。

			　俺の力が多少戻ったことで、これまでの迷宮よりもエルフィの負担が少ない。

			　ここまでは順調だ。

			「そろそろ、上位の魔物が出てきてもおかしくない。気を付けろ」

			　そういった矢先、迷宮が光を放出した。相変わらず、恐ろしい光量だ。

			　最初に痛い目を見たからか、エルフィがビクッと体を震わせていた。

			　やがて発光が弱まっていき、迷宮が再び闇に覆われていく。

			　完全に光が消える、その直前。

			「来るぞ、伊織！」

			　浮遊光とは違う、闇を照らす別の光が現れた。

			　全身を輝かせながら近付いてくる岩の巨人。シャインゴーレムだ。

			「後方に別の魔物がいるな」

			　シャインゴーレムの後ろに、雷を纏(まと)った鳥が翼をはためかせている。光雷鳥だ。

			　前衛としてシャインゴーレムが構え、光雷鳥が後衛として雷で援護する。

			　厄(やつ)介(かい)な組み合わせだな。

			　シャインゴーレムは鈍重そうな見た目をしているが、反して動きは素早い。

			　生半可な攻撃では、躱(かわ)されてしまうだろう。

			『クェエエ!!』

			　シャインゴーレムをすり抜けて、雷光鳥の雷が飛来する。

			「――ふッ」

			　前に踏み出したエルフィが、魔力を纏(まと)ったただの蹴りで雷を消し飛ばした。

			　そこを狙ってシャインゴーレムが殴り掛かってくる。

			　間へ割り込み、柔剣で拳を受け流す。同時に返す刃で、シャインゴーレムの下半身を斬り飛ばした。

			　かなりの硬さを誇るゴーレムだが、翡(ひ)翠(すい)の太刀は紙粘土のように斬り裂いた。

			　だるまのように落下する上半身を、

			「魔王キィィィック!!」

			　後方の雷光鳥へ、エルフィが蹴り飛ばした。

			『グェーッ!!』

			　飛来した岩の塊に押し潰され、雷光鳥が潰れた。即死だろう。

			「良い連携だったな」

			　得意そうにするエルフィへ相槌を打ち、先へ進む。

			　その後も十回以上、連携を組む魔物と出会ったが、危なげなく倒すことができた。

			　やはりエルフィは魔術や身体能力だけでなく、技能もずば抜けている。

			　これまでの迷宮もそうだが、こうも楽に進めるのは、エルフィの実力のお陰だろう。こちらに合わせて完璧に動いてくれるのは、ありがたかった。

			　四階層からは、さらに出てくる魔物の数が増えていく。

			　浮遊光に呼び寄せられて、大群が押し寄せてくる。

			　出てくる魔物のほとんどが連携を取っており、練度も高い。

			　これまで迷宮に挑んだ教国は、ほとんどが四階層より上に進めていない。

			　最高で、五階層までのようだ。

			　五階層にあがった者も、雷光龍(ライトニングドラゴン)の猛攻によって撤退を余儀なくされたらしい。

			　精鋭揃いの聖堂騎士でも、相応の犠牲を覚悟しなければならないレベルの危険度ということだ。

			「ここからは少し本気を出す」

			　エルフィの魔眼を解禁した。

			　相手の数が多いからこそ、エルフィの魔眼は効果的だ。

			〝重圧潰〟、〝灰(かい)燼(じん)爆〟で魔物の連携を崩し、そこへ斬り込む。

			　互いに最小限の負担で、四階層は突破できた。

			　五階層へ上がる。

			　恐らく、あと二階くらいで最上層に着く。

			　以前挑んだ時は、忌光迷宮は六階層までしかなかった。これまでの迷宮のことを考えると、そこまで大きく迷宮の構造は変わっていないだろう。

			　だが、出てくる魔物の質と量は以前より上だ。

			　つまり――。

			「！」

			「……これは」

			　部屋に入ってすぐ、目に入った。

			　五階層へ上がった俺達を待っていたのは、

			『オオォォオオ――!!』

			　雷光龍の群れだった。

			　金色に輝く鱗(うろこ)に、黄色の双(そう)眸(ぼう)、背中から突き出た翼はバチバチと雷を放っている。

			　俺達を軽く見下ろせるだけの巨体が六つ、悠々とそこに佇(たたず)んでいた。

			「……聖堂騎士が撤退するわけだ」

			　灯りのせいで、気配を殺して進むこともできない。

			　これだけの魔物を正面から相手取らないといけない……となれば、生半可な戦力では先に進めないだろう。

			　レオクラスが複数名いれば、問題なく先に進めるだろうが、一国の最高戦力を勝てる確信もないのに迷宮へは送り込めないだろうな。

			「これだけ一度に出てくると、むしろテンションが上がるな！」

			「上がらない」

			　さて。ここが、第一関門か。

			「……押し通るぞ」

			「無論だ！」

			　余力は十分。

			　後は、どれだけ消費せずに進めるかの勝負だ。

			「…………」

			　戦いの中、ふと思い出した。

			　三十年前、教国に来た時のことを。

			　あの時もこうして、強力な魔物に囲まれていたな、と。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　三十年前、最初に討伐した迷宮は王国の奈落迷宮だった。

			　国土に巣食っていた魔物や魔族を討伐し、俺が戦えるようになってから、奈落迷宮に挑んだ。そして、その次に向かったのが、教国だった。

			　勇者は聖光神メルトが選んだ異界の人間、という話らしいからな。宗教の繋がりで、教国が選ばれたのだろう。

			　リューザス、ディオニス、ルシフィナ。

			　パーティの三人が揃ったのは、教国へ向かう途中のことだった。

			　三人が揃ってから、教国に辿り着くまでにもいろいろなことがあった。

			　当時の四天王〝千変〟と最初に戦ったのも、教国へ向かう途中のことだったな。

			　――ただ、元の世界に帰りたい。

			　そんな俺の考えが変わり始めたのも、この頃だ。

			「……勇者様！　どうか、ファミナをお救いください！」

			　教国にやってきた俺達を待っていたのは、救助を懇願する言葉だった。

			　聖都の一つ、ファミナが魔族によって襲われていた。

			　街の人は抵抗しているが、すでにかなりの数の人が犠牲になってしまったらしい。

			「そんな……」

			　口元を押さえ、悲しげに目を伏せるルシフィナを覚えている。

			　俺達はすぐに、ファミナを救いに向かった。

			「――――」

			　ファミナには惨状が広がっていた。

			　あちこちに、人の死体が転がっていた。

			　親の骸に縋って、泣いている子供がいる。

			　致命傷を負いながら、即死できずに助けを求めている騎士がいた。

			　――たくさんの、泣き顔を見た。

			「――――」

			　傷付いた人を、必死に助けようとするルシフィナを見た。

			　泣いている子供を、助けようとするリューザスを見た。

			　苦しむ騎士を、表情を隠しながら介錯するディオニスを見た。

			「――――」

			　助けたいと思った。

			　救わなければならないと思った。

			　悲しむ人達を、笑顔にしたいと思った。

			　俺が心象(りそう)を抱いたのは、この時だったのかもしれない。

			　

			「ぐ……ッ」

			　ディオニスが血を流し、地面に倒れ込む。

			　街を占拠した魔族のボスの一撃が、ディオニスの防御を突破したのだ。

			「ディオニスッ!?」

			　そちらに気を取られた瞬間、

			「しまっ……」

			　別の魔族の一撃が放たれた。対処が遅れ、回避し切れない。

			「――っ」

			　俺を庇(かば)って、魔族の攻撃をルシフィナが負った。

			　胸から血を噴出させて、ルシフィナが血に沈む。

			「ルシフィナ!?　クソ、どうしたら……」

			　仲間を失うかもしれない。

			　ディオニスとルシフィナ、どちらを助ければいいのか。

			　様々な感情がごちゃ混ぜになって、俺が動けなくなった時。

			「――馬鹿か」

			　放たれた魔術が周囲の魔族を纏(まと)めて吹き飛ばし、炎が道を切り開いた。

			「リューザス……」

			「今のうちに、あいつらを安全なところまで下げろ。ここは俺が引き受ける」

			「な……。お前一人を置いて行けっていうのか!?」

			「そうだ。早く行け。ルシフィナが死ぬぞ」

			　俺の葛藤を断ち切るような、リューザスの冷たい言葉。

			　混乱していた頭が、冷静になっていくのを感じた。

			「……すぐに戻ってくる」

			「あァ」

			　仲間を死なせてなるものか。

			　その一心で、俺はルシフィナとディオニスを運んだ。

			　だから、だろう。

			「一人じゃなきゃ、いけねェんだよ」

			　その時のリューザスの言葉と、歪(ゆが)んだ笑みを俺は気に留めなかった。

			　

			「な……」

			　ルシフィナとディオニスを街の人に預け、俺が戦場に戻ると、戦いはほぼ終わっていた。

			　あちこちに、大量の魔物が転がっている。

			　魔族も、残り二人になっていた。

			「リューザス……！」

			　その中心に、ズタボロになったリューザスが立っていた。

			　これだけ傷付きながらも、リューザスは俺達を守るために持ち堪えていてくれた。

			　あの時の俺は、そう思った。

			「……ありがとう、リューザス」

			　礼を言いながら、俺もすぐに助太刀に入った。

			　残っていた魔族も、リューザスの魔術によってボロボロだった。

			　寄ってくる魔物を俺が倒し、その間にリューザスが詠(えい)唱(しよう)する。

			　やがて、リューザスの魔術が魔族のボスを消し飛ばした。

			「勝った……」

			「く、はは。やった。やってやったぞ……！」

			　全身から血を流しながら、拳を握りしめ、嬉しそうに笑うリューザス。

			　何故か、その笑顔をよく覚えている。

			　こうして、俺達は魔族に襲われていたファミナを救った。

			　ファミナから、シュメルツへ戻った俺達を待っていたのは熱狂的なコールだった。

			「勇者様達が来たぞ！」

			「あれだけの魔族を倒した英雄……」

			「〝英雄アマツ〟だ！」

			　多くの人が、俺のことを英雄と呼んだ。

			　……英雄なんて、くだらない。

			　そんな風に思っていた俺だったが、

			「……くないな」

			「……？　何か言いましたか？」

			「いや。みんながこうして笑顔になってくれるなら、英雄も悪くないなって」

			　キョトンとするルシフィナにそんなことを言って、すぐに照れくさくなった。

			　顔を逸らす俺を見て、ルシフィナは嬉しそうに笑っていた。

			「そうですよ。貴方には、みんなを笑顔にできる力があるんですから」

			　その言葉も、その後の俺の心象(りそう)を形作った要因の一つだったのかもしれない。

			　その後すぐに、メルト教団の教皇が礼を言いに来た。

			「アマツ様。此度は誠に、ありがとうございました」

			「いえ……」

			「これも、メルト様のお導きですね」

			　何でもメルトに絡めようとする教皇に苦笑していると、彼は聞いてきた。

			　貴方達は、どうして戦っているのかと。

			「僕は、鬼族なんです」

			「お、鬼族ですか」

			「ええ。そう驚かれるのも今は仕方ないことでしょう。でも、僕はいずれ、鬼と人が手を取って暮らせる世界を作りたいんです」

			　ディオニスは、そう言った。

			「では、ルシフィナ殿は？」

			「私も、ディオニスさんと少し似ています。すべての種族が手を取って、笑顔で暮らせる世界を作りたい。だから、戦っているんです」

			　ルシフィナはそう答えた。
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			　勇者として戦い始めて、すでに半年以上が経過している。

			　その中で、たくさんの泣き顔を見た。

			　ファミナでの戦いでも、そうだ。

			　だから、だろう。

			『すべての種族が笑顔で暮らせる世界を作りたい』

			　この言葉が、心に焼き付いたのは。

			「では、アマツ殿は？」

			　尋ねてきた教皇に、俺は答えた。

			「俺も、同じです」

			「と、いうと？」

			　この時に、俺は決めた。

			「――皆が笑える世界を、作りたいんです」

			　欺瞞、偽善、嘘。

			　偽りだらけだった三十年前に、俺が確かに抱いた心象だ。

			「では……ん？　リューザス殿は？」

			「あー。彼なら今、血相を変えて部屋を出て行きましたよ。お腹でも壊したんじゃないですか？」

			　いつの間にかリューザスは消えており、ディオニスが首を傾げながらそう答えた。

			「シュメルツに帰ってきてから、気分が優れないようでしたし……。大丈夫でしょうか」

			「……あれだけの戦いの後だからな。帰ってこないようだったら、見に行ってくるよ」

			「……ええ、お願いします」

			　その後、教皇と別れてから、ルシフィナと二人きりになる機会があった。

			「ねえ、アマツさん。……伊織、さん」

			　彼女にだけ教えていた、本当の名前。

			　躊躇いがちに、ルシフィナは俺の名を呼んだ。

			「どうしたんだ？」

			「……さっきの言葉は、本当ですか？」

			「さっきの……？」

			　期待するような、不安そうな、そんな表情だった。

			「本当に……伊織さんは、その。皆が、笑える世界を……」

			「……ああ」

			　ルシフィナの言葉に、頷いた。

			「――俺が作るよ」

			　三十年前のあの日。

			　俺は、ルシフィナとそう約束したんだ。

			　

			　――その先の、くだらない結末も知らずに。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――〝魔腕・壊裂断〟」

			　エルフィの五爪が、雷光龍を抉(えぐ)る。

			　戦闘が始まってから、十五分が経過していた。

			　今、最後の一匹がエルフィの一撃によって絶命した。

			「……ふう」

			　龍の血溜まりの中で、一息吐く。

			　流石の龍種というべきか、かなり手間取った。

			　エルフィの魔腕まで出すことになるとはな。

			　とはいえ、幸いにも魔力消費はあくまで想定内の範囲だ。これなら、十分に戦える。

			「くふ」

			「……何だよ」

			　今後の戦闘を想定していると、エルフィが小さく嫌な笑みを漏らした。

			「くふふ、結局、私が抱っこするハメになったな？」

			　一度だけ、龍種のブレスを回避する時に、エルフィに抱えられた。

			　そのことを言っているのだろう。

			「しかし、前に比べると、多少は逞しくなったな。うむうむ、もう少し筋肉をつけると私好みだぞ？」

			「うるさいな」

			「そう照れるな」

			「照れる要素がないだろうが」

			「くふ。良い良い。元魔王たるこの私に、魔王様抱っこしてもらえたことを光栄に……あいたぁ!?」

			「何が魔王様抱っこだ。行くぞ」

			「うぅ……」

			　龍の死骸を踏み越えて、次の部屋へ向かう。

			　別の雷光龍にも遭(そう)遇(ぐう)したが、今度はエルフィの手を借りずに倒した。

			　他の魔物も蹴散らし、六階層へと上がる。

			「……ふむ。魔素の濃さからいって、ここが最上層と見て間違いないだろうな」

			　空気中に舞う魔素が、バチバチと静電気のように弾けている。

			　これまでの迷宮の最奥部と同程度の魔素量だ。

			　警戒を高めながら、六階層を進む。

			　そして数十分後、俺達は最奥部へ辿り着いた。

			「……あの部屋か」

			「いるな」

			　部屋内から、肌を刺すような魔力を感じる。間違いなく、雷光龍を遥かに越える存在が控えている。

			「第二関門だ。気を付けていくぞ」

			「……うむ」

			　最奥部の部屋へ足を踏み入れた瞬間だ。

			「……！」

			　前方から複数の紫雷が俺達を狙い撃つ。

			　回避し、攻撃を仕掛けてきた相手を視界に収めた。

			　そこにいたのは、巨大な骸骨だった。

			　三メートル近くある巨体に、赤いマントを纏(まと)っている。眼孔には赤い光が灯り、俺達を睨み付けていた。

			「〝骸骨王(グランド・リツチ)〟か」

			　骨系の魔物の最上位に位置する魔物だ。

			　強力な魔術と身体能力、そして高い知能を持ち合わせている。

			　外見から魔物に分類されているが、魔族と呼ばれていてもおかしくない存在だ。

			　こいつが雷魔将か。

			『嘆かわしい』

			　どこに声帯があるのか、雷魔将はそう呟いた。

			　発言と同時に、周囲にバチバチと紫雷が走る。

			『あぁ、何たることだッ！　穢らわしい穢らわしい穢らわしい！　人間と裏切り者が、土足で我が城に踏み込むなど、あってはならないことだッ!!』

			　……うるさいな。

			　炎魔将のように、知能がない魔物が一番相手にしやすいのだが。

			『――わたしは五大魔将が一人、〝雷魔将〟ゼラート！』

			　大仰な仕草とともに、雷魔将が名乗りをあげる。

			　名など、どうでもいい。

			　この後に備えて、いろいろと布石を打っておくとしよう。

			『さあ、貴様らを討ち滅ぼしてくれよう』

			　大地を舐める紫電とともに、雷魔将との戦いが始まった。

		

	
		
			　

			第六話　『滑(こつ)稽(けい)な王』

			　

			　雷魔将の体から、無数の紫電が放たれた。紫電が落下し、地面に次々と穿たれていく。

			　一本一本が、上級の雷魔術に匹敵する威力を持っているようだ。

			『――我が雷で串刺しになるが良い』

			　マントをはためかせると、雷魔将が芝居がかった口調でそう言った。

			　直後、紫電の勢いが増し、雨のように降り注いだ。

			　魔将というだけあって、内包している魔力はかなりのものだ。まだかなり余力を残しているようだな。

			「エルフィ。予定通り、俺は折を見て準備を進める。任せて大丈夫か？」

			「無論だ」

			　雷を躱(かわ)しながらの会話。

			　エルフィが力強く頷いたのを見て、俺達は行動を開始した。

			「ピカピカと鬱陶しいぞ」

			　エルフィの〝灰(かい)燼(じん)爆〟が、雷魔将に放たれる。

			　赤いマントを翻(ひるがえ)し、雷魔将はその骨の身からは想像も付かない俊敏さで、灰(かい)燼(じん)爆を回避した。

			『エルフィスザーク・ギルデガルド。貴様の力のことは聞いている。全身に魔を宿した、元魔王よ』

			「……ほう」

			　灰(かい)燼(じん)爆の次に、〝重圧潰〟が雷魔将の頭上で発生した。

			　龍すらも地に落とす威力の魔眼だが、

			『無駄だ』

			　雷魔将を中心として、その周囲に雷の結界が発生した。

			　結界に重力が伸し掛かるも、中にいる雷魔将には届かない。

			　結界が弾けるのと同時に、エルフィの魔眼も消し飛ばされた。

			　どうやら、溜めのない魔眼では雷魔将を押し切れないらしいな。

			『しかし……元魔王というのは、滑(こつ)稽(けい)な響きだ』

			　部屋中に響くようなその声に、喜色が混ざる。

			　どうやっているのか、雷魔将はカラカラと喉を鳴らしている。

			　笑っているらしい。

			「……何が言いたい？」

			『玉座から引き摺り下ろされ、地に降ろされた無様な敗者。これを滑(こつ)稽(けい)と言わずに何とする』

			「……ほう」

			『元、魔王。もはや〝王〟でもなんでもない。ただ生き恥を晒(さら)す、ただの魔族だ』

			「…………」

			　無言のまま、エルフィが魔眼を放つ。

			　複数の爆発が雷魔将を襲うも、そのすべてが雷によって対処されている。

			　反応速度もかなりのモノだな。

			『王とは常に優雅でなければならない。貴様のように優雅からかけ離れた存在は、最初から王に相応しくないのだ』

			　赤いマントを大仰にはためかせ、芝居がかった動きで両腕を広げた。

			『わたしのように洗練された者こそ、王に相応しいのだ』

			　そう言って、雷魔将がさらにマントをはためかせる。

			　何度はためかせるつもりだ。

			「――骸の王風情が、よく言った。貴様、よほど死にたいらしいな」

			　エルフィの雰囲気が変わった。室内の空気が冷え込んでいくような感覚だ。

			　内包している魔力が、急激に引き出されているのが分かる。

			『王でもない者が、王に凄んでも滑(こつ)稽(けい)なだけだぞ？　そしてその不敬、万死に値する。もっとも、わたしは寛容だ。貴様のような者に何を言われようが、わたしはにこやかに許してやるとも』

			　対して、雷魔将はこたえた様子もない。

			　マントをはためかせながら、余裕のある態度でエルフィを嘲(ちよう)笑(しよう)している。

			「ファッサファッサと何度マントをハタメカせるつもりだ。それが王らしい動きと思っているのなら、それこそ滑(こつ)稽(けい)だぞ」

			『――許さんぞッ!!　我が洗練された王の動きを侮(ぶ)辱(じよく)したなッ!!　貴様は今すぐ縊り殺してやる!!』

			　雷魔将が激怒した。

			　にこやかに許すという発言はどこへ言ったんだ。

			　それまでの余裕が消し飛び、雷が鞭のようにエルフィを襲う。対して、エルフィは魔腕で雷を弾き飛ばしていた。

			「…………」

			　この俊敏さといい、あの防御力といい、以前戦った土魔将より厄(やつ)介(かい)かもしれないな。

			　そう観察しながらも、俺は手を動かし続ける。

			　エルフィが相手をしてくれているお陰で、雷魔将の無差別な落雷攻撃は止んでいる。その間に、俺はあらかじめ用意しておいた仕掛けを設置していく。

			　使うことになるかは、まだ分からない。

			　もしかすれば無駄になるかもしれないが、備えあれば憂いなしだ。

			『貴様も王を差し置いて、一体何をしているッ!!』

			「！」

			　作業を進めていると、雷が飛んできた。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀を構え、柔剣で雷を受け流す。

			　今の間に、準備はほぼ終了した。

			　後はタイミングを見計らって、魔力を流すだけでいい。

			『舐められたモノだなァ!!』

			　バチバチと紫電を迸らせ、雷魔将が叫ぶ。

			『〝雨〟から聞いた通り、貴様が二代目の勇者だな？』

			「さあ、どうだろうな」

			　苛立ったように骨を鳴らしながらも、雷魔将は油断なく俺を見ている。

			　見下しているようではあるが、警戒は怠っていないらしい。

			「……〝雨〟だと」

			　どういうわけか、エルフィは雷魔将の言葉に表情を険しくしていた。

			　その〝雨〟とかいうのを知っていたのかもしれない。

			　戦いが終わってから、聞いておくとしよう。

			『だが、噂に聞きし、あのアマツとやらには到底及ぶまい。貧相な肉体、貧相な魔力。どれもタダの人間の域を出ていない』

			　見下すような言葉を口にしながらも、雷魔将の放つプレッシャーは上がっている。

			『とはいえ、貴様らが三つの迷宮を陥落させたことは事実だ』

			「…………」

			『これまでの連中は、誰も彼もが単独で戦うことに拘り過ぎていた。愚かとしか言いようがない。愚昧で、救いがたい連中だ』

			　雷魔将が、コツンと床を鳴らした。

			『とはいえ、仕方のないことだろう。わたしと奴らでは決定的な差があるのだから』

			　大地が揺れる。グラグラと揺れ、地面から次々と白い何かが突き出してくる。

			『奴らはただの個。されどわたしは王。それがすべての境目よ』

			　芝居がかった口調で、雷魔将が言った。

			『――目覚めよ、我が軍勢よ』

			　雷魔将が、マントをはためかせた。

			　直後、俺達の目の前に数十の骨が並んでいた。

			〝骨人(スケルトン)〟だ。

			　すべての骨人(スケルトン)が手に武器を持ち、それを俺達に向けている。

			『――嘲(ちよう)笑(しよう)せよ。無様な魔族と、滑(こつ)稽(けい)な人間を』

			　雷魔将の言葉に合わせて、骨人(スケルトン)達が一斉に笑い始めた。

			　カラカラと、部屋の中に乾いた嘲(ちよう)笑(しよう)が響き渡る。

			『――不敬、不敬、不敬、不敬。王の動きを侮(ぶ)辱(じよく)したことも、王を蔑ろにしたことも、万死に値する。己が愚かさを後悔するが良い』

			　骨人(スケルトン)の数は四十程度。

			　単体の実力はタカが知れている。だが、この数は少し面倒だな。

			「伊織、例の準備は終わったか？」

			「ああ。後は魔力を流すだけだ」

			　骨の軍勢を前に、エルフィが後退してきた。

			「ならば、後はあの骨を倒すだけだな。伊織、あの骨の軍勢についての知識はあるか？」

			「一応は。骨人(スケルトン)を生み出す魔術があるんだろ？」

			「そうだ。〝骸の軍勢(アンデツド・アーミー)〟という。骨系の魔物、魔族が保有する固有の魔術だな。骨を媒体にして骨人を創りだし、魔術で操っている」

			　そういう名前の魔術だったのか。

			　それは初耳だな。

			『ふはははは、怖気づいたか！　だがもう遅い！　さあ、蹂(じゆう)躙(りん)せよ!!』

			　雷魔将の号令とともに、骨人(スケルトン)達が動き始める。

			　槍や剣を構え、一斉に突撃してきた。

			「魔術で操っているなら、手っ取り早い手がある」

			　右手に、全身の魔力を集中させていく。

			　魔石も心象魔術も使わずに、今俺が持っている魔力だけでの魔術行使だ。

			　全盛期には及ばないだろうが、それでも溜めてから発動すれば迫ることはできる。

			「――〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟」

			　俺の前方にのみ、闇が広がっていく。

			　突撃してきた骨人(スケルトン)がその闇に触れ、次々に元の骨に戻っていった。

			　奪い取った魔力が、ごく僅かだが体内に流れ込んでくるのを感じる。

			『ば、馬鹿な!?　我が軍勢が一瞬で!?』

			「余所見をしている暇はないぞ」

			『なッ!?』

			　隣に立っていたエルフィから、魔力が噴出する。その膨(ぼう)大(だい)さに、雷魔将が息を呑んだ。

			　エルフィの双(そう)眸(ぼう)が、紅(ぐ)蓮(れん)に瞬いた。溜めた魔眼が、勢い良く放出される。

			「――〝魔眼・灰(かい)燼(じん)爆〟」

			　とっさに、雷魔将が雷の結界を張った。

			　先ほど見せた結界よりも、さらに大きな規模のものだ。

			「無駄だ」

			　しかし、爆発は結界を容易く砕いた。

			　雷は霧散し、中の雷魔将が爆炎に飲み込まれる。

			　赤いマントが焼け焦げ、いくつもの骨がバラバラになって吹き飛んでいた。

			『こんな、ところで……！　わたしはいずれ、魔王に――』

			　反撃に転じようとする雷魔将だが、エルフィの魔眼はそれを許さない。

			　重力が即座に降り注ぎ、雷魔将を地面に押し潰した。

			「いくら形だけ真似ようとも、貴様は王にはなれない」

			『な……ん』

			「……マントを羽織ろうが、王冠を被ろうが、玉座に座ろうが。付いてきてくれる者がいなければ、ただ滑(こつ)稽(けい)なだけだ」

			　静かにそう呟きながら、エルフィは魔眼の威力を上げていく。

			『このわたしが……王になれないだと』

			　重力に押し潰されながら、雷魔将が項垂れた。

			　パキパキと、その体が徐々に砕けていく。

			　諦めたか。

			　そう、判断しかけた時だ。

			『そんなわけが、あるかァああああああああああッ!!』

			　雷魔将が絶叫した。

			　二つの空洞に灯る赤い光は、未だその輝きを失っていない。

			「〝火炎弾(フレイム・バレツト)〟」

			　雷魔将に向けて、即座に魔術を撃ち込んだ。

			「――分離(ベイル・アウト)!!」

			　直後、頭部と腕だけが弾丸のように射出された。

			　雷を纏(まと)い、頭部と二本の腕が空中を浮遊する。

			　火炎弾が左腕を焼き落とすも、雷魔将は残りの部位だけで高速で移動し始めた。

			『わたしは魔王になる存在！　こんなところでは死なんッ!!』

			「チッ」

			『貴様らに奪われるくらいならば、わたしが持ち帰ってやる!!』

			　雷魔将が腕を飛ばし、部屋の最奥にあった迷宮核を掴んだ。

			　固定されていた虹色に輝く球体が、強引に引っ張られる。瞬間、忌光迷宮の機能が停止した。

			　さらに雷魔将は、迷宮核の後ろに隠されていたエルフィの体に手を伸ばそうとするが、

			「――させん！」

			　間に魔眼を撃ち込まれ、くるりと反転した。

			『くれてやる。どうせ貴様は、それを手に入れたところで我々には勝てないのだからな！』

			「負け惜しみを……！」

			　俺達は魔術を撃ち込むも、雷魔将は軽く回避してしまう。

			　他の部位を捨てたからか、その動きは恐ろしいまでに速い。

			　まさか、体を切り離すことができるとはな……。

			『ふはははははッ！　遅い遅い！』

			　俺達を横切り、雷魔将が部屋の入口へ高速で向かっていく。

			　規模の大きな魔術を撃てば仕留められるが、それでは迷宮核にも被害が及んでしまう。

			　威力を抑えた魔術を連発するも、雷魔将には当たらない。

			「……あれを使うか」

			　魔力は消費するが、迷宮核を持っていかれるよりは良い。

			　できるだけ使いたくなかった手を使おうとし、

			「――――」

			　俺は動きを止めた。

			　エルフィも、魔眼を撃つのをやめている。

			『ははははは!!　届かぬ、届かぬよ！　我は雷鳴の骸骨王！　疾走する雷を誰が止められようか!!』

			　嘲(ちよう)笑(しよう)を残し、雷魔将が部屋から飛び出そうとした直後だった。

			　

			「――はっ。雷ってのは、随分と遅ェんだな？」

			　

			　嗄れた声とともに、陰から一人の男が現れた。

			　部屋を出ようとした雷魔将の頭部を、その男が掴み込む。

			『なっ、あ』

			　雷魔将が驚(きよう)愕(がく)の声をあげるも、もう遅い。

			　

			「失せろ、前座ァ」

			　グシャリと音を立てて、その頭部が握り潰された。

			　浮遊していた腕が力を失い、地面に落下する。その途中、迷宮核だけが男に回収された。

			　手に収めた迷宮核を見てほくそ笑むと、

			「――よォ、会いたかったぜ」

			　リューザスが、静かにそう言った。

			　その背後から、ローブを被った男達が次々に姿を現してくる。選定者だ。

			　どうやら、こいつらは迷宮で勝負を付けることを選んだらしい。

			「ああ。俺も会いたかったよ、リューザス」

			　懐かしい元仲間の姿を見て、俺も同じように笑った。

			　ああ、本当に。

			　ノコノコと出てきてくれて、ありがとう。

			　感謝したい気分だよ。

			　ようやく、三十年前の精算ができるのだから。

			　

			　――お前との因縁もこれで終わりだ。

		

	
		
			　

			第七話　『憎悪に塗れた声を聞いた』

			　

			　彼女と結んだ大切な約束。

			　それが、この世界で生きる彼の指針となった。

			　だから。

			　彼女が望んだ、幸せな世界を作るために。

			　

			　――彼は英雄にならねばならなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「嬉しそうだな」

			　気付けば、俺は嗤(わら)っていたらしい。

			　エルフィに指摘されて、ようやく気付いた。

			「当たり前だろ？」

			　そりゃあ、嗤(わら)いもするさ。

			「この時を、ずっと待ってたんだからな」

			　二回目の召喚から、すでに数ヶ月が経過している。

			　王城で殺せず、奈落迷宮でも殺せず、霊山では撤退せざるを得なかった。

			　お前を殺せなかったことを、どれほど悔やんだか。

			　疼く。あの日、あの時から、お前に斬り落とされた右腕が。ズキズキ、ズキズキと。

			　お前の嘲(ちよう)笑(しよう)とともに、今も痛みが脳裏に焼き付いている。

			　だが、その痛みも今日でお終いだ。

			　王城を吹き飛ばすような爆発も、今の俺達ならば対処できる。

			〝因果返葬〟も心象魔術を使えば弾けるだろう。

			　準備は整った。後は、手を下すだけ。

			　貫かれた胸の痛みは、ディオニスを殺したことで治まった。

			　だから、この腕の痛みもお前を殺して忘れさせてもらう。

			「――――」

			　俺だけを睨みつけるリューザスの姿を視界に収め、違和感を覚えた。

			　その正体に、すぐに気付く。

			　斬り落としたはずの右腕があるのだ。

			　あいつの腕は、跡形もなく吹き飛ばしたはずだ。

			　完全になくなった腕を再生するなど、魔族や魔物でもない限り不可能なはず。

			　となれば、他人の腕を移植したか、もしくは義手を付けているのだろうか。

			「はっ、気になるか？」

			　包帯が巻かれた腕を、リューザスが見せびらかすように持ち上げる。

			　あいつのことだ。ただ腕を元通りにしただけではないはずだ。あの右腕には、警戒しておこう。

			「――天月伊織。堕落しきった勇者よ」

			　リューザスを押しのけ、一人の男が前に出てきた。

			　選定者のローブを纏(まと)った、神経質そうな男だ。

			　態度と身のこなしから見るに、恐らく選定者を取り仕切る第一席なのだろう。

			「王国を裏切り、国宝を奪い、あまつさえ、メルト様に選ばれておきながら、魔族と行動をともにする。あってはならないことだ」

			　選定者の数は十五人。

			　エルフィに視線で問いかけるが、伏兵がいる様子はない。敵の数は、リューザスを含めて十六人か。

			　ここまで来るのに無傷とはいかなかったようで、負傷しているのが何人かいる。戦闘に支障がない程度には治癒しているようだが。

			「貴様はメルト様、そして英雄アマツの威光を穢した。もはや貴様はこの世にあってはならない存在だ」

			　選定者達が一斉に赤い光を放つ結晶を取り出した。

			　中に魔術を封じてあるのだろう。

			「選定者・第一席。ハロルド・レーベンスの名の下に、最後の選定を下す」

			　選定者達が、結晶を握り潰した。

			　砕ける音とともに、内包してあった魔術が解放される。

			「―〝勇者〟天月伊織。貴様らはここで死ね」

			　グニャリと空間が歪(ゆが)み、部屋が魔術に侵食されていく。

			「……これは」

			「王国の威光にひれ伏すが良い」

			　魔眼を展開したエルフィが、目を見開いた。

			「――〝絶王領域(ジ・アブソリユート・レギオン)〟」

			　ハロルドと名乗った選定者が魔術名を口にした瞬間、部屋が完全に結界に呑まれた。

			　指定した領域を呑み込む、侵食型の結界魔術か。

			「王国が編み出した、究極の侵食結界だ。身動きすらままならないだろう？」

			「……む」

			　全身に魔力が絡み付いている感覚がある。

			　身動きはもちろん、体内の魔力の動きすら阻害されているようだ。

			　膨(ぼう)大(だい)な魔力を持つエルフィも、表情を険しくしている。

			「人間、亜人、魔族の区別なく、我らに仇なす者はこの結界に捕らえられる。冒険者、魔術師、聖堂騎士、魔将、四天王、魔王。ありとあらゆる相手との戦闘を想定した結界だ。勇者であろうと、この結界内では容易く縊り殺せよう」

			　……動きが阻害されるだけじゃないな。

			　生命力と魔力が削り取られているのが分かる。結界中での戦闘は、確かに圧倒的に不利だ。

			　この感じでは、魔技簒奪(スペル・デイバウア)を使っても、中からでは結界を破壊できないだろうな。

			　なるほど。

			　マルクスの屋敷に仕掛けられていた、大量の結界。やはり、あれは俺達を結界でどの程度まで封じることができるかの実験だったんだろうな。

			　見たところ、この〝絶王領域(ジ・アブソリユート・レギオン)〟とやらを展開するには、凄まじい量の魔力が必要だ。

			　甘く見積もっても、準国家レベル。とてもじゃないが、連発できるような代物じゃない。

			　だからこそ、多重結界で十分に俺達を縛れるのを確かめた上で、この結界の使用に踏み込んだのだろう。

			「――さて。では、処刑を始めようか」

			　ハロルドの号令とともに、選定者が陣形を組み始めた。

			　リューザスと三人の選定者を後衛にし、残り全員が前衛として前に出てくる。

			　このまま戦えば、敗色は濃厚だ。

			　だから。

			「…………」

			『紅(ぐ)蓮(れん)の鎧(よろい)』を揺らし、左手を前に突き出す。

			　空間に魔力を流した瞬間、部屋に仕掛けてあった結界が作動した。

			「――塗り潰せ」

			　瞬間、絶王領域の支配権が俺に移った。

			　体に伸し掛かっていた重圧が消失する。

			　その代わり、先ほどまで俺達が感じていた重圧は今、選定者達を襲っているだろう。

			「な……」

			　選定者とリューザスが目を見開く中、嗤(わら)いながら言った。

			　

			「――さあ、復(ふく)讐(しゆう)を始めようか」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　霊山、そしてマルクスの屋敷。

			　そのどこでも、あいつらは結界を使用してきた。

			　理由は二つ。

			　一つ目は、王国内で特に発展しているのが結界系の魔術だから。

			　そして二つ目は、俺とエルフィを警戒しているからだ。

			　人間と魔族とでは、個の実力に大きな開きがある。最初から、持っている身体能力と魔力量が大きく異なっているからだ。

			　それは勇者と人間にも同じことが言える。

			　選定者とはいえ、俺達が十全に戦える環境では勝ち目がないと理解しているのだろう。だからこそ、自分達が有利に戦える状況を作り出す必要があった。

			　方法としては二つ。自分達の能力を高めるか、相手の力を下げる。

			　リューザス達は、その両方を選択した。それがこの絶王領域だ。

			　相手の力を削り、なおかつ削った力を自分達の物にする。俺はともかく、エルフィすら縛るとなると、相当な強度だ。確かに、究極と豪語するだけのことはある。

			　だからこそ、思惑通りに進んで、笑いが止まらないよ。

			「な、なんだ……これは……ッ」

			「お前達が結界を使ってくることは初めから分かっていた。だから、対策を取っただけだ」

			　雷魔将と戦っている最中に仕掛けていたのは結界だ。

			　――〝魔域剥奪(カオス・オーバーライド)〟。

			　それ単体では何の効力も持たないが、この結界の上に魔術的な領域を展開した場合、その支配権を剥奪する設置型の結界だ。

			　仕掛けに時間が掛かる上に、使いどころの少ない面倒な結界だが、今回は役に立ったな。

			「総員、一時撤退して――」

			「逃がすわけないだろ？」

			　侵食した空間を固定して、部屋の入口を封鎖する。

			「りゅ、リューザス！　どうにかできないのかッ!?」

			「……すぐには無理だな。破るにしろ、逃げるにしろ、数分は掛かる」

			「役立たずが……！　今すぐに結界の解除に取り掛かれッ!!」

			　ハロルドがリューザスを怒鳴りつけ、こちらを向いた。

			「総員、戦闘態勢」

			「はっ！」

			「……舐めるなよ、天月伊織。我々が結界の対策をしていないとでも思ったか？」

			　選定者達の纏(まと)っているローブが、淡い光を放つ。

			　魔術や結界の効力を弱める魔術付与品(マジツクアイテム)だろう。

			「結界を奪って良い気になっているんだろうが、我々はまだ――」

			「御託はもう良い。とっとと掛かってこいよ、選定者」

			「――ッ。戦闘を開始する!!」

			　選定者が三方向に展開した。

			　左翼と右翼、ハロルドと二名は中央に構えている。

			　リューザスは戦闘には加わらず、結界の解除に当たっているようだ。

			　あいつを戦闘に使わないなんて、正気を疑う配置だな。

			　態度からして、何か確執でもあるんだろうな。心底、どうでも良いが。

			「毎度ながら、王国の人間はよく吠える。耳がキンキンしてたまらんな」

			「前口上が大好きな連中なんだろうさ。……エルフィ、リューザスから目を離さないでくれ」

			「任された。……ふむ、魔眼の対策はされているか」

			　後衛のリューザス達を守るように、何層もの障壁が展開された。

			　あれでは魔眼で狙い撃ちすることはできないな。

			　しかし、何の問題もない。

			「行くぞ」

			「うむ、蹂(じゆう)躙(りん)してやろう」

			　戦闘が始まった。

			　三方向から、別々の魔術が飛んでくる。

			　魔技簒奪(スペル・デイバウア)で無効化し、その後にエルフィが中央に灰(かい)燼(じん)爆を打ち込む。

			「障壁！」

			　ハロルドの指示とともに、リューザス以外の後衛が壁を生み出した。

			　障壁は跡形もなく吹き飛ぶも、すでにハロルド達は移動している。

			　再び、三方向から魔術が飛んでくる。

			　いや、魔術だけでない。

			　派手な魔術を隠れ蓑に、ナイフや短剣、矢など武器も飛んできている。

			　魔技簒奪対策か。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀で、魔術と武器を斬り落としていく。

			「伊織、その矢には触れるな」

			「！」

			　エルフィの指示に従って、矢には触れずに回避する。

			　直後、矢の形状が変化し、中から白い糸がクモの巣状に広がった。

			「……土(つち)蜘(ぐ)蛛(も)の糸か」

			　剣で斬ろうとしていたら、面倒なことになっていたな。

			「気を付けろ。奴らの持っている武器に、魔力付与品(マジツクアイテム)がいくつか混ざっている」

			　エルフィの言葉通り、連中の攻撃の中に時折、厄(やつ)介(かい)な魔力付与品が紛れ込んでいた。

			　土(つち)蜘(ぐ)蛛(も)の糸だけでなく、内包している針が飛び出す球体、爆発するナイフ、煙が吹き出す短剣などだ。

			　中には、土魔将の牙を利用したと思われる物もあった。

			「――〝水壁(アクア・ウオール)〟」

			　攻撃を掻い潜り、俺達が近付こうとすると、必ず行く手に壁が生み出された。

			　その間に、選定者達は俺達から距離を取っている。

			　魔眼を警戒し、後衛の障壁が間に合う距離を保っているのだろう。

			　障壁で魔眼を遅らせ、その間に回避する。

			　魔術と身体能力、どちらも高い水準にあるからこそできる動きだ。

			　後衛の魔術師も、ハロルドの動きに合わせて移動している。

			　リューザスは、まだ結界の解除に取り組んでいるらしい。

			「…………」

			　明らかに、時間を稼ぐ動きだ。

			　リューザスが結界を解くのを待っているんだろうな。

			「長引かせても面倒だ。決めに行く」

			　絶王領域が選定者達から削った力は、俺とエルフィのものになる。

			　心象魔術を使っている時ほどではないが、普段よりは遥かに動けるようになっている。

			　今なら、あの技を使うことが可能だ。

			「――魔眼・灰(かい)燼(じん)爆」

			「障壁！」

			　エルフィの魔眼に合わせて、完璧なタイミングで障壁が展開する。

			　魔眼が到達するまでに掛かる僅かな時間を、選定者は完全に把(は)握(あく)しているのだろう。

			　だからこそ、俺もタイミングを合わせることができる。

			「第二鬼剣――〝乖裂〟」

			　魔力を纏(まと)い、翡(ひ)翠(すい)の太刀を振り下ろす。

			　迷宮の地面を抉(えぐ)りながら、斬撃が奔(はし)る。

			　障壁に灰(かい)燼(じん)爆が着弾する、一秒にも満たない間。そこに斬撃が入り込み、障壁を真横に両断した。

			「なん――」

			　それでは止まらず、斬撃は後ろにいた選定者の胴体を切り分ける。

			　何人かは逃れたが、直後に到達した灰(かい)燼(じん)爆に呑まれ、跡形もなく消し飛んだ。

			　これで、右翼の選定者は全滅だ。

			　それだけでは終わらない。

			　灰(かい)燼(じん)爆は選定者だけでなく、迷宮の床を大きく吹き飛ばした。

			　爆炎が広がり、床の破片が後衛の選定者達の視界を封じる。

			「〝旋風(ホワール・ウインド)〟」

			　即座にハロルドが爆炎を風で吹き飛ばすも、遅い。

			　俺達の身体能力は、結界のお陰で向上してるんだからな。

			「――〝魔腕・壊裂断〟」

			「な、ごっ」

			「ぎゃあああああッ」

			　左翼の選定者達が、エルフィの魔腕を喰らった。手足が千切れ飛び、絶叫している。

			　その間に、俺は中央のハロルドに斬り掛かっていた。

			「ふッ――!!」

			「舐めるなッ!!」

			　不意を突いて斬りかかるも、ハロルドは見事に対応してきた。

			　振り下ろした一撃を、剣を抜いて防御してくる。

			　刃と刃が交差した瞬間、ゴッと鈍い音を響かせて、ハロルドの両腕の骨が砕けた。

			「ぎ、があああッ!?」

			　第五鬼剣――〝砕衝〟。

			　衝撃を武器越しに相手に伝え、骨を砕く剣技。

			　大した反応速度だが、これを受け流すほどの技術はないらしい。

			「一席ッ！」

			「おのれッ!!」

			　ハロルドを庇(かば)うように、二人の選定者が斬り掛かってくる。

			　一人の刃を柔剣で受け流し、もう一人を返す刃で斬り付ける。

			　結界のお陰で、動きが鈍い。

			　ローブのお陰で動けているが、完全に防げているわけではないらしい。

			　残る一人も、そのまま斬り殺した。

			「貴様ぁ……！」

			「……早いな」

			　後退したハロルドの腕は、すでに治っていた。

			　今の一瞬の間に、治癒魔術で砕けた両腕の骨を治したのか。

			「一席というだけあって、実力は確かか」

			「――まあ、私達には及ばないがな？」

			　そこで、左翼を全滅させたエルフィが、隣にやってきた。

			「馬鹿な……選定者が、これだけの間に」

			　残りは四人。

			　ハロルドと、後衛の選定者二人、そしてリューザスだ。

			　この戦いの趨勢は決した。イレギュラーさえなければ、俺達の勝利だ。

			「リューザス！　まだ結界は解けないのかッ!?」

			　ハロルドが縋るようにリューザスを見るも、結界はまだ解除されていない。

			　解れてきている感覚はあるが、このペースならまだ三分以上は掛かるだろうな。

			「何が〝大魔導〟だッ!!　役立たずがッ!!」

			　ヒステリックに叫ぶハロルドに、思わず笑ってしまう。

			「はっ。おい、リューザス。言われてるぞ？」

			「…………」

			「こんな、こんなはずではッ！　何故、こんな連中に私達が追い詰められる!?」

			　リューザスは魔術師だ。

			　距離がある、もしくは前衛が機能していれば、霊山の時のようにかなり厄(やつ)介(かい)な相手になる。だが、接近していれば、奈落迷宮の時のように簡単に倒すことができる。

			　要するに、こいつらはリューザスの使い方を誤った。

			「そろそろ終わりにしようか」

			「ま……待て！　天月伊織、王国に戻ってこい！　今なら、お前を許すよう、私から国王陛下に進言しよう！　そこの魔族も見逃してやる！　どうだ!?　悪くない条件だろう!?」

			「……また、いつもの命乞いか」

			　エルフィの呆れ声が聞こえる。

			　だが、こいつに命乞いされたところで何も感じない。

			　最初から、こいつに興味なんかないんだから。

			「……邪魔なんだよ、お前」

			「ッ。リューザス!!　早く結界を解けッ!!　まだか!?　お前が、迷宮でならば容易く殺せると言ったから、わざわざここまで来たというのにッ!!　何のための宮廷魔術師だッ!!」

			「…………」

			　無言のまま、リューザスが結界へ干渉するのをやめた。

			「何をやっている!?」

			　この期に及んで、仲間割れか。

			　仲間に罵(ののし)られるリューザスを見るのは、悪くない光景だな。だが、何かされると厄(やつ)介(かい)だ。

			　早いところ、戦いを終わらせるとしよう。

			「来るな！　クソ、リューザス!!　何でも良いッ!!　どうにかしろォ!!」

			「……分かった」

			　瞬間。

			「――――」

			　ハロルドと、後衛二名の選定者の腹部から、木の枝のようなものが生えた。

			　木の枝は、そのまま俺達に突き進んでくる。

			　エルフィとともに後退し、枝を回避する。

			　……どういうつもりだ？

			「ぇ……な、に……を？」

			　腹部を貫かれたハロルドが、呆けたようにリューザスを見る。

			「ギャンギャンとうるせェんだよ。雑(ざ)魚(こ)の分際で、俺に指図してんじゃねェ」

			「な……」

			「――用済みだ。てめェらはもう死んでいいぜ」

			　口を開閉するハロルドへ、リューザスがそう告げた。

			「が、あああああああッ!?」

			「ごぇぇあ」

			「ひ……ぎっ」

			　ハロルド達が絶叫する。

			　枝によって魔力が急速に吸い取られ、三人は瞬く間に干からびていった。

			　五秒も経たないうちに、三人はすべての魔力を吸い取られ、凄絶な表情のまま死亡した。

			「まァ、てめェらカスでも足しにはなったな」

			　三人の魔力を奪い取り、リューザスが満足気にほくそ笑む。

			　その光景が、理解できない。

			「お前……何がしたいんだ」

			　リューザスは魔術師だ。

			　前衛がいない状態で接近されたら、まともに戦う術はない。

			　それを一番理解しているのは、こいつのはずだ。

			「あぁ？　ゴミを掃除しただけだ。俺が迷宮核を手に入れた時点で、こいつらカスどもは用済みだからなァ」

			　包帯の巻かれた右手で迷宮核を握りながら、リューザスが獰(どう)猛(もう)に嗤(わら)う。

			「なァ、アマツ」

			　リューザスが、包帯を緩めた。

			　エルフィが息を呑むのが分かった。

			「その包帯も魔力付与品(マジツクアイテム)かッ!!　伊織、気を付けろ！　この男――」

			　何かに気付いたエルフィを遮(さえぎ)って、リューザスが嗤(わら)う。

			「てめェには、見覚えがあるんじゃねェか？」

			　解かれた包帯が、無造作に放り捨てられる。包帯の下にあった腕が、露出した。

			「――――」

			　出てきたのは、義手ではなかった。

			　生身の腕だ。

			　だが、それがリューザスの腕でないことはすぐに分かった。

			「てめぇ……まさか」

			　

			　――その手の甲に、『勇者の証』が刻まれていたからだ。

			「取っておいて良かったぜ。三十年前に斬り落とした、てめェの腕をよ」

			　グシャリ、と。

			　リューザスが迷宮核を握り潰した。

			　内包されていた魔力が、急激に『勇者の証』へ流れていくのが分かった。

			「――――」

			　全身に悪寒が走った。

			　――あれは、やばい。

			　このままにしておけば、何か不(ま)味(ず)いことが起こる。

			「伊織ッ!!」

			「……ああ！」

			　エルフィが叫ぶのと同時に、俺はリューザスに斬り掛かっていた。

			「……アマツ、てめェだけは絶対に殺してやるよ。何度蘇ろうと、絶対になァ！」

			　刃が届く直前。

			　憎悪に塗れた、リューザスの声を聞いた。

			　

			　

			「――【英雄願望(アンリクワイテツド・ダーテイドライブ)】」

			　

			　

			　世界から、音が消えた。

			　迷宮核を握り潰したリューザスの右腕から、どす黒い魔力が広がっていく。

			　黒い風が吹き荒れ、刃が押し返される。

			　エルフィが放った灰(かい)燼(じん)爆も、風に呑まれてリューザスには届かない。

			「何が……」

			　吹き荒れる風が、一点に収束していく。

			　闇が晴れ、風が消えた時。正面には、一人の男が立っていた。

			　その男は、くすんだ赤い髪をオールバックにしていた。

			　濃い赤目の双(そう)眸(ぼう)は、憎悪に澱みきっている。

			　宮廷魔術師のローブを身に纏(まと)い、左手には魔導杖が握られていた。

			　目の前にいるのは、二十代の男だ。

			　こいつには、見覚えがある。

			　数年間、共に旅をしたのだから。

			「――三十年ぶりだな、アマツ」

			　獰(どう)猛(もう)な笑みを浮かべ。

			　三十年前の姿で、リューザスはそう言った。
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			第八話　『俺のしたかったこと』

			　

			　彼は英雄にならねばならなかった。

			　だからこそ、邪魔だった。

			　英雄と呼ばれる、その男が。

			　

			　――〝英雄アマツ〟が。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……何だ、その姿は」

			　俺の問いに、若返ったリューザスは嘲るように嗤(わら)った。

			「てめェも使えるんだ。分かるだろ？」

			　聞くまでもなく、理解していた。

			　通常の魔術とは違う、深いところから滲み出てくるようなこの感覚。

			「……心象魔術か」

			「あァ、その通り。初めて使ったが、こいつはいい。最高の気分だ」

			　リューザスは上機嫌そうにポキポキと指の骨を鳴らし、肩を回している。

			　嘲(ちよう)笑(しよう)を浮かべる姿は、間違いなく三十年前の物だ。

			　心象魔術を使うことで、二十代まで若返ったのか。

			　あいつの全盛期であろう三十年前を知っているから分かる。今のリューザスの魔力量は、全盛期と同等だ。

			　最初に王城で会った時、リューザスは身体能力、魔力量、技量技術、戦闘能力のすべてが衰えていた。だが、今のあいつからは衰えを一切感じない。

			　服装と、持っている杖に変化はない。

			『勇者の証』が刻まれた、俺の右腕にも変化はなかった。

			　変わったのは、外見と内包する魔力量。

			　つまり、こいつの心象魔術は――、

			「自身の能力を、全盛期まで戻す力か」

			「ご名答。さっすが英雄アマツ、理解が早いなァ」

			　口元に笑みを浮かべて認めるリューザスだが、俺を見る目には隠しようもない憎悪が浮かんでいる。

			　外見が変わろうが、性根に変化はないらしい。

			　反(へ)吐(ど)が出る。魔王城で見た嘲(ちよう)笑(しよう)が脳裏をよぎって仕方ない。

			　老けた顔も苛立ったが、三十年前の姿を見るのは吐き気がするほどに不愉快だ。

			「なるほど。人間最強の魔術師などと聞いた時は失笑したが……今の貴様は人間にしては多い魔力量だな」

			「……苦労したんだぜ。これだけの魔力を取り戻すのはよォ」

			　魔眼で魔力量を視たエルフィが下した評価に、リューザスが鼻を鳴らす。

			　乱れた赤髪をかきあげながら、リューザスは引き攣(つ)ったように笑みを浮かべた。

			「ディオニスに負わされた傷のせいで体は思うように動かせねェ。老いのせいで年々魔術も上手く扱えなくなっていく。その上、死神のクズ野郎のせいで、残っていた魔術の才能も枯れちまったしよォ」

			　死神――やはり、エルフィの読みは当たっていたらしい。

			　リューザス〝因果返葬〟を教えたのは、件の死神だった。しかし、その口調から死神に対しての友好的な態度は見られない。

			　仲違いでもしたのか？

			「――だから、ずっと探してたんだよ。俺が、力を取り戻す方法をよォ」

			　リューザスは地面に転がっているハロルドの死体を踏みつけ、クツクツと喉を鳴らした。

			　枯れ果てた死体は、グシャリと音を立てて無残に潰れている。

			　気に止めた風もなく、リューザスはハロルドの死体を踏みにじり続けた。

			「途中から、構想はあった。『勇者の証』と迷宮核を使えば、魔力の枯れた俺でも大魔術を行使できる。足りなかったのは、俺の中の憎しみだ」

			「…………」

			「てめェが蘇ってくれたお陰で、最後のピースが揃った。感謝するぜ、アマツ。てめェが俺を足蹴にしてくれたお陰で、ようやく俺は心象(にくしみ)を形にすることができたんだからよォ!!」

			　言葉とは裏腹に、激(げつ)昂(こう)するように叫び、リューザスが杖を振った。

			　瞬間、ガラスが砕けたような音が迷宮に響き渡る。

			　部屋を覆っていた〝絶王領域(ジ・アブソリユート・レギオン)〟が消滅したのだ。

			　結界の恩恵が消え、体が重くなったのを感じた。

			　リューザスは、逆に拘束が消えて体が軽くなったと感じているのだろう。

			「後は、アマツ。てめェの持ってるもう一つの『勇者の証』を手に入れれば、俺はこの力を完全に使いこなすことができる」

			「それでどうするつもりだ？　まさか、本当に英雄にでもなるつもりか？」

			「――あァ、そうだ。俺はこの手でオルテギアを殺して、今度こそ英雄になってみせる」

			　……今、こいつなんて言った？

			　リューザスが、英雄になる？

			「は……はは。ははは、はははははッ!!」

			　傑作だ。

			　一体、お前はどれだけ俺を不愉快にすれば気が済むんだ？

			「……なあ。笑わせるなよ、リューザス。前にも言っただろうが。他人の命を利用することしかできないお前が、英雄なんて口にするんじゃねえよ」

			「はッ、ホンモノの英雄サマは言うことが違うねェ。あー格好いい、格好いい。そんな格好いいこと言ってるから、てめェは裏切られて、ゴミみたいに死んだんだけどなァ？」

			「――――」

			　――まったく、てめェの甘さには反(へ)吐(ど)が出る。

			　――まあ、そのお陰でこうしてお前の腕を落とすことができたんだけどなぁ？

			　――ここまで来れりゃあ、てめェはもう用済みなんだよ、勇者様。

			「相手にするな、伊織。愚者の戯言に耳を貸してやる必要などない」

			「……分かってる」

			「……なら良いが」

			　何を言おうと、何をしようと。

			　お前の末路はすでに決まっているのだから。

			「中断してしまったが、再開しようか」

			　戦術を組み立てながら、リューザスに向き直る。

			「復(ふく)讐(しゆう)を」

			「あァ、続けようぜ」

			　ローブを翻(ひるがえ)して、リューザスが言った。

			「――俺の復(ふく)讐(しゆう)を」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リューザスは強い。

			　魔術師として、最強レベルだ。

			　それは認めよう。

			　だが、あくまで魔術師としてだ。

			　近接戦闘での実力は、かつてのパーティの中では最弱だった。一部の例外はあれど、強力な魔術を使用するには時間が掛かる。魔術を使われる前に叩けばそれで終わりだ。

			「――とでも、考えてるんだろ？」

			　開幕と同時に、リューザスの体からどす黒い風が吹き出した。

			　風が部屋を包み込み、俺達の視界を遮(さえぎ)った。

			「〝旋風(ホワール・ウインド)〟！」

			　俺が風を吹き飛ばし、リューザスの姿を丸裸にする。

			　何を考えているのか、リューザスはその場から一歩も動いていなかった。

			　嫌な予感がする。

			「――〝魔眼・灰(かい)燼(じん)爆〟」

			　エルフィが、間髪入れずに魔眼を撃ち込んだ瞬間だった。

			「――〝喪失魔術(ロストマジツク)・災禍葬炎〟」

			　リューザスから、紅(ぐ)蓮(れん)の炎が吹き出した。

			　魔眼と魔術が交差し、紅(ぐ)蓮(れん)の光が室内を覆い尽くす。

			　炎と爆炎、お互いの拮抗は一瞬で崩れた。

			「な、に――」

			　リューザスの炎が灰(かい)燼(じん)爆を飲み込み、より大きな炎となって俺達へ襲い掛かってきた。

			「灰(かい)燼(じん)爆が撃ち負けた……？」

			「違う。あの炎、魔力を喰らっているのだ！」

			　室内で僅かに漂っていた魔素の残(ざん)滓(し)が、炎に呑まれるのが見えた。

			　その度に、炎は大きさを増していく。

			「――〝魔技簒奪(スペルデイバウア)〟！」

			　炎から魔力を奪い、その勢いを減退させる。

			　小さくなった炎を躱(かわ)したその直後だった。

			「――〝喪失魔術(ロストマジツク)・舞踏影衝〟」

			　躱(かわ)した先にあった俺の影から、黒い杭が飛び出てきた。とっさに柔剣で切断し、影のないところへ移動する。

			　エルフィも魔腕で影を弾き、同様に影から距離を取っている。

			「――〝喪失魔術(ロストマジツク)・黒輝穿弾〟」

			「――――！」

			　リューザスの方へ向いた瞬間、数十の弾丸が視界を覆い尽くしていた。

			「喪失魔術を、詠(えい)唱(しよう)なしで――」

			　魔毀封殺(イル・アタラクシア)で防ぐも、十発程度防いだところで、盾に穴が空いた。

			　この弾丸、触れた物に穴を穿つ力があるのか。

			　盾の穴から、雨のように弾丸が入ってくる。エルフィと別方向に回避するも、避けきれない。

			「――〝魔眼・重圧潰〟」

			　エルフィが魔眼ですべての弾丸を地面に叩き落とし、弾丸を凌(しの)ぐ。

			　落下した弾丸が、地面に無数の穴を穿った。

			「あァん？　おいおい、てめェらどうしたよォ。魔術師風情に、接近戦で何苦戦してんだァ？」

			　完全に受けに回らされている。

			　全盛期のあいつでも、喪失魔術を詠(えい)唱(しよう)なしで連発などできなかったはずだ。

			「じゃあ、次行くぜ」

			　リューザスが小声で何かを呟き、杖を振った。

			　瞬間、十数メートル先にあったリューザスの姿が掻き消えた。

			「――――」

			　一秒にも満たない間に、俺とエルフィは消えたリューザスの姿を捉えていた。

			　リューザスは消えたのではない。

			　強く地面を蹴って、走り出しただけだ。ただそれは、想定を遥かに越えた速度だった。

			　リューザスは俺を無視して、エルフィへ真っ直ぐに進んでいく。

			　数メートル離れた位置から、リューザスは一息でエルフィの眼前に迫っていた。

			「舐めるな！」

			　僅かに目を見開きながら、エルフィは魔腕を発動する。

			　完璧なタイミングで、迫り来るリューザスに魔腕を振り下ろし――、

			「が、ふ――」

			「なに……？」

			　直後、攻撃したはずのエルフィが吹き飛ばされていた。

			　ゴロゴロと、受け身も取れずに地面を転がっている。

			　馬鹿な。あの距離とタイミングならば、リューザスは間違いなく魔腕を喰らっていたはずだ。

			「おい、大丈夫か！」

			「う……く」

			　ヨロヨロと、エルフィが起き上がった。

			「おォっと、普通の魔族じゃなかったな」

			　リューザスが杖を振った瞬間、白い球体がエルフィを包み込んだ。

			　すぐに球体は消滅したが、起き上がろうとしていたエルフィは力なく地面に膝をつく。

			「はっ……はっ……」

			「……喪失魔術に加えて、五重の結界に呑まれても、まだ意識があんのかよ。化物だな、おい」

			　エルフィが何をされたのかは、すぐに分かった。体内に直接、封印を撃ち込まれたのだ。その上、全身を結界で縛られている。

			　外側の結界はともかく、内側に撃ち込まれたのは相当に強力な魔術だ。

			　魔技簒奪では、解除することはできない。

			　地道に解くしかないため、解除には時間が掛かってしまうだろう。

			　そして当然、

			「仲間を心配してる暇はねェぜ、アマツ」

			　リューザスはそれを許さない。

			　エルフィと俺の間に炎が走り、分断されてしまった。

			「……チッ」

			　いくらエルフィとはいえ、あれだけの魔術を撃ち込まれたらすぐには動けないだろう。

			　あいつの魔力量なら、十分と掛からずに解除できるとは思うが……。

			「驚いてるようだなァ？　三十年前の俺はそんなに強くなかったってか？」

			　リューザスは呼吸を乱してはいるが、まだ余裕がありそうだ。

			　この調子だと、魔力切れは期待できそうにないな。

			「言っただろうが。俺はオルテギアを殺すつもりだってな。三十年間、そのための研究を続けてきた。効率の良い魔術行使、他国の魔術、心象魔術、そして喪失魔術――てめェが相手だろうと、負けはしねェよ」

			　衰えて使えなかった魔術が、心象魔術で若返ったことで使えるようになったってことか。

			　オルテギアを殺すためというだけあって、戦闘能力は三十年前を大きく上回っている。

			　だが、予想外――というほどのことではない。

			　こいつが何かしらの奥の手を持ってくることは想定していたからな。

			「――【英雄再現(ザ・レイズ)】」

			　こちらも、奥の手を使わせてもらおう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　世界が色を失い、同時に静止した。

			　ノイズで乱れた世界の中、かつての自分の背中が見えた。

			　その背中に手を伸ばし、俺はかつての英雄(じぶん)を再現した。

			　……あまり調子が良くない。

			　心象魔術が、少しずつ解けている感覚がある。もって、三分程度だろう。

			「……来たな」

			　リューザスが浮かべていた笑みを消し、睨み付けてくる。

			　ギリギリと、歯ぎしりさえ聞こえてきた。

			「……それが英雄の力を取り戻す心象魔術か。はッ、やっぱてめェ、英雄に未練たらたらじゃねえか」

			「――――」

			「くっだらねえ心象だなァ、おい。そんなんがてめェの――」

			　一歩、踏み込んだ。十メートル近くあった距離が消失する。

			　リューザスの懐へ、一瞬で潜り込む。

			　そして、リューザスが反応するよりも速く、翡(ひ)翠(すい)の太刀で脇腹の肉を削いでやる。

			「ぉ、がァああ!?」

			　絶叫するリューザスへ向けて二撃目を放つが、

			「〝四重加速(アクセル・クアトロ)〟ォ!!」

			　急加速したリューザスは、傷口から血を撒き散らしながらも回避した。

			「が、ぐ、クソがァ……!!」

			　加速は身体に負荷を掛ける。

			　二重加速でも、使い手によっては全身の骨が砕けるレベルだ。

			　魔術師のあいつが四重加速など使えば、当然タダじゃすまない。

			「ご、がァあ……ッ」

			　今の跳躍で、リューザスの両足はグチャグチャに壊れていた。

			　血が吹き出し、砕けた骨が肉を突き出ている。

			「〝高位治癒(ハイヒール)〟――ッ!!」

			　リューザスは即座に治癒魔術を使い、脇腹と両足を治した。

			　だが、生まれた隙を見逃すわけがない。再度間合いを詰めるため、踏み込んだ。

			「――〝喪失魔術(ロストマジツク)・舞踏影衝〟ッ」

			　足元の影から杭が突き出してきたが、足に魔力を纏(まと)って踏み砕く。

			「――〝喪失魔術(ロストマジツク)・黒輝穿弾〟！」

			　三十以上の漆黒の弾丸が視界に広がるが、魔技簒奪で魔力を喰らい尽くす。

			「来るんじゃねェ!!」

			　リューザスは後退しながら、大量の魔術を撃ってきた。

			　現れた岩の巨人を一太刀で粉砕する。

			　木の根で編まれた巨大な触手を両断する。

			　降り注ぐ氷塊を消し飛ばし、雷の槍を握りつぶす。

			　そうしているうちに、リューザスは壁際まで追い込まれた。

			「――――」

			　雨のように飛んでくる魔術を弾きながら、罠(わな)の有無を確認。

			　進路に埋め込まれていた罠(わな)を、翡(ひ)翠(すい)の太刀の一閃で地面ごと抉り取った。

			「てめェ……！」

			　リューザスの表情に焦りが浮かんだ。

			　だが、逃げ場はない。

			「〝喪失魔術・災禍葬炎〟――ッ!!」

			　リューザスが杖を振り、炎を噴射した。

			　今までは加減していたのか、先ほどを遥かに上回る規模だ。

			「第二鬼剣――〝乖裂〟」

			　視界を呑み込む紅(ぐ)蓮(れん)を、鬼剣で切り開く。

			　規模が大きくなろうが、炎が喰らい尽くせないだけの魔力をぶつけてやれば良いだけの話だ。

			「な、ぁ―――」

			　リューザスが驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべて後退る。

			　背が壁にぶつかり、その顔が青褪めた。

			「……まず、その気持ち悪い右腕だ」

			「ま、待――」

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀を上段から振り下ろし、リューザスの右腕を斬り落とした――。

			「――――」

			　ズルリ、と妙な感触が伝わってくる。

			　何かに当たった手応えはあるのに、そのまますり抜けたかのような――、

			「クク」

			　リューザスが、笑みを浮かべたのが分かった。

			　とっさに飛び退くが、

			「〝喪失魔術(ロストマジツク)・流(りゆう)器(き)封(ふう)塞(さい)〟」

			「ッ」

			　躱(かわ)しきれず、右腕の手の甲を何かに貫かれる感覚があった。

			　痛みはなく、外傷もない。

			　だが、

			「……ッ」

			『勇者の証』からの魔力供給がなくなった。

			　魔力を使用するための部分が、完全に塞がれている。

			　そう自覚した瞬間、心象魔術が解除された。

			　エルフィが撃ち込まれたのと、同じ魔術か……。

			「ごぼッ。はァ……はァ……くはははッ!!」

			　口から大量の血を吐きながら、リューザスが哄(こう)笑(しよう)する。

			　どういうわけか、斬り落としたはずの右腕が繋がっているのが見えた。

			「〝喪失魔術・冥人乖離〟――実体を冥界に移す魔術……。はッ、死神から教わった魔術が、ようやく役に立ったな」

			　遠目から見て、分かった。

			　リューザスの体が、僅かに透けている。

			「……だが、二度が限度か。負荷が重過ぎるな、クソ」

			　顔を蒼白にし、リューザスは何度も吐血している。

			　エルフィの魔腕を回避したのは、あの魔術か……。

			「……チッ」

			　腕に撃ち込まれた魔術を解除しようとするも、『勇者の証』が閉じてしまっている。

			　解除するための魔力が操れないのだ。

			　この魔術を破れる可能性があるのは、心象魔術だけだが――。

			「くく、くははははッ！　どうした、アマツキ君よォ。お得意の心象魔術は使わねェのかァ？」

			「…………」

			　心象魔術が発動できない。

			　最初の段階から、調子が悪かった。

			　ディオニスと戦った時や、霊山の時のように上手く発動できていなかったのだ。

			「分かってるぜ。使わねェんじゃなくて、使えねェんだろ？　てめェの心象魔術は不完全だからなァ。継続して発動できねェんだろ？」

			「……ッ」

			「シナリオ通りだぜ、アマツ。あの魔族と、てめェの『勇者の証』。その二つさえどうにかしちまえば、最初から勝てると踏んでたんだ」

			　リューザスが杖を振ると同時に、風の弾丸が掃射された。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀で受け流し、弾丸をやり過ごすも、

			「――〝喪失魔術(ロストマジツク)・舞踏影衝〟」

			　地面から出てきた杭に、太ももを貫かれた。

			「く、ぁ」

			　立っていられなくなり、地面に倒れこんでしまう。

			　即座にポーチへ手を伸ばし、回復用のポーションを使おうとするが、

			「させるかよ」

			「ッ」

			　リューザスの魔術によって、ポーションが吹き飛んだ。

			　容器が砕け、中身が地面に染みこんでいく。

			「――――」

			　どうする。

			　予備の魔石を使うか？

			　無理だ。扱うための魔力がなければ、魔石は使えない。

			　手持ちの魔力付与品(マジツクアイテム)も、魔力がなければ扱うことができない。

			　魔域剥奪以外の仕掛けもあるにはあるが、これも魔力がなければ発動できない。

			　いや、そもそも絶王領域が破壊されるとの同時に仕掛けも壊されている。

			　隙を見てポーションを使う？

			　……駄目だ。

			　仮に治せたとしても、魔術が使えなければリューザスには勝てない。

			　エルフィはまだ動けない。結界を解くにしろ、まだ五分は掛かるだろう。

			　俺に、残された手は一つしかない。

			　だが、これは――――。

			「……打つ手なしかァ、アマツ？」

			　リューザスが勝ち誇る。

			「……この時をずっと待っていた。てめェをねじ伏せ、ぐちゃぐちゃに潰してやれるのを」

			　魔術が飛んでくる。

			「じっくりと、殺してやるよ」

			　躱(かわ)すこともできず、俺はただ魔術に撃ち抜かれることしかできなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　両腕の骨が砕かれ、両足を逆方向に捻られた。

			　氷塊が腹部にめり込み、血が喉元まで迫り上がってくる。

			　額が割られ、流れた血のせいで左目の視界が赤く染まってしまっていた。

			「ごっ……ふ」

			『紅(ぐ)蓮(れん)の鎧(よろい)』の防御力のお陰で、致命傷は負っていない。

			　リューザスが、俺を甚振っているというのも理由の一つではあるが。

			「はははッ！　良い姿だなァ、えぇ？　男前になったじゃねェか、アマツキ君よォ」

			　強風が発生し、体がふわりと持ち上げられる。直後、背中から地面に叩き付けられた。

			　呼吸が止まり、口内に鉄の味が広がる。

			　俺に残された、最後の手。

			　それは、心象魔術の明確な発動条件を見つけることだ。

			　俺はその条件を、『今の自分では勝てない相手と戦う』ことだと思っていた。

			　素の力では勝てない、倒せない、殺し切れない。

			　これまで心象魔術が使えたのは、そういう場面だった。

			　だが、それならばとっくに条件は満たしているはずだ。

			　今の俺では、リューザスに勝てない。だというのに、心象魔術は上手く発動していなかった。

			　何か、別に条件があるはずだ。

			　必死に思考を巡らせる。

			　強い相手と戦うことではなく、俺が生命の危機に陥ること……か？

			　だが、今の段階でかなり体力を削られている。

			　この状況でも、足りないのか……？

			「ぼーッとしてんじゃねェ」

			「が、はッ」

			　岩の弾丸が頬を掠り、肉を抉(えぐ)っていった。

			　激痛に、思考が一瞬止まる。

			「なァ、おい。俺を殺すんじゃなかったのかァ？　ほら、殺してみろよ」

			「ごッ」

			　風の刃に肩を斬り裂かれた。

			　傷口が燃えるような熱を発している。

			「どんな気分だ？　王城と奈落迷宮、どっちでも好きなように甚振った相手に、嬲られる気分はよォ」

			「……ッ」

			「俺は最ッ高の気分だぜ、アマツ。吐き気がするほど嫌いだった、カス野郎をようやくぶっ殺せるんだからなァ」

			　嘲(ちよう)笑(しよう)し、俺を嬲りながらも、リューザスはまったく油断していない。

			　一定の距離を保ち、近づいて来ない。

			「おい、何か言えよ。命乞いの台詞でもねェのか？」

			「ある……わけ、ねェだろ」

			「はッ。じゃあ言いたくなるようにしてやるよ。眼球抉(えぐ)って、鼻削ぎ落として、唇もぎ取って、皮膚剥がして、玉潰して……そんだけやりゃァ、てめェでも何か言いたくなるだろうさ」

			　リューザスの手に、風の刃が生まれる。

			「――――」

			　この状況でも、心象魔術は使えない。

			　まだ、足りないのか？

			　駄目だ。このままでは、使うより先に俺が殺される。

			　いや、まさか。これも、発動条件じゃないのか……？

			「おら、喰らえ」

			　リューザスが、風の刃を放とうとした直前だった。

			「……やめろ」

			「！」

			　エルフィが立ち上がった。

			　五重の結界を解除したのだ。

			　だが、まだ体内に撃ち込まれた魔術は解除できていないようだった。フラついており、顔色も悪い。

			「……そういえば、まだ魔族がいたんだったなァ」

			　エルフィを見た瞬間、リューザスの顔に醜悪な笑みが浮かんだ。

			「なあ、アマツ。あいつを殺したら、お前はどんな顔をするんだ？」

			「――――」

			「分からねえってか？　安心しろォ、今すぐ答え合わせしてやるよ」

			　喪失魔術が、エルフィに放たれる。

			　魔眼で対処するエルフィだが、威力が普段の半分もなかった。

			　魔眼では防ぎ切れず、〝黒輝穿弾〟がエルフィの腹を撃ち抜いた。

			「ぐ……ぅ」

			「……死なねえか。大した生命力だ」

			「貴様などに……伊織は、殺させん」

			「……へェ。じゃあ、まずてめェを殺すさ」

			　リューザスの魔術が、エルフィを斬り刻んでいく。

			「は……かっ」

			「やめ……ろ」

			「なァ、アマツ。この魔族が大切か？」

			　エルフィを甚振りながら、リューザスがにやけ顔を向けてきた。

			「この魔族に惚れてんのか？」

			「…………」

			「お前、ルシフィナに惚れてたよな？　あんだけこっ酷く裏切られて、まだ他人に好意を持てるッたァ、おめでたいとしか言いようがねェな」

			　違う。

			　俺とこいつは、そんな関係じゃない。

			「まァ……そのおめでたい頭に感謝しねェとな。そのお陰で、お前を絶望させられるんだから」

			　リューザスが、杖をエルフィへ向けた。

			「舐めるな……！」

			　魔眼を放つが、リューザスには届かない。

			　魔腕を使うが、魔力が足りずに腕が裂けている。

			　魔脚で移動しようとして、影から突き出た杭に足を貫かれた。

			「かふっ……」

			「終いにするか」

			「やめ……ッ」

			　リューザスが、〝黒輝穿弾〟を発動した。

			「魔眼――――」

			　フラつきながら、エルフィが再度魔眼を撃とうとして――、

			「エル――」

			　それよりも速く、黒い弾丸がエルフィの右目を貫いた。

			　弾丸はそのまま後頭部を貫通していった。

			　ドシャリ、とエルフィが地に沈む。

			　右目に空いた穴から、ドクドクと大量の血が流れている。

			　黒いドレスが、自身の流した血に染まっていった。

			　胴体は、エルフィが作り出した分身体だ。

			　穴を開けられても、死にはしない。

			　だが、顔は違う。

			　顔は、エルフィの生身の肉体だ。そんなところに、穴を開けられれば……。

			「エル……フィ」

			「はは……くはははははははははははッ!!」

			　静まり返った部屋の中に、リューザスの哄(こう)笑(しよう)が響き渡る。

			「なァ、もう一度聞くぜ、アマツ！　今、どんな気分だァ!?」

			「――――」

			「憎い相手に甚振られるどころか、大切な仲間を殺されてよォ!?　えェ!?」

			「………」

			「いい顔だぜェ、アマツゥ」

			　楽しくて堪らないという風に、リューザスが腹を抱えて笑い声をあげている。

			「魔王城でてめェを裏切った時の、あのポカンとした表情。今のてめェは、あのなっさけねェ顔にそっくりだ。はは……くくく。あァ、笑いが止まらねェ」

			「リュー……ザス」

			「自分が裏切られた時と比べてどォだ？　あァ？　大切な人を奪われた気分は、どうだって聞いてんだよォ!!」

			　暴風が吹き荒れ、体が持ち上げられる。

			　そのまま、俺は血に沈んだエルフィのところまで吹き飛ばされた。

			　ベシャリと音を立てて、エルフィから流れた血溜まりに落ちる。

			「エルフィ……」

			　エルフィが、すぐ隣に倒れている。

			　銀色の髪が、血に揺蕩っていた。

			「大切な人の死体を間近で見た感想はァ？」

			「…………」

			「感傷に浸ってる暇はねェぜ？　次はてめェだ、アマツ」

			　――殺される。

			　恐怖はない。

			　だが、受け入れられない。

			　こんな結末を、受け入れてなるものか。

			　かつての自分を再現しようと、腕に力を込める。

			「――――」

			　だが、心象魔術は発動しない。

			　何も、起こらなかった。

			「まず、両目を抉(えぐ)ってやるよ」

			　リューザスが、魔術を放とうとして――、

			「……い、おり」

			　か細い声とともに、裾を引っ張られた。

			「……あァ？」

			　うつ伏せになったまま、エルフィは呟く。

			「思い……だせ」

			「エル、フィ」

			「おま……えは、何をしたかったのか……」

			　辛うじて、そのか細い言葉が耳に入ってきた。

			　俺が、何をしたかったか――――？

			「……チッ。しぶとい野郎だ。焼き殺してやるよ」

			　

			〝災禍葬炎〟をリューザスが唱えた。

			　紅(ぐ)蓮(れん)の炎が生まれ、蛇のように鎌首をもたげる。

			『紅(ぐ)蓮(れん)の鎧(よろい)』によって、炎に強い耐性を持つ俺は死なないだろう。

			　だが、エルフィは。

			「ぃ……おり」

			「――――」

			　――少し、嬉しいな。

			　――お前が、私を『信用』してくれていることが嬉しいのだ。

			「……あぁ」

			　そうか。

			　そうだったな。

			　俺は、馬鹿だ。

			　心象魔術を初めて使った時、俺は何を思っていた？

			　霊山で心象魔術を使った時、俺は何を考えた？

			　オルガとの戦いで心象魔術を使った時、俺は何をしたかったんだ？

			　全部、同じだった。

			　最初から、俺の心象(りそう)は一つだけだった。

			　何を悩むことがあったんだ。

			　心象魔術が使えた時、俺はいつも。

			「――助けたかったんだ」

			　この炎を喰らえば、エルフィは死ぬ。

			　それは、嫌だ。

			　俺は、エルフィを助けたい。

			　拳を握り、その心象(りそう)を口にする。

			「――【英雄再現(ザ・レイズ)】」

			　体に埋め込まれていた魔術が砕けた。

			『勇者の証』から、熱いものが溢れ出す。

			　世界がノイズに呑まれ、迫る炎の動きが緩(かん)慢(まん)になった。

			　灰色の世界の中、目の前には英雄(おれ)が立っている。

			　ただ、その背中が。以前より少しだけ、近くにあるように見えた。

			「〝魔毀封殺(イル・アタラクシア)〟」

			　目の前に、盾を生み出した。

			　炎が魔力を喰らおうとするが、逆に炎の魔力が削られている。

			　本来の〝魔毀封殺〟は、触れた物の魔力を削り、封殺する盾だからな。

			　治癒で体を治し、エルフィへ振り向く。

			　血溜まりに沈んでいるエルフィを抱え、部屋の奥へ運んだ。

			「……ありがとな、エルフィ」

			　ディオニスの時と同じだ。

			　また、お前に助けられた。

			「……ふ」

			　エルフィの口元が、僅かに緩んだように見えた。

			「〝高位治癒〟」

			　エルフィの傷を治癒魔術で癒やす。

			　穴が空いた右目が、緩やかに治っていく。

			　流石に、この怪我ではすぐには動けないだろうが、死ぬことはないはずだ。

			「……待っててくれ」

			　エルフィを置いて、部屋の中央へ戻る。

			「……何だよ、そりゃァ」

			　リューザスが、目を見開いていた。

			「何なんだよ、てめェッ!!　両手足潰して、魔力供給も押さえて……それでもまだ、足りねえッてのかよッ!!」

			　ワナワナと体を震わせ、唾を飛ばして叫んでいる。

			　その叫びを無視して、俺は魔術を行使した。

			「――〝獄炎(ゲヘナ)〟」

			　同時に、リューザスとの間合いを詰める。

			　逃れようとしたリューザスへ、蒼い炎をぶち撒けた。

			「あッ、ぎゃあああああああッ!?」

			　全身を焼かれ、リューザスが絶叫する。

			「さっき言ってたよな。殺してみろって」

			「が、ああああッ」

			　悶え苦しむリューザスへ告げる。

			「……望み通り、殺してやるよ」

		

	
		
			　

			第九話　『報われざる汚濁の衝動』

			　

			『勇者の証』から流れる魔力が、全身に隈なく行き渡っているのを感じる。

			　今までの発動とは、明らかに違う感覚だ。

			　これが、十全に発動した心象魔術の効力か。

			　以前のように、一瞬しか使えないということはなさそうだ。

			　

			「…………」

			　上手く扱えて、ようやく分かる。

			　かつての力を再現している現状、アマツだった頃の実力にはやや劣っていると。

			　それでも、今は十分だ。

			「……さて」

			　魔力の流れに向けていた意識を、眼前で絶叫している男へ向ける。

			　蒼い炎に全身を焼かれ、リューザスが赤い髪を振り乱しながら悶え苦しんでいる。

			　焼ける痛みは、地獄の苦痛らしいからな。

			「そういえば、お前とマーウィンは繋がってたんだったな。マーウィン・ヨハネス、覚えてるか？　温泉都市で好き勝手していた、人狼種(ウエアウルフ)の男だ」

			　かつて殺した男の名前を口に出すが、リューザスは焼ける痛みでそれどころではないらしい。

			「無視するなよ」

			「ぎ……ッ」

			　ちょっとした仕掛けをした『翡(ひ)翠(すい)の太刀』で、リューザスの肩を突き刺す。

			　念入りに、グリグリと刃で肉を抉(えぐ)る。

			　新たな痛みに目を剥き、リューザスの視線がこちらへ向いた。

			「マーウィンは、今のお前みたいに燃やして殺してやったよ」

			　その前に、仲間からリンチを喰らうおまけはついていたけどな。

			「――――ッ」

			　地面を踏み砕き、自身の足を潰しながら、リューザスが後方へ跳躍した。

			　同時に杖を振り、大量の水を生み出して炎を消化した。

			　皮膚は灼(や)き爛れており、無残な有様になっている。

			「どんな感覚だ？　生きたまま燃やされるってのは」

			「はァ……はァ……」

			「良かったな？　裏切り仲間と痛みを共有できて」

			「……ッ」

			　憤(ふん)怒(ぬ)に顔を歪(ゆが)ませながら、リューザスが治癒魔術を発動した。

			　灼(や)き爛れた皮膚と、潰れた両足が逆再生するかのように治っていく。

			「ふざけやがってェ……調子に乗ってんじゃねェぞッ!!」

			　咆(ほう)哮(こう)とともに、リューザスは瞬時に数十の黒い弾丸を作り出した。

			　杖を振り下ろす動作とともに、弾丸が一斉掃射される。

			　それだけでは終わらない。

			　こちらの動作を封じるように、〝舞踏影衝〟が俺の影から突き出してくる。

			　先ほどまでとは規模が違う。

			　まるで、杭が影から何十も突き出し、剣山のようだ。

			「魔技簒奪(スペル・デイバウア)」

			　二つの大規模な喪失魔術を、一瞬で無効化する。

			　奪い、喰らった魔力が『勇者の証』へ取り込まれていくのを感じた。

			「まだだァ!!」

			　弾丸が消え、開いた視界の中に現れたのは一本の巨大な剣だった。

			「喪失魔術・剣刃錬成――ッ!!」

			　人間には到底扱えないであろう巨人サイズの大剣を、リューザスは自身の魔力で創りだしたのだ。

			　同時に風の魔術で、その大剣を弾丸のように射出してくる。

			　それは、いつかディオニスが自分で編み出したと嬉しそうに語っていた、〝壊刃装填(ブレード・トリガー)〟とほぼ同質の魔術だ。

			「……結局あいつ、リューザスにすら追いつけてなかったな」

			　巨人の剣が、一瞬のうちに突っ込んできた。

			『翡(ひ)翠(すい)の太刀』の一振りで、正面から受け止める。

			　それだけで刃毀(こぼ)れし、大剣は勢いを失った。

			　だが、これで終わりではないだろう。

			「〝壊魔(ブレイク・マジツク)〟」

			　直後、大剣を構成していた魔力が暴走し、凄まじい爆発を起こした。

			　大地が抉(えぐ)れ、壁が砕け、爆風が室内にあった物を容(よう)赦(しや)なく巻き上げていく。

			「馬鹿がッ！　ただ剣を飛ばしただけとでも――」

			「思ってなかったさ」

			　爆炎の中から飛び出し、リューザスとの間合いを詰める。

			　慌てて魔術を唱えるリューザスだが、遅過ぎる。

			　間合いを詰め、気味の悪い右腕を切断した。

			「が……あああああああああああああァッ!?」

			　腕が地面にドサリと落下したのと同時に、リューザスの右腕から噴水のように鮮血が吹き出した。

			　今回は、あの妙な喪失魔術で躱(かわ)されることはなかったな。

			　二回が限界だと言ったのは、嘘ではなかったらしい。

			「前にディオニスが似たような技、使ってたからな。先が読めたよ」

			「あ……が……クソ、がァあ!!」

			「まあ、そのディオニスも、もう殺したけどな。――〝大水球〟」

			　リューザスを中心として、巨大な水の球体を創造する。

			　痛みに気を取られていたリューザスは、為す術なく水の中へ取り込まれた。

			「が……ぼがッ。ごおおおお!?」

			　思わず息を吸い、水を飲み込んでしまったらしい。

			　ガボガボと泡を吐いて悶え苦しんでいる。

			　右腕の断面から流れた血が、瞬く間に水球を赤く染めていった。

			「ちなみに、ディオニスの死因は溺死だ」

			「ぼっ、ごぉおお!?」

			「散々悶え苦しんで、水の中で死んだんだ。あいつと同じ思いができて良かったな？」

			　我に返り、解除しようとし始めたので、球体を高速で移動させた。

			　水は壁に激突して弾け、リューザスは背中から壁に叩き付けられる。

			「がっ……げほッ……ぇえええッ」

			　その衝撃で、水鉄砲のように大量の水を吐き出し始めた。

			　あぁ。無様で、滑(こつ)稽(けい)だな。

			　だが、こんな程度じゃ気が済まない。

			　そろそろ、さっき仕込んだアレが発動する頃合いだ。

			「流石〝大魔導〟。魔術も使わず、口から水が出せるなんてな」

			　ディオニスの時は、この台詞の後くらいから命乞いを始めたんだが――、

			「……黙、れ」

			「…………」

			　ヨロヨロと、リューザスは立ち上がった。

			　その目には、まだギラギラと憎悪の色が浮かんでいる。

			　これまで殺してきた連中のように、まだ心が折れていない。

			「こォやって、今までの連中をいたぶってきたのかよォ。はッ、随分と良い趣味してんじゃねェか」

			「だろ？　お前も同じ目に遭わせてやるから、感謝してくれ」

			「……ッ」

			　挑発を受け、弾けるようにしてリューザスが残った左腕を突き出す。

			　左手から魔力が迸り、体の傷が癒えていく。

			　だが、

			「が…………ぇああああああああ!?」

			　唐突に絶叫しながら、リューザスは地面に倒れ込んだ。

			　口から大量の血を吐き出し、胸を掻き毟(むし)って転がり回っている。

			「ごぼッ。な……ん、だァ、これはァ!?」

			　想像通りの反応に笑いながら、リューザスに教えてやる。

			「鬼の爪だよ。覚えてるだろ？　魔王城へ挑む前夜に、ポーションに混ぜて俺に飲ませたのを。実行犯は、ベルトガだったな」

			「ごぉ、ぼぁっ」

			　マルクスの屋敷には、大量の薬物があった。

			　神の雫や、亜人用の媚薬、そして複数種類の毒薬。

			　その中には、鬼の爪もあった。

			　これを見た時に、リューザスに使ってやろうと思っていたんだ。

			「そんな、ものォ、俺は飲んで……ぎ……がァあああッ」

			「そりゃ飲んでないだろうよ。毒をベッタリと塗った剣で斬ってやっただけだからな」

			　ベルトガのように、ポーションに混ぜて飲ませるわけにはいかなかったからな。

			　あいつを燃やした段階で、剣に塗っておいた。

			　飲ませた時よりも効き目が出るのに時間が掛かったが、いい塩梅に効果が出てくれて良かった。

			　リューザスが万全の状態ならば、鬼の爪を使っても大した効果は出なかっただろうからな。

			「ぎッ、がァああああああああッ」

			「効果は知ってるよな。魔術を使ったら、その瞬間に死ぬぜ」

			「ぐ、そがァ。ご、ぼッ」

			　リューザスの姿が徐々に老け始めている。

			『勇者の証』が刻まれた右腕を失い、心象魔術を維持できなくなったからだろう。

			「かと言って、このままだとお前は数分の間に毒で死ぬ。お前が助かるには、これを使うしかない」

			　そういって、液体の入った瓶を取り出す。

			　当然飲ませる気はないし、そもそもこれは解毒剤じゃない。

			　鬼の爪はあったが、解毒剤は見つけられなかったからな。

			「解毒剤だ。飲みたいだろ？」

			　血と吐瀉物を吐き出しながら、ビクビクと痙(けい)攣(れん)しているリューザスへ近付く。

			　ベルトガと同じように、目の前でこれを叩き割ってやる。

			　だが、それでは終わらせない。

			　こいつはマルクスとも繋がっていた。

			　だったら、あいつの苦しみも少しは教えてやらないとな。

			　少しだけ残っている神の雫を使って、散々甚振ってやる。

			　……それから、お前がエルフィにやったように、眼球ごと顔をふっ飛ばして殺してやるよ。

			「お前とは何年もともに旅をした仲だった。だからこそ、裏切られたのが許せなかったんだ」

			「ご………ふッ」

			「何か俺に言いたいことはあるか？　それ次第で、解毒剤を飲ませてやってもいい」

			　リューザスの視線が、俺を向く。

			「……ア、マツ」

			「何だ？」

			　血を吐きながら、リューザスが――、

			「――死に、やがれ……ェッ!!」

			「！」

			　瞬間、リューザスの左腕から木の根が突き出た。

			　木の根が、解毒剤を粉々に砕いていった。

			　中に入っていた液体が、地面に飛び散る。

			「……てめェ、に命乞いするぐらいだったら、死んだ方がマシなんだよォ!!」

			　激痛に呻きながら、リューザスはそう叫んだ。

			「――――」

			　鬼の爪を摂取した状態で魔術を使えば、当然。

			「が、ぁがああああああああああああああああッ!!」

			　リューザスの肉体が流動し、ブクブクと膨らんでいく。

			　何なんだ……こいつ。

			　奈落迷宮の時は、エルフィに必死に命乞いしてたじゃねえか。

			　それが、なんで。

			「ぉ……ご」

			　リューザスの体が弾け飛ぶ、その直前。

			「【英雄願望(アンリクワイテツド・ダーテイドライブ)】」

			　その体から、黒い風が噴出した。

			「な……」

			　こいつ、まだ心象魔術が使えるのか。

			「……！」

			　視線を背後に向けて、気付いた。

			　リューザスの左手から伸びた木の根が、斬り落とした右腕に突き刺さっていることに。

			　木の根を通して、ラインを繋いだのか――。

			「……させるか」

			　心象魔術の行使を止めようとするが、

			「おォおおおおおお――ッ!!」

			　リューザスが、手に持っていた杖を投(とう)擲(てき)してきた。

			「……！」

			　杖が禍(まが)々(まが)しい光を放ち、直後弾け飛んだ。

			　壊魔による、魔力暴走だ。

			　内包していた大量の魔力が炸裂する。

			　当然、投(とう)擲(てき)したリューザスも爆発に飲み込まれる。

			「ッ」

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀で、爆炎を一閃。その先のリューザスにまで斬撃を飛ばすが、手応えはなかった。

			「ご……ぁああ」

			　爆炎を突き破って、離れたところにリューザスが飛び出てきた。

			　三十年前の姿に戻っているものの、全身は爆炎によって灼(や)き爛れている。

			　いや、それだけじゃない。

			　俺の斬撃を躱(かわ)すために、実体をズラす〝冥人乖離〟を使っているのが見えた。

			「ぶっ……がっ、ごぼッ」

			　冥人乖離の副作用なのか、リューザスは口から大量の血を吐き出した。

			　明らかに致死量だ。

			「ぁ……【英雄願望(アンリクワイテツド・ダーテイドライブ)】ッ」

			「……！」

			　

			　そこからさらに、リューザスは心象魔術を重ねがけした。

			　全身の傷が癒え――いや、すべてが全盛期の姿へ戻っていく。

			「はァ……はァ……」

			　無傷の姿に戻ったリューザスだが、顔色は悪い。

			　呼吸の度に、口から血が垂れてきている。

			「……『勇者の証』の副作用か」

			　勇者を勇者たらしめる、〝聖光神〟メルトが賜わせた紋章。

			　資格のない者には扱えず、ただ命を削るだけにしかならない。

			　それが、『勇者の証』だ。

			　リューザスは『勇者の証』を迷宮核で起動させ、無理やり扱っている。当然、あの心象魔術を使う度に恐ろしい勢いで命が削れているだろう。

			　それを、あいつが知らないはずがない。

			「……そォだ。俺にこれは扱えねェ。だからこそ、てめェが持ってるもう一つの証が欲しいのさ。そいつがありゃァ、より完璧な形で英雄の力を扱えるからなァ」

			　ギリギリと、歯を食いしばる音が聞こえてくる。

			　命が削られている……それは、かなりの苦痛だろう。

			「なァ、アマツ。俺があの程度の痛みで音を上げるとでも思ったのか？　……舐めるのも、いい加減にしやがれ」

			　リューザスの身体から、これまでを遥かに越える魔力が吹き出した。

			　それは、明らかに自身の命を削る類の魔術だ。

			「――〝喪失魔術・壊身憑威〟」

			　その声を聞いた時、リューザスは目前に迫っていた。

			「――ッ」

			　零距離で、魔力の塊をぶつけられ、吹き飛ばされる。

			　衝撃を受け流し、地面へ着地すると同時に、リューザスはまた目の前に迫っていた。

			　さっきと同じだ。

			　リューザスは、高速で動いているだけ。

			　ただしその速度は、〝四重加速〟を遥かに上回っている。

			「ここまで来たんだ。こんなところで――」

			　今度の攻撃は防ぎきった。

			　カウンターで、リューザスの体を斬り裂く。

			「が……ッ」

			　肩口から脇腹まで刃が通り、深くまで肉が裂ける感触が伝わってくる。

			　それと同時に、

			「――諦めるわけがねェだろうがよォ!!」

			　魔力を纏(まと)ったリューザスの拳が、俺の腹に突き刺さった。

			「ぐッ」

			　衝撃が体を貫き、何メートルも後ろへ吹き飛ばされた。

			『紅(ぐ)蓮(れん)の鎧(よろい)』が、防ぎ切れない威力だった。

			　魔術師が放って良い威力の拳では断じてない。

			　あるいは、エルフィの拳に匹敵するレベルの一撃かもしれない。

			　剣を地面に突き刺し、勢いを殺す。

			　リューザスからの追撃はなかった。

			「が……ふっ。はァ……はァ……」

			　リューザスは胸を押さえ、血反(へ)吐(ど)を吐いていた。

			　あの身体能力は明らかに魔術によるものだ。体に掛かる負荷は計り知れない。

			　痛みを受けることの少ない魔術師が耐えられる苦痛ではないはずだ。

			「……ッ」

			　だが、リューザスは耐えていた。

			　俺を睨む双(そう)眸(ぼう)からはまだ、力が失われていない。

			　何なんだ。

			「……何なんだ、お前」

			　全身を炎で焼いた。

			　正面から魔術を破り、腕を斬り落とした。

			　水に溺れさせ、壁に叩き付けてやった。

			　鬼族のベルトガでさえ耐えられなかった、鬼の爪による苦痛も与えてやった。

			　マーウィンも、ベルトガも、ディオニスも、耐えられなかった痛みだ。

			　それを、どうして。

			「どうして、お前なんかが耐えられるんだよ」

			　奈落迷宮では、情けなく、無様に命乞いをしていたくせに。

			　どうして、そこまで。

			「……決めたんだよ」

			　掠れた声で呟き、リューザスは胸に手を当てた。

			　そこで輝いているのは、簡素なネックレス。

			　奴が掛けるには小さく、不釣り合いなモノだ。

			「どんな……どんな手を使ってもッ！　俺はッ！　お前に！　復(ふく)讐(しゆう)してやるってよォ!!」

			　――ネックレスを握り締め、リューザスはそう咆(ほう)哮(こう)したのだった。

		

	
		
			　

			第十話　『リューザス・ギルバーン』

			　

			　――愚かな魔術師の話をしよう。

			　

			　その魔術師は、オンリィン王国の端にある小さな村に生を受けた。

			　名前をリューザス・ギルバーン。

			　くすんだ赤い髪と、目付きの悪さが特徴の子供だった。

			　父親は村を守る兵士、母親もそれを支える魔術師だった。

			　両親は兵士の指揮を取る、リーダー的存在だった。

			　そんな二人の背を見て育ったリューザスは、荒い気性ながらも面倒見の良い少年に育っていった。

			　そんな彼には、十歳下の妹がいた。

			　サーシャ・ギルバーンという、赤毛の少女だ。

			　生まれつき体が弱く、サーシャは病気がちだった。

			　仕事のために家を空ける両親に代わり、リューザスはサーシャの世話をした。

			　それはささやかだが、幸せな日々だった。

			　仮初めの平穏が崩れたのは、リューザスが十四歳の時のことだ。

			　王国に、魔王軍が攻めてきた。

			　当時の四天王〝裁断〟の率いる軍と、王国軍が激しくぶつかり合う。

			　その最中、魔王軍からハグレた魔物が村へやってきた。

			　それを迎え撃ったのは、村を守る兵士だ。

			　当然、その中にはリューザスの両親もいた。

			　村を襲った魔物は、多くの犠牲を払いながらも何とか撃退できた。

			　魔物が村の中に入ってくることはなく、リューザス達は守られたのだ。

			　けれど。

			『これでも、母さんは凄腕の魔術師なのよ。魔族なんてイチコロよ』

			　そう言っていた母親は、魔物に喰われて死んでいた。

			　魔術を発動する合間に襲われたらしかった。

			　右半身はなく、残ったのは左半身だけだった。

			『父さんは村一番の剣士だからな。何の心配もいらないさ』

			　そう言っていた父親は、致命傷を負って帰ってきた。

			　母親が死んだ瞬間に気を取られ、魔物から攻撃を受けてしまったらしかった。

			　父親を見た時、その顔は真っ白で、リューザスは助からないと理解してしまった。

			　シーツを血で真っ赤に濡らし、口から赤い泡を吹きながら、父親はリューザスの腕を強く握って言った。

			『リューザス……お前は、お兄ちゃんだ。だから……サーシャを、守ってやってくれ』

			　それが、父親の最期の言葉だった。

			　リューザスは、両親の死をサーシャに隠した。

			　しかし、幼いながらも、サーシャは両親がいなくなってしまったことを悟ったのだろう。

			　目が腫れるまで泣いて、そのまま眠ってしまった。

			　瞑(つぶ)った瞳から溢れる涙を拭ってやりながら、リューザスは眠るサーシャを見た。

			　肌は白く、体は細い。

			　リューザスの服を掴む指の力は、本当にか弱かった。

			　父親の最期の言葉を思い出す。

			　そして、リューザスは誓った。

			　サーシャは何があっても自分が守る。そして、幸せにしてやると。

			　

			　妹の世話は、簡単ではなかった。

			　リューザス一人では手が回らず、何度も村の人に助けてもらった。

			　両親の残した金は少なく、生活は苦しかった。

			　それでも、リューザスは挫けなかった。

			　妹の世話をし、村長に頭を下げて仕事をもらい、自分にできることは何でもやった。

			　両親が兵士の指揮を取っていたからだろう。

			　村の人達は二人に同情し、面倒を見てくれた。

			「……えへへ」

			　サーシャは、いつも笑っていた。

			　辛いはずなのに、悲しいはずなのに。

			　決して弱音を吐かず、堪えるように笑っていた。

			　そんな笑顔(かお)を、させたくない。

			　そう思いながらも、リューザスにはどうすることもできなかった。

			　

			　両親が死んでから、一年が経った頃だ。

			　仕事を終え、リューザスが家へ帰ってくると、サーシャはまだ起きていた。

			「おかえりなさい、お兄ちゃん！」

			　帰ってきたリューザスを、嬉しそうに出迎えてきた。

			　いつもなら、とっくに眠っている時間だというのに。

			「……早く寝ねェと駄目だろ。また風邪引くぞ」

			「で、でも……お兄ちゃんの顔がね、見たくてね……」

			　そう言ってすぐに、サーシャは首を振った。

			「……ごめんなさい。ちゃんと、寝るね」

			　何かを堪えるようにして微笑むと、サーシャは寝室へ帰っていこうとする。

			「……待て」

			「……？」

			「……寝るまで、一緒にいてやる」

			　ぶっきらぼうな態度で、ワシワシと乱暴にサーシャの頭を撫でる。

			　ぱっと顔を輝かせる妹に、リューザスは頬を緩めた。

			「お兄ちゃん、ご本読んで！」

			「……仕方ねェな」

			　サーシャが差し出してきたのは、もう何十回も読み聞かせたことのある御伽話だった。

			　

			　それは、悪い魔王に支配された世界を、一人の青年が倒す話だった。

			　青年はある日、神から力を授かり、勇者となる。

			　しかし、彼は臆病で要領が悪く、途中で何回も失敗してしまう。

			　その度に、青年は泣いてしまうのだ。

			　だけど、彼は決して諦めなかった。

			　お前には無理だと笑われても、青年は立ち向かい続けた。

			　そんな彼の姿に多くの人が惹かれていく。

			　青年はそれから何度も失敗を重ねながら、色々な人に支えられ、英雄へと成長していく。

			　やがて誰もが英雄と認めるようになった青年は、仲間とともに魔王を打ち倒すのだ。

			　悪い魔王は消え、待っているのは誰もが幸せに過ごせる世界。

			　人間も、亜人も、魔族も、皆が笑うことのできる世界だ。

			　

			　リューザスは、知っていた。

			　そんな世界を作ることなどできないと。

			　魔王を倒したって、誰もが笑える世界なんて訪れない。人間と魔族は、決して分かり合うことはできない。

			　いつもは読み終えると、サーシャはすぐに眠ってしまっていた。

			　だけど、その日は違った。

			「……私ね。この絵本みたいな、幸せな世界を作りたいな」

			　ポツリと。

			　小さな声で、サーシャはそう言ったのだ。

			「その世界では、みんなケンカせずにね、毎日楽しく遊ぶんだぁ……」

			「…………」

			「甘いお菓子とか、みんなで食べてね。それで、一緒にお昼寝とかして」

			「…………」

			「パパとママもね、冥界でそれを笑って見てるの」

			「……………」

			「……そんな楽しい世界が、あったらいいのにね」

			　その横顔は、どうしようもなく悲しそうで。

			「……作るよ」

			「え？」

			　――無理をして笑う彼女を見た。

			　大切な人達を失って、傷付き、悲しみ。

			　それでもなお、無理をして笑う彼女を。

			　その悲しい笑顔を、本当の笑顔にできたらどれだけいいだろうと。

			　そう、思ったからこそ。

			　

			「――俺が作るよ」

			　

			　彼は誓った。

			　彼女を笑顔にできる世界を作ろうと。

			　英雄になって、幸せな世界を作ろうと。

			　それが、彼と彼女の約束だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔王を倒して、人間と魔族の戦争を止める。

			　リューザスは、そう決めた。

			　それを実現させるには、力が必要だった。

			　その日から、妹の世話と仕事に加え、強くなるための修業をするようになった。

			　最初は絵本の青年のように、剣士になろうとした。

			　木刀で素振りをし、父親の友人だった兵士に剣を教わったりもした。

			　しかし、リューザスには剣の才能はなかった。

			　基本を覚えても、応用に繋げられない。

			　敵を前にすると、どうしても足が竦(すく)んでしまうのだ。

			　リューザスは、絵本の青年のようにはなれなかった。

			　だがその代わり、彼には魔術の才能があった。それも、人並み外れた才能が。

			　母親の形見の魔導書を読み、リューザスは魔術を覚えた。

			　本を読んだだけで、初級の魔術は完璧に使えるようになった。

			　それどころか、より効率の良い使い方を編み出したりもした。

			　リューザスは、魔術の修業を始めて一年も経たないうちに、村一番の魔術師になった。

			　村の周辺に出る魔物を倒し、リューザスは金を稼いだ。

			　質素な生活から抜けだして、家事手伝いを雇えるようにもなった。

			　やがてリューザスの名は王都へ伝わり、王城に来ないかという誘いが来た。

			　――英雄になるための、第一歩だ。

			　リューザスは、王城へ行くことにした。

			　王国魔術師になって名を上げ、いつか魔王を倒して英雄になるのだ。

			「お兄ちゃん、おめでとう！」

			　リューザスが王城へ向かうことになった、前日。

			　サーシャから、プレゼントをもらった。

			　それは、手作りのネックレスだった。

			「これは……」

			「えへへ、お兄ちゃんに内緒でね、作ったんだよ」

			　それは、決して上等なものではなかった。

			　見すぼらしい、と笑う者もいるかもしれない。

			　それでも、リューザスにとって、それはどんな宝よりも価値のあるものだった。

			「ね、嬉しい？　嬉しい？」

			「…………」

			「わ、お兄ちゃん。ど、どうしたの？　どこか痛いの？　泣かないで！」

			　小さな手で自分を撫でる妹が、どうしようもなく愛しかった。

			「……もう少しだけ、待っててくれ」

			　サーシャを抱きしめ、噛み締めるように言う。

			「絶対に、俺が幸せな世界を作ってやる」

			「うん」

			「英雄になって、お前を世界一幸せにしてやるからな」

			「……うん」

			　結局。

			　か弱い力で服を掴むサーシャの意図に、リューザスは気付かなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　王城にやってきてからの、リューザスの勢いは凄まじかった。

			　村では得られなかった知識を、瞬く間に吸収していく。

			　二十になる頃には、全属性の上級魔術を習得していた。

			　文字通りの天才だった彼を妬む者は多くいた。

			　理不尽に絡まれることも、一度や二度ではなかった。

			　しかし、リューザスは折れない。

			　彼らを意にも留めず、功績を残し続けた。

			　やがて、王城でリューザスの名を知らぬ者がいなくなった時、宮廷魔術師候補に、彼の名前が上がるようになった。

			　宮廷魔術師は、王国の魔術師の誰もが憧れる名誉ある称号だ。

			　この頃には、王城の中にリューザスの派閥ができつつあった。

			　宮廷魔術師になれば、王城での立場はより盤石なものになる。

			　英雄へより近付くことができる。

			　それに、サーシャを王都へ連れてくることもできる。

			　現在の王都には、魔王軍の脅威から逃れようと、王国中から人が集まってきている。

			　そのため、権力を持つ貴族や大商人、その親族が優先されているのだ。

			　平民出のリューザスは、後回しにされてしまっている。

			　それに、王都で暮らすには相応の大金が必要だ。

			　リューザス自身は魔術師用の宿舎で寝泊まりできているが、まだ王都に居を構えられるほどの金はない。

			　だが、宮廷魔術師になれば話は別だ。必要なだけの金が手に入り、平民出だからと後回しにされることもなくなるだろう。

			　数年前の襲撃以来、村人全員が金を出しあって警備は強化した。

			　現在に至るまで、魔物や魔族の襲撃は受けていない。

			　それでも、自分の目の届く王都へ連れてきた方が安心できる。

			　この頃、オルテギア率いる魔王軍の侵攻は激しさを増しつつあった。

			　そう遠くないうちに、人間と魔族の決戦が起こる。

			　リューザスは、そう確信していた。

			「待ってろ、サーシャ。もう少しで――」

			　そして。リューザスが英雄の称号を手に入れる、その前に。

			　異世界から、勇者が召喚されることになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　国王に、そして重鎮の貴族に、お告げがあったそうだ。

			〝聖光神〟メルトから、世界を救うために召喚を使いなさいと。

			　召喚陣の扱い方も、そのお告げで明らかになったらしい。

			　夢で聞いた通りのやり方で、これまで転移陣の亜種ということしか分かっていなかった召喚陣を作動させることに成功し、異世界から勇者が召喚される運びになったのだ。

			　密かに王城に忍び込んでいた魔族が召喚陣を破壊しようとするトラブルが発生したものの、駆け付けた王国騎士団の女騎士、ルシフィナ・エミリオールによって事なきを得た。

			　予定通りに、無事勇者は召喚されることになった。

			　――何が神のお告げだ。

			　――そんな不確かなものに縋ろうとするなど、どうかしている。

			　内心でそう思いながらも、リューザスには召喚を阻止する権限はなかった。

			　それからすぐに、異世界から勇者が召喚された。

			　やってきたのは、アマツと名乗る黒髪の少年だった。

			　地を砕き、空を割り、魔を滅ぼす。

			　それが、伝承に残っている勇者の力だ。

			　そんな勇者の力を王国のために使うよう懇願したが、アマツはそれを拒否した。

			　騎士が訓練に引っ張りだしたが、手を抜いてまともに戦おうともしない。

			　そんなアマツに、王城内で不満が燻り始めた頃だった。

			　魔王軍が動いた。

			　四天王〝裁断〟率いる一万の軍勢が、王都に向かって進軍を始めたのだ。

			　勇者の存在を悟り、軍を出したのだろう。

			　王国は、慌てて戦力を王都に集中させ始めた。

			　任務で王都を離れていた、ルシフィナを始めとする実力者にも招集が掛かった。

			　当然、リューザスにも待機命令が出ていた。

			　魔王軍がどの道を使って王都へ向かってきているのか、すぐに明らかになった。

			「……そん、な」

			　呆然と、リューザスは呟く。

			　魔王軍の進路に、自分の村があったからだ。

			「端の村に手を回している余裕はない。今は、戦力の集中を優先する」

			　それが、国王の下した決定だった。

			　一万の軍勢を止めるには、王国は総力を以って挑まなければならない。

			　とてもではないが、田舎の村のために戦力を割いている余裕などないのだ。

			「陛下ッ！　ま……待ってください！」

			　リューザスは異議を唱えた。

			　魔王軍が国土を荒らす前に、迎え撃つべきであると。

			　当然、異議は受け入れられなかった。

			　戦力の問題もあるが、今からでは、とてもではないが間に合わないからだ。

			　それでも食い下がろうとしたリューザスだが、

			「弁えろ！　一介の魔術師風情が、無礼であろう！」

			「ですがッ！　せ、せめて避難の誘導だけでも」

			「リューザス。王国の……いや、人間の存亡が掛かっているのだ。そのような瑣末なことに、時間を割くわけにはいかん」

			「さ、まつ……」

			　そう切り捨てられ、リューザスは退出させられた。

			　王城から出るなという、厳命付きで。

			　すでにリューザスは、王国で十指に入る実力者だ。その戦力がなくなるのは困る、という判断からだろう。

			「……瑣末なんかじゃねェよッ」

			　リューザスは隙を見て、同僚に頼み込んだ。

			　妹を助けるために、力を貸して欲しいと。

			　しかし、誰一人として頷く者はいなかった。

			「いい気味だ」

			「調子に乗っているから、そういうことになる」

			　リューザスを快く思っていない者達は、そう彼を嘲(ちよう)笑(しよう)した。

			　リューザスは、絵本の青年のようには、仲間に支えてもらえなかった。

			　唯一協力してくれる可能性があったであろうルシフィナは、まだ王都に帰ってきていなかった。待っていては、とてもではないが間に合わない。

			「サーシャ……ッ」

			　誰も協力してくれない。

			　あの村は、国に見捨てられた。

			　そんな現実を突き付けられたリューザスが最後に縋ったのは、

			　――異世界の勇者、アマツだった。

			　監視の目を掻(か)い潜(くぐ)り、リューザスはアマツの部屋へ向かった。

			　相手は、一万の魔物だ。

			　対抗できるのは、もう勇者しかいない。

			「アマツ殿ッ！」

			　ドンドンと扉を叩き、リューザスは叫んだ。

			「お願いしますッ！　貴方の力を貸してください！」

			　リューザスは、アマツにすべてを説明した。

			　魔王軍が進軍してきていること。

			　このままでは、村が軍に呑まれてしまうこと。

			　村には、妹がいること。

			　王国は、村を見捨てたことを。

			「もう、貴方しかいないんです。お願いします！　貴方の、勇者の力を貸してくださいッ！」

			　絵本の中の、勇者になった青年は言った。

			　人が傷つくのを、見たくないと。

			　きっと、アマツは助けてくれる。

			　そんな希望は、

			「そんなの、俺の……俺の知ったことかッ！」

			　勇者のその一言で、砕け散った。

			「戦えないって、何回言えば分かってくれるんだよッ！」

			「で、でも……貴方は勇者で……」

			「急に知らない世界に連れてこられて、戦えるわけがないだろ！　……何が勇者だよ。騎士に殴られただけで、骨にヒビが入ったんだぞ……！」

			「そん、な」

			「それを……手を抜いた、やる気がない、臆病者――そんな風に怒鳴りつけて、一体どうしろっていうんだよ」

			　扉の向こうから返ってきたのは、勇者として呼ばれたはずの少年の憤(ふん)怒(ぬ)の叫びだった。

			「頼むよ……。帰してくれ。元の世界に……帰してくれよ」

			「妹が……サーシャが――」

			「知らないって言ってるだろうがッ！」

			　それが、アマツの答えだった。

			　これが、現実だ。

			　絵本のようにはいかない。

			　あの青年のような人間なんて、この世にいない。

			『リューザス……お前は、お兄ちゃんだ。だから……サーシャを、守ってやってくれ』

			　父親の言葉を思い出し、リューザスは決意した。

			「俺が、サーシャを守るんだ……ッ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そうして、リューザスは一人で王城を飛び出した。

			　馬車を持ち出し、制止を振りきって、村へと向かう。

			　サーシャを守ってやれるのは、自分しかいない。

			　

			　村に近接する山へ辿り着いたリューザスは、村から避難してきた人達と会った。

			　荷物を背負って、迫ってきている魔物達から逃げているようだ。

			　その中に、金を払ってサーシャの世話を任せていた女の姿があった。

			　サーシャの姿は、ない。

			「サーシャは、どうした」

			「それは……」

			「まさか……置いてきたのかッ!?　ふざけんじゃねェぞ、おいッ!!　あいつが一人で逃げれねェことぐらい分かってんだろッ!?」

			「いや、サーシャちゃんの友達が、自分が避難させると名乗り出たから……」

			　弁解しようとする女を突き飛ばして、リューザスは進む。

			　ここに来るまでで、馬は疲労しきってしまっていた。

			　治癒魔術で誤魔化してきたが、それにも限界がある。

			　もう、馬車で進むことはできない。

			　リューザスは走った。

			　村に取り残されたサーシャを救うために、走って、走って、

			「――――」

			　村の目の前にまで迫っている、魔物の軍勢を見た。

			　報告にあった通り、数は一万に届く。

			　地平を埋め尽くさんばかりの、魔物の軍勢。

			　サーシャは、村の外れにいた。

			「サーシャッ！」

			　荷物を背負い、一人きりで逃れようと歩いていた。

			　足取りは覚束ず、すでに息を乱している。

			　さっきの女が言っていたような、友人の姿はない。

			　とっさにでまかせを言ったのだろう。

			　こんな様子のサーシャを見捨てて、あの連中は自分達だけ逃げ出したのか。

			「お兄ちゃん……ッ」

			　涙を浮かべながら、サーシャが抱きついてきた。

			　小刻みに震えるその体から、どれほどの恐怖を感じていたのか分かった。

			「お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃん！」

			「遅くなって悪かったな。もう大丈夫だ」

			　そう言いながら、すでにリューザスは分かっていた。

			　このままでは、サーシャを救えないと。

			　想定よりも、魔王軍の侵攻速度が速い。

			　この速度では、すでに避難した村の人間達も逃げきれないだろう。

			　当然、自分達も逃げきれない。

			　馬が走れるようになるまで、まだ時間が掛かる。

			　このままでは、自分達はここで殺されるだろう。

			「……させねェ」

			「お兄ちゃん……？」

			　震える足を殴り、歯を食いしばる。

			「サーシャには、手を出させねェ」

			　リューザスを突き動かしたのは、その思いだけだった。

			　

			　そこから、リューザスは何でもやった。

			　魔物が入れないように、村に結界を張った。

			　村の周囲に、思いつく限りの罠(わな)を仕掛けた。

			　高台へ移動し、そこから攻撃を仕掛けた。

			　津波を発生させ、進軍する魔王軍へ叩き付けた。

			　間髪入れず、巨大な雷を落とした。

			　地を揺らし、風で切り裂き、炎を放ち、濁流で飲み込み、雷雨を発生させる。

			　地を進む魔物を吹き飛ばし、天を飛ぶ龍を叩き落とす。

			　このタイミングで襲撃されるとは、微(み)塵(じん)も思っていなかったのだろう。

			　リューザスの不意打ちによって、魔王軍は大混乱に陥った。

			　蓄えていた魔石を、惜しみなく使った。

			　持ってきた魔力付与品(マジツクアイテム)は、一つ残らず使い潰した。

			　寿命が削れるのを承知で、反動の強い魔術も行使した。

			　――これまでの人生は、すべてこの時のために。

			　後方に陣取っていた四天王〝裁断〟へ向けて、最大火力の魔術を連発する。

			　飛びそうになる意識を縫い止め、ポーションを飲み、血反(へ)吐(ど)を吐きながら後方へ魔術を撃ち続ける。

			「……血がっ」

			「だい、じょうぶだ。心配ねェ……」

			　多勢に無勢――どころの話ではなかった。こちらは一人きりで、援軍は来ない。

			　それでも、リューザスは戦い続けた。

			　喉が嗄れるほどに叫びながら、すべてを出し尽くした。

			　そして。

			「――――」

			　村を囲っていた結界が砕かれた。魔物の軍勢が雪崩れ込んでくる。

			　畑が踏みにじられていく。

			　立ち並んだ家が砕かれ、見知った風景が破壊されていく。

			「……ちく、しょう」

			　当然の結果だ。

			　リューザス一人で、一万の軍勢を止められるはずがないのだから。

			「お兄、ちゃん」

			「心配、するな。お前だけは、絶対に俺が守ってみせる」

			　サーシャを抱え、高台から飛び降りる。

			　罠(わな)を仕掛けながら、想定していた道から逃走を開始した。

			『ギイイイイイイィィィ!!』

			　魔物には、すぐに見つかった。

			　空から、無数の怪鳥がリューザス目掛けて突っ込んでくる。

			「お――おォおおおおおおおおおッ!!」

			　空中へ魔術を掃射し、怪鳥を撃ち落とす。

			　落下する怪鳥へ、気を取られた一瞬だった。

			「ぁ、がッ」

			　死角から飛んできた斬撃に、脇腹を抉(えぐ)られた。

			　激痛が走り、意識が飛びかける。

			　バランスを崩し、リューザスは崖を滑り落ちていく。

			　薄れゆく意識の中で、それでもサーシャを離すまいと、腕に力を込めて。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、どれだけ時間が経っただろうか。

			　リューザスは、脇腹の痛みで目を覚ました。

			　頭上には、木々が生い茂っている。

			　途中の木々が勢いを殺したため、あの高さから落下しても生きているのだろう。

			　周囲に魔物の気配はない。

			　木々のお陰で死角が生まれ、魔物達に気付かれなかったのかもしれない。

			　そこまで考えて、リューザスはようやくサーシャの存在に思い当たった。

			「サーシャッ！」

			「お兄……ちゃん」

			　傍らから聞こえたサーシャの声に胸を撫で下ろし、

			「――ぁ？」

			　リューザスの表情は固まった。

			　サーシャは、すぐ隣で横たわっていた。

			　服が赤かった。

			　白かった服が、真っ赤に染まっていた。

			「お兄、ちゃん……。大丈夫……？」

			「俺なんかのことはいいッ！　クソ、今すぐ治してやるッ！」

			　赤く染まった服を捲り、サーシャの傷口に視線を落とす。

			「――――」

			　肉が裂けていた。

			　傷が内臓にまで達している。

			　さっきの斬撃を、サーシャも喰らっていたのだ。

			　そして、それだけではない。

			　木の枝が、何本も突き刺さっていた。

			　落下の途中で、刺さったのだろう。

			　切り傷はあれど、リューザスには枝など刺さっていない。

			　つまり、自分は、サーシャを盾にして枝から身を守った――――？

			「あ……あ、ああああ」

			　治癒(ヒール)を掛けた。

			　何度も何度も、治癒魔術を使った。

			　傷口が緩やかに、塞がっていく。

			　高位の治癒魔術を使おうとしたところで、限界が来た。

			「が、ぼッ」

			　限界を越えた魔力の行使により、突き刺さるような頭痛がリューザスを襲う。

			　視界が定まらなくなり、耳鳴りが鼓膜を揺さぶる。

			「もう……ね、大丈夫だよ」

			　それでもなお治癒魔術を使おうとしたリューザスを、サーシャは止めた。

			　震える手が、傷だらけになったリューザスの手を優しく包む。

			　その冷たさに、息が止まりそうになった。

			「ありがと……ね。ずっと……守ってくれて」

			「……喋るな」

			　聞きたくない。

			「お兄ちゃん……あんなに、強かったん、だね……。かっこ、よかったなぁ」

			「喋るなッ」

			　聞きたくない。

			「本当はね……寂しかったんだ……。お兄ちゃんが、村を出て行ってから……あんまり、会えなくて。だから……お兄ちゃんが来てくれて……嬉しかったなぁ……」

			「――ッ！　だ、だったら、もうどこにもいかねェ！　ずっと、ずっとお前と一緒にいるからッ！」

			「え……へへ。うれしい、な」

			　血を吐き、細い息を吐きながら、サーシャは微笑んだ。

			　どれだけ疲れていようと、どれだけ辛い思いをしようと、サーシャの笑みがあったからやってこれた。

			　かけがえのないその笑みが、遠くへ失われていく――。

			　胸を掻き毟りたくなるような焦(しよう)燥(そう)感に、リューザスはどうすることもできなかった。

			「ごめん……ね。お兄ちゃんには、迷惑かけて……ばっかで」

			「気にするんじゃねェよ。俺は、お前の兄貴だ。妹の面倒を見るのは、当たり前だろ？」

			「……うん」

			　そこで、気付いた。

			　サーシャの目が、自分を見ていないことを。

			　焦点が、合っていないことを。

			「お前、目が……」

			「あのね……お兄ちゃん」

			　その言葉を遮(さえぎ)って、サーシャはゆっくりと手をあげた。

			　宙を彷徨い、何度も空振りながら、小さな手がリューザスの頬に添えられる。

			「お兄ちゃんと……一緒にいられてね……とっても、幸せだったよ」

			　聞きたくない。

			　そんな台詞、まるで、もう会えないみたいじゃないか。

			「嫌だ……。待って、くれ」

			「ご飯……ちゃんと食べてね。服も洗って……しわしわにしちゃ駄目だよ。あと……お兄ちゃんは口が悪いせいで……勘違いされやすいから……気を付けて……ね」

			「駄目なんだ……お前がいなきゃ、俺は……」

			　頬に添えられていた手が、リューザスの髪に触れる。

			　かつて彼がやったように、サーシャは優しくリューザスの頭を撫でた。

			　愛おしそうに、慈しむように。

			「お兄ちゃんは……強いから、私がいなくても大丈夫……だよ」

			「サーシャぁ……」

			　指から、少しずつ力が失われていく。

			　下がっていく手を、リューザスは縋るように掴んだ。
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			「もう少しなんだ……！　もう少しで、お前の望んだ世界が作れる！　王国で、勇者を召喚したんだ！　勇者が戦えば、魔王なんてすぐに倒せるさ！」

			「…………」

			「お、俺は、俺は英雄には、なれなかったけど……あの勇者がきっと――」

			　サーシャの瞳から、涙が零れ落ちた。

			「お兄ちゃんは、ね――――」

			　その言葉を最期に、サーシャは何も言わなくなった。

			「サー……シャ？」

			　穏やかな笑みを浮かべたまま、サーシャは深い眠りについた。

			「あ……あぁ……」

			　目を覚ますことは、二度となかった。

			「あぁ、ああ……」

			　ガリガリと胸を掻き毟り、血が滲むほどに拳を地面に叩き付ける。

			　動くことのなくなった最愛の妹の亡骸を抱え、魔術師は慟(どう)哭(こく)した。

			「あぁ、あァあああああああああああ――ッ!!」

			　誰もいなくなった崖下で、血を吐くような怨嗟の叫びが響き渡った。

			　天を衝くように、いつまでも、遠く、高くまで。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔王軍の進軍は、中断された。

			　村での攻防によって、軍勢の四割が削られていたからだ。

			　リューザスはたった一人で、一万の軍勢を撤退にまで追い込んだのだ。

			　サーシャを置いて避難した村人達は助かった。

			　魔王軍は村を蹂(じゆう)躙(りん)した後、損害の具合から撤退を選んだからだ。

			　助からなかったのは、サーシャだけだった。

			　独り、王国へ戻ったリューザスを待っていたのは、王の命に背いたことへの罰ではなかった。

			　たった一人で魔王軍を撤退させたことへの賞賛だった。

			「リューザス・ギルバーン。貴殿に、宮廷魔術師の称号を授ける」

			　国王から、賞賛とともに宮廷魔術師の称号が授けられた。

			　王国魔術師の誰もが憧れる、名誉ある称号だ。

			「たった一人で魔王軍を……」

			「魔導……いや、〝大魔導〟だ！」

			「〝大魔導〟リューザス・ギルバーン！」

			　人々からは、惜しみない賞賛が送られた。

			　大魔導という呼び名とともに、リューザスの名は瞬く間に王国全土へ広がっていく。

			　王国でリューザスを知らぬ者は、いなくなった。

			　宮廷魔術師――リューザスが求めていた称号だ。

			「……違う」

			〝大魔導〟――リューザスが欲していた賞賛だ。

			「違うッ」

			　欲しくて、たまらなかったものだ。

			「俺は……俺は、こんなものが欲しかったわけじゃ……」

			　全部、全部、全部。

			　何もかもすべて、サーシャのためだった。

			　サーシャを幸せにしたい、ただそれだけだったのに。

			　まったく、嬉しくない。

			　

			　授与式を境に、王国は大魔導の話題でいっぱいになった。

			　役立たずの勇者に替わって、リューザスを称える声で溢れかえったほどだ。

			　だが、それも一月も絶たないうちに止んだ。

			　アマツが、その真価を発揮したからだ。

			　引き篭(こ)もっていたはずの勇者は、部屋を出て戦いに参加した。

			　再度攻めてきた魔王軍を、迎え撃ったのだ。そして初陣で、魔王軍を撤退させることに成功した。

			　騎士達と協力し、六割近くの戦力を削ってみせたのだ。

			「――――」

			　リューザスは、単独で四割削った。

			　騎士の協力こそあったものの、アマツは六割の戦力を削ってみせた。

			　つまり、あの時。

			　あの時、アマツが協力してくれていれば――――。

			「……何が戦えねェだ」

			　一騎当千と言わんばかりに、魔術で魔物を吹き飛ばすアマツの姿を見た。

			　たった一振りで、大地を裂くほどの斬撃を放つアマツの姿を見た。

			　勇者と呼ぶに相応しい力で、魔王軍を蹂(じゆう)躙(りん)するアマツの姿を見た。

			「何がッ!!　戦えねェだッ!!　お前がッ!!　お前が戦ってくれれば、サーシャは……ッ!!」

			　逆恨みだ。

			　身勝手な要求だ。

			　アマツが来ていても、助けられた保障はない。

			　そんなことは分かっている。

			　そんなことは、分かりきっている。

			　

			　だけど――そう思わずには、いられなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、人間の反撃が始まった。

			　アマツを旗印にして、魔王軍の支配を打ち破っていく。

			　魔術師の代表として、リューザスはアマツと行動をともにすることになった。

			　せめて、サーシャの望んだ通りに魔王を倒そう。

			　そして、自分が英雄になるんだ。

			　冥界のサーシャに、自分の名声が伝わるように。

			　それだけを支えに、リューザスは戦った。

			　王国への不信も、擦り寄ってくる同僚への苛立ちも、弱音を吐くアマツへの憎悪も。

			　何もかもすべてを飲み込んで、妹への誓いだけを頼りに戦い続けた。

			　しかし、その誓いが叶うことはなかった。

			　――世界は、アマツ一色に染まったからだ。

			　ルシフィナとディオニスが加わる頃には、〝英雄アマツ〟という名前が世界に広まっていた。

			　そう、英雄。

			　英雄の名は、リューザスではなくアマツのものになっていた。

			　憎かった。

			　アマツが、憎かった。

			　それでも、リューザスは堪えた。

			　自身が英雄となることに一縷の望みを託し、戦い続けた。

			　旅の途中、魔族に占拠された教国の聖都ファミナにやってきた時のことだ。

			　ディオニスとルシフィナが負傷し、アマツも二人を助けるためにいなくなった。

			　まともに戦えるのは、リューザス一人だけ。

			　この都市を救えるのは、リューザスただ一人だけ――。

			「一人じゃなきゃ、駄目なんだよ……。俺がこの街を救うんだ。俺の名前を、広めるためによォッ!!」

			　そうして、リューザスは単独で襲い来る魔物と魔族を滅ぼした。

			　途中からアマツがやってきたが、ファミナを救ったのはリューザスだ。

			　リューザスが敵を討ち滅ぼし、人々を救ったのだ。

			「く、はは。やった。やってやったぞ……！」

			　アマツじゃない。

			　リューザスが、この街を救ったのだ。

			　そうして、シュメルツに帰ったリューザス達を待っていたのは、

			「勇者様達が来たぞ！」

			「あれだけの魔族を倒した英雄……」

			「〝英雄アマツ〟だ！」

			　英雄アマツを称える声だった。

			「……あァ」

			　嫌でも理解した。

			　いや……とっくに理解していた。

			　何をしようと、自分は英雄にはなれないのだと。

			　アマツがいる限り、英雄と呼ばれることはないのだと。

			　――それでも。

			　それでも、サーシャが望んだ世界を作りたい。

			　せめて、それだけは。

			　それだけは、俺が実現させてみせる。

			　最後に残ったのは、その心象(りそう)だけだった。

			　――なのに。

			　戦いの後、メルト教団の教皇は尋ねた。

			　何のために、戦っているのかと。

			　それに、アマツはこう答えた。

			　堂々とした、決意に満ちた表情で。

			　誰もが憧れる、そんな英雄に相応しい面持ちで、こう答えたのだ。

			　妹を見捨てた男が、その口で、こう言ったのだ。

			　

			「――皆が笑える世界を、作りたいんです」

			　

			　あるいは。

			　この瞬間に、その男は壊れたのだろう。

			　なんで。

			　なんで、なんで、なんで、なんで。

			　ふざけるな。ふざけるな、ふざけるな、ふざけるなふざけるなふざけるなふざけるなふざけるなッ!!

			　駄目だ、それだけは、それだけは、その心象(りそう)だけは――――。

			　その時に、リューザスは汚濁の衝動に呑まれた。

			「……てめェが、サーシャの夢を語るんじゃねェ」

			　抑えていた憎悪を、どうすることもできなくなった。

			　

			　――そうやって、自分から生きる意味すら奪おうというのなら。

			　――妹を見殺しにしたお前が、そんな世界を作ろうと言うのなら。

			　

			「……どんな手を使おうと、てめェだけは、絶対に殺してやる」

			　

			　そう、誓った。

			　

			　これが、愚かな魔術師の顛末。

			　英雄を志した男の、くだらない末路だ。

		

	
		
			　

			第十一話　『英雄願望』

			　

			　忌光迷宮、最奥部の部屋の天井に空いた穴から、白み始めた空が見えていた。

			　黒輝穿弾が貫いた穴から光が差し込み、対峙する二人の復(ふく)讐(しゆう)者の間を照らしている。

			　部屋に響いているのは、狂気と憎悪、そして自嘲の篭(こ)もったリューザスの言葉だけだ。

			「――――」

			　リューザスの語った内容に、伊織は目を細めた。

			　微かにだが、リューザスの語った内容には覚えがあったからだ。

			　召喚されてすぐに、伊織は部屋へ引き篭(こ)もった。

			　その間、一度だけ騎士によって強引に模擬戦へ参加させられたことがあった。

			　結果は酷いもので、伊織は木刀を喰らって腕の骨にヒビが入り、挙句に「手を抜いている」と罵(ののし)られる始末だ。

			「…………」

			　怒りを募らせながら部屋に篭(こ)もっている時――確かに「力を貸してくれ」と言われた記憶がある。

			　それが誰だったのかは、今の今まで知らなかったのだが。

			　あれは……。

			「なァ」

			　黙っている伊織に向けて、リューザスが言う。

			「国王が替わってるのに気付いただろ？　どうしてか教えてやろうか。先代の国王が、原因不明の病で死んだからさ。自室の中、苦悶の表情で心臓が止まってるのが見つかったんだ」

			　震え声でそう語りながら、無意識なのか、リューザスはガリガリとローブの上から胸を掻き毟る。

			「その後、何人かの騎士と魔術師が、同じ状態になって見つかってる」

			　ガリガリという音に、次第に息を抜くような音が混ざり始めた。

			　それは次第に大きくなっていき、やがて引き攣(つ)ったような嘲(ちよう)笑(しよう)へと変わった。

			　胸を掻き毟り、体を震わせて笑いながら、リューザスは目元を手で覆う。

			　口元は、笑みの形に歪(ゆが)んでいた。

			「……まァ」

			　しばらく体を震わせた後、リューザスはゆっくりと顔から手を離した。

			「そんなのは、瑣末なことだ」

			　吐き捨てるように、リューザスは言った。

			「〝裁断〟の野郎は、てめェと戦って満足気に死にやがったな。俺が、ぶち殺してやりたかったのによ」

			「…………」

			「後はてめェとオルテギアだけだ。てめェから『勇者の証』を奪い取って、俺はオルテギアを殺す」

			　ただ虚無だけを映した双(そう)眸(ぼう)が、伊織を見る。

			「なァ、アマツ」

			　沈黙を保ったままの伊織に向けて、リューザスが語り掛ける。

			「お前、言ってたよな。皆が笑える世界を作りたいって」

			　初めは平坦な声だった。

			「あの時、俺に知ったことかと叫んだ、その口でよォ……」

			　次第に、リューザスの声が震えていく。

			　平坦だった言葉に熱が籠もり始めた。

			「皆が笑える世界を作る……？　だったら、あの時、どうして力を貸してくれなかったんだ」

			「――――」

			「どうして、サーシャを助けてくれなかったんだよォ!!」

			　そして、爆発した。

			「てめェならできたはずだ！　魔物だって、魔族だって、四天王だって、一万の軍勢だってッ!!　てめェなら、倒せたはずだッ!!　なのにどうしてッ!!　どうして、どうして、どうして、サーシャを助けてくれなかったんだよォ!!」

			　髪を振り乱し、拳を握り締め――リューザスは咆(ほう)哮(こう)する。

			　自身の無力さを、自身の無様さを、どうしようもなく理解しながらも、叫ばずにはいられなかった。

			「サーシャには、てめェの言う、誰もが笑って過ごせる世界で暮らす権利はねェっていうのかよッ!!」

			　絶叫とともに、リューザスは伊織に向かっていく。

			　衝動に任せたその動きは、これまでで一番の速度を誇っていた。

			　壊身憑依によって強化された拳が伊織の頬を打ち、遥か後方へと吹き飛ばす。

			「がッ」

			　人間の範(はん)疇(ちゆう)を遥かに越えたその威力に、伊織の視界が乱れる。

			　壁に激突し、手から翡(ひ)翠(すい)の太刀が滑り落ちた。

			　リューザスも、無傷ではない。

			　伊織を殴り付けた拳は衝撃に耐えられず、グチャグチャにひしゃげていた。

			　壊身憑威は、その力の代償に全身へ凄まじい負荷を掛ける。

			　ただの一挙動で、全身が肉塊に変わりかねないほどの負荷を。

			　リューザスが生きていられるのは、治癒魔術を併用し、壊れた部分から治癒させているからだ。

			　それでも、常時肉が爆ぜるほどの苦痛を味わっているのに変わりはない。

			　そんな苦痛を受け、表情一つ変えぬまま、リューザスは言う。

			「……だったら、認めねェ」

			　徐々に形を取り戻していく拳を一瞥すらせず、リューザスは言葉を重ねる。

			「あいつが幸せになれねェ世界なんか、認めねェ！」

			　綯(な)い交ぜになった感情を、血を吐くような怨嗟を、伊織へ叩き付けた。

			「何が皆が笑える世界だ!!　どの口でそれを言いやがるッ!!　綺麗ごと言って悦に入って、惚れた女の前で良いところを見せたかっただけじゃねェかッ!!　てめェが、サーシャの理想を語るんじゃねェ!!」

			　どんなに綺麗事を口にしようと、世界中の人間を救おうと。

			　本当に、誰もが幸せになれる世界を作ろうと。

			　もう、そこにサーシャはいない。

			　すべてを救いたいと語った英雄(アマツ)が、たった一人の妹を見捨てた事実は変わらない。

			「そんな世界は、俺が否定してる。英雄(てめエ)の心象(りそう)は、俺がぶち壊してやるッ!!」

			　ヨロヨロと立ち上がった伊織の顔は、前髪で隠れて窺(うかが)えない。

			「……じゃねぇ」

			　何を言おうが知ったことかと、壊身憑威の上からさらに強化魔術を掛け、拳を叩き付けようとしたリューザスだったが、

			「――勝手なことばっか、言ってんじゃねぇよ!!」

			　それよりも早く、伊織の拳に顔面を撃ち抜かれた。

			「ぶッ、がァ」

			　心象魔術を使い、英雄時代の力に近付いた伊織の拳は魔術すら穿つ。

			　リューザスが即死しなかったのは、壊身憑威で強化されていたからだ。

			　拳の威力で、今度はリューザスが部屋の反対側へと吹き飛ばされた。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀を回収しながら、伊織が言葉を繰り返す。

			「……勝手なことばっか、言ってんじゃねえよ！」

			「……ッ」

			　犬歯を剥き出しにして、伊織が怒りを露わにした。

			　吐血しながら立ち上がり、リューザスは室内を凍えさせるような怒気を正面から受け止めた。

			「何度も説明しただろうが。召喚されたばかりの俺は何もできなかった。何も分からなかった！　戦い方も、力の使い方も、文字の読み方も、一体何と戦っているのかも!!　そんな俺に、どうしろっていうんだよ!!」

			「それでもてめェならできたはずだッ!!　〝聖光神〟に授けられた『勇者の証』を持ってた、てめェならよォッ!!」

			　それまで黙っていた伊織の叫びが、部屋を震わせる。

			　だが、リューザスも引き下がらない。

			『勇者の証』は〝聖光神〟が勇者に与える、絶対的な力の象徴だ。

			　それを持ちながら何をしていたのだと、リューザスは伊織を弾劾する。

			「その証拠に、てめェは初陣で数百数千の魔物をぶちのめしてたじゃねェかッ!!　お前ならサーシャを救えたはずだ！」

			「できなかったって言ってるだろうがッ!!　知らない世界に呼ばれて、いきなりお前は勇者だから戦え？　ふざけるなッ!!　てめぇらの都合を勝手に押し付けて、勝手に期待して、逆ギレしてんじゃねぇよ!!」

			　両者の叫びが木霊する。

			　逆ギレ――そんなことは、リューザスは分かっている。

			　自分が間違っていて、伊織が言っていることが正しいのだと、分かっている。

			　分かっていて、理解していて、それでも、どうしても許せなかった。

			　妹を見殺したくせに、誰もを救いたいなどと言った、この男が。

			「初陣だって、何度も死にそうになった。敵を殺す感覚に何度も吐いた！　生きるために、元の世界に帰るために、必死だったんだッ！　お前の妹を助ける余裕なんて、あの時の俺にはなかったんだよッ!!」

			「だったら、英雄ヅラして、誰もを助けられる世界を救いたいなんてほざくんじゃねェ!!　何が助けたいだッ!!」

			　伊織の放った斬撃と、リューザスが行使した魔術が激突する。

			　爆風が巻き上がり、視界が土煙に覆われる中、それでも両者の視線は交差し続けていた。

			「……借り物や、まやかしなんかじゃない。お前にも、ディオニスにも、否定なんかさせない」

			「ッ」

			「苦しんでいる人達を見て、泣いている人達を見て、一緒に戦ったお前達を見てッ！　俺は本当に、助けたいって思ったんだ」

			「そんな、こと……俺の知ったことかよォッ!!」

			　絞り出すような伊織の叫びに、リューザスが咆(ほう)哮(こう)する。

			　再度、斬撃と魔術が激突し、爆風の勢いに乗って両者は距離を取った。

			「苦しんでいる人？　泣いてる人だァ？」

			「……そうだ」

			「……笑わせんじゃねえ。サーシャはずっと苦しんでた。泣いていたぜ」

			「だから、その時はッ!!」

			　反駁しようとした伊織を、リューザスの絶叫が遮(さえぎ)った。

			「――そうやってお前が切り捨てたものが、俺の一番大事なものだったんだよォッ!!」

			　数十の魔術が、同時に展開された。

			　声を嗄らすほどに叫びながら、リューザスは嵐のように魔術を放つ。

			　エルフィが巻き込まれるのを防ぐため、伊織は魔毀封殺(イル・アタラクシア)を展開した。

			　巨大な盾が、押し寄せる魔術を尽く無効化していく。

			「舐めるなァ!!」

			　すべての魔術が黒輝閃弾に切り替わり、盾を穿ち始める。

			　徐々に削れていく盾だったが、

			「ご、ばッ」

			　リューザスがどす黒い血を吐いてよろめいたことで、攻撃が中断された。

			「――ぁ」

			　視界が定まらなくなり、耳鳴りが脳を削るようだ。

			　それは、魔力切れの現象だった。

			「……また、魔力が……ッ」

			　その瞬間を、伊織は見逃さなかった。

			　魔毀封殺(イル・アタラクシア)を消し、リューザスとの間合いを一瞬で詰める。

			　その首を狙って、伊織は翡(ひ)翠(すい)の太刀を振った。

			「――――」

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀は、当たらなかった。

			　リューザスの実体がズレ、刃が空振った。

			「喪失魔術・冥人剥離ィ……！」

			　地面を蹴り、リューザスは斜め後方へと跳躍した。

			　しかし、無茶な魔術行使の代償はすぐにリューザスを襲った。

			「が、あァああああああああああッ!!」

			　死神から教わった、喪失魔術(ロスト・マジツク)。

			　存在を冥界にズラし、あらゆる攻撃を回避できる魔術だ。

			　だが、生者は冥界では生きられない。

			　ほんの一瞬でも冥界の空気に触れれば、魂が削られてしまうのだ。

			「が……ァ……」

			　冥界の空気に触れたことで、リューザスは死の直前まで魂を削られていた。

			　魔力は尽きかけ、魂が削れ、意識は失う寸前だ。

			　心象魔術は、すでに剥がれていた。

			　そんな有様を前にして、伊織は踏み込めなかった。

			「……ッ」

			　伊織の纏(まと)っていた心象魔術も、剥がれかけていたからだ。

			「……魔力切れか」

			　膨(ぼう)大(だい)な魔力を消費する心象魔術に加えて、何度も魔術を使用している。

			　魔力が尽きかけても不思議ではない。

			「……！」

			　ポーションへ手を伸ばそうとした伊織の前で、リューザスが立ち上がった。

			　満身創痍の状態でなお、リューザスは意識を保ったのだ。

			　

			　

			　――あァ、逆恨みだよ。

			　

			　リューザスは、内心でそう自嘲する。

			　伊織の言ったことは、正しい。

			　間違っているのは、自分だ。

			　勝手に召喚して、勝手に期待したのは事実だ。

			　

			「……それでも」

			　

			　

			　――お前の事情は分かった。

			　

			　伊織は、内心でそう呟いた。

			　この男が何を思って、自分を殺したのか。

			　その本当の理由を理解した。

			　思うところが、まったくないわけではない。

			　英雄だった頃の自分が抱いた理想の裏に、助けられなかった人がいたことを知った。

			　

			「……それでも」

			　

			　

			　二人の復(ふく)讐(しゆう)者は叫ぶ。

			　

			「「――お前を殺すッ!!」」

			　

			　そして、

			　

			　

			「――【英雄再現(ザ・レイズ)】」

			「――【英雄願望(アンリクワイテツド・ダーテイドライブ)】」

			　

			　

			　――両者の心象が激突した。

		

	
		
			　

			第十二話　『私の英雄』

			　

			　――漆黒と灰白が激突し、鬩(せめ)ぎ合う。

			　魔術の輝きと刃の煌めきが交差し、室内を衝撃が吹き抜けていく。

			　人智を超えた速度で駆け巡る両者はどちらも攻めに徹し、一歩も引くことをしない。

			　部屋の最奥部に伏すエルフィスザークは、ただその光景に瞠目していた。

			「おォおおおおお――ッ!!」

			　魔力を絞り出し、魂を削りながら、リューザスは魔術を撃ち続ける。

			　壊身憑威の力で室内を縦横無尽に走り回り、伊織の攻撃から逃れつつも、攻め続けていた。

			　伊織(アマツ)の戦い方は、良く知っている。

			　魔術も剣術も、遠距離も近距離も、すべての土俵においてあの男は最高峰の実力を誇る。

			　だからこそ、唯一勝る魔術を以って、伊織の接近を拒み続けた。

			「はァああああ――ッ!!」

			　魔術を行使し、斬撃を飛ばしながら、伊織はリューザスを追う。

			　炎、水、雷、風、土――ありとあらゆる魔術が、伊織の行動を拒んでいる。

			　しかし、そのすべてを尽(ことごと)く打ち破り、リューザスへ肉薄していく。

			　接近戦では、こちらが圧倒的に有利だ。

			　魔術師がどれだけ身体能力を高めていようと、技術に差があり過ぎるからだ。

			　故に伊織はリューザスとの距離を詰めていく。

			「――〝喪失魔術・龍断瀑布〟」

			　伊織の真上に、巨大な水が現れた。

			　凄絶な勢いで、水が伊織へと降り注ぐ。

			　龍すらも切断する激流だ。

			「〝魔光反射(インパクト・ミラー)〟」

			　落下してくる瀑布に対して、伊織は刃を奔(はし)らせる。

			　直後、水流の勢いが激化し、同時のその矛先をリューザスへと変えた。

			　反射され、恐ろしい勢いで迫る激流の刃に、

			「ぐ、おァああああッ!!」

			　リューザスは氷の柱を以って対応した。

			　射出された氷柱が激流と激突し、パキパキと音を立てて水を氷結させていく。

			　完全に凍り付き、動きを止めた氷結に呼吸を緩めたのも束の間、凍結した激流が真っ二つに割れた。

			　小山ほどの氷塊を両断して伊織が突っ込んできたのだ。

			「ッ」

			　リューザスは魔術を放ちながら後退する他にない。

			　しかし、自壊するほどの速度で走り回るリューザスを、伊織は完全に捉えていた。

			　それどころか、その速度に付いてきている。

			　魔術による妨害をものともせず、距離を詰め始めているのだ。

			　その化物じみた力を前に、リューザスの憎悪がぶり返す。

			「こんな力を持っていながら、てめェは！　アマァアアツッ!!」

			　そこからの攻防は、さらに激しさを増した。

			　距離を取り続けていたリューザスが、逆に伊織との間合いを詰め始めたからだ。

			　壊身憑威の上から、さらに強化魔術と治癒魔術を重ねがけする。

			　ただ歩くだけで全身がズタズタになる衝撃と激痛を飲み込んで、リューザスは伊織へ迫る。

			　そして、至近距離から大規模な魔術を連射した。

			「ぐ――ッ」

			　伊織が受けに回ったその一瞬を狙い、リューザスの魔術は激しさを増した。

			　魔術師の常識を覆すような攻撃を受けて、伊織はたたらを踏む。

			　かけ直した心象魔術が、再び解け始めていた。

			　魔術を弾く度に、確実に魔力と体力を削られているのが分かる。

			　ポーションによる魔力の補給をしている余裕はない。

			　もう、長くは保たないだろう。

			　だが、リューザスもそれは同じだ。

			　リューザスは、寿命を削りながら戦っている。

			　心象魔術で全盛期の状態に戻ろうと、度重なる消耗は確実にリューザスを蝕んでいる。

			　もう、五分と保たないだろう。

			　――故に、決着は目前に迫っている。

			　接近して至近距離で攻めるという、リューザスが選んだ最後の戦法。

			　初めは意表を突かれた伊織だったが、すでにその動きを見切りつつあった。

			　一分後には、伊織の攻撃が徐々にリューザスを掠り始めていた。

			「はァあああッ!!」

			　伊織が魔術を行使し、剣を振るう。

			　姿は違えど、三十年前のアマツの動きそのものだ。

			「……あァ」

			　――最初から。

			　英雄の力を振るう伊織を見て、リューザスは内心で呟いた。

			　――最初から、分かってたんだ。

			　魔技簒奪によって壊身憑威以外の強化魔術が剥がされ、リューザスの動きが鈍る。

			　伊織の放った〝火炎弾〟が、動きの鈍ったリューザスの肌を焼いた。

			　咆(ほう)哮(こう)で激痛を紛らわせ、リューザスはなおも前へと踏み込んだ。

			　――俺じゃ、英雄になれないって。

			　大勢に、言われ続けてきた。

			　リューザス・ギルバーンは英雄にはなれないと。

			　――滑(こつ)稽(けい)だよね。アマツの代わりに英雄になる？　君みたいなカスが？

			　アマツを殺した後の、ディオニスの言葉だ。

			　自分は魔王軍に所属している、とネタばらしをし、ディオニスはリューザスを甚振りながら、そう嗤(わら)った。

			　その通りだと思った。

			　――アマツを死なせて、おめおめと帰ってきたのか!?　この役立たずがッ!!

			　何とか魔王城から生き延び、帰還したリューザスを待っていたのは罵倒だった。

			　英雄を守れないとは一体何をしていたのだと、国王に詰(なじ)られた。

			　妹すら守れないのだから当然だろう、と思わず自嘲した。

			　――リューザス・ギルバーン。魔王を殺せるだけの力……〝英雄〟になれる力が、欲しくないかな？

			　すべての人間の希望だった英雄アマツが死に、人間は再び窮地に陥った。

			　リューザス一人では形勢を変えることはできず、オルテギアを殺すなど夢のまた夢。

			　そんな時に現れたのが、〝死神〟だった。

			　力が手に入るのなら、どんなことでもしてやる。

			　リューザスは〝死神〟から〝因果返葬〟を始めとした魔術を授かった。

			　だが、結果は散々だった。

			　強大な魔術を身に付けた代わりに、リューザスの魔力は乱れた。思うように、魔術が行使できなくなってしまったのだ。

			　結果、オルテギアの下へ、辿り着くことすらできなくなった。

			　――おかしいなぁ……。キミなら、もう何歩か先に進めると思ったんだけど。

			　弱くなったリューザスを見て、〝死神〟は困ったように言った。

			　――どうやら、キミは英雄の器じゃなかったみたいだ。

			　それからも、何年も魔術の研究を続けてきた。

			　魔力を取り戻すために、オルテギアを倒すだけの力を得るために。

			　英雄に、なれるだけの力を手に入れるために。

			　そうして、ここまでやってきた。

			　だけど――。

			「……最初から、分かっていた」

			　――自分が英雄の器じゃないなんてことは。

			　他人に言われるまでもなく、リューザス自身が一番よく理解していた。

			　だって、誰よりも見続けてきたのだから。

			　彼の隣で戦っていたルシフィナよりも、ディオニスよりも。

			　敵を倒す、〝英雄〟の後ろ姿を、ずっと見続けてきた。

			　――英雄の後ろ姿は、あんなにも眩しかったから。

			　クズの自分では、何をしたって届かない。

			　そんなことは、嫌というほど理解していた。

			「が、ふッ」

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀が、リューザスの肩口から脇腹にかけてを斬り裂いた。

			　血を撒き散らしながら、リューザスは無様に地面を転がる。

			「けど……」

			　ボタボタと血を流しながら。

			　リューザスは、それでも立ち上がった。

			「けどよォ……!!」

			　満身創痍の肉体で、リューザスはなおも伊織を睨み付ける。

			「俺が諦めたら……。俺が英雄になることを諦めたら――」

			　リューザスが、大魔術を行使する。

			　使用するのは、〝落星無窮〟。

			　巨大な魔力の塊を、相手の上空から落下させる魔術だ。

			　それを、自分が巻き込まれるのも構わずに、目の前に迫る伊織に直接放った。

			「英雄(てめエ)に見捨てられたサーシャが、報われねェじゃねえかッ!!」

			　今のリューザスが使用できる、最高の魔術――。

			「――ッ」

			　翡(ひ)翠(すい)が奔(はし)る。

			　落星無窮が最大の威力を発揮するまでに、発動から数秒のラグがある。

			　その瞬間を、伊織は見逃さない。

			「は――あァあああああああッ!!」

			　

			　――第一鬼剣・断界。

			　

			　大上段から、剣を振り下ろすだけの技だ。

			　斬撃を飛ばすことはできず、有効範囲も狭い。

			　されど、その一閃は間合いに入ったすべてのものを切断する。

			　鬼剣が誇る、最大の技。

			「――――」

			　星が、正面から両断された。

			「これすら、通じねェのかよ……」

			　無論、伊織も無傷ではない。

			　膨(ぼう)大(だい)な量の魔力に触れたことで、全身の肉が無残に焼けている。

			　それでも、伊織は止まらない。

			　リューザスの目前へ、肉薄した。

			「――ッ」

			　躱(かわ)せない。

			　そう理解したリューザスの次の行動は、剣を創り出すことだった。

			　創りだした剣を構えて、伊織を迎え撃つ。

			　――いつか見た、絵本の青年のように。

			　

			「アマァアアアアアアアツッ!!」

			「リューザァアアアアスッ!!」

			　

			　そうして、二本の刃が交差した。

			　

			「――――」

			　リューザスの握る剣の切っ先は、伊織の頬を斬り裂いていた。

			　ポタポタと、血が刃を伝う。

			　そして――。

			「――が、ふ」

			　伊織の持つ翡(ひ)翠(すい)の太刀は、リューザスの胸を貫いていた。

			　寸分違わず、刃はリューザスの心臓を穿っている。

			　口から、大量の血が零れ落ちた。

			　その体がグラリと傾ぎ、

			「……まだ、だ」

			　それでも、倒れなかった。

			「俺を……殺したな、アマツ」

			「！」

			　その言葉に、伊織は即座にリューザスから距離を取った。

			　悍ましい魔力の発露を、感じ取ったからだ。

			「魔力……変換」

			　漆黒のローブを脱ぎ、そこに込められていた魔術を解放する。

			　ローブに込められていた魔術が効果を失い、魔力へと変わっていった。

			　治癒、自爆、あらゆる術式を、ただ一つの魔術へ注ぎ込む。

			「俺は、英雄になれなかった」

			　ポツリと、リューザスはそう言った。

			「アマツ」

			　色を失い掛けた双(そう)眸(ぼう)が、それでも伊織を視界に映す。

			「英雄アマツ」

			　貫かれた胸から流れる血液が、不意に止まった。

			「てめェが、英雄だって言うんならよォ……」

			　胸の穴から、赤黒い魔力が滲み出る。

			　それは徐々に形を成し、一本の腕になった。

			　魔術と呼ぶには悍まし過ぎる――それは、死の腕だった。

			　

			　――〝喪失魔術・因果返葬〟――

			　

			　死の原因へ、死を返す魔術。

			　ただそれだけのはずの魔術が、リューザスの魔力によって、触れる者すべての命を奪う死の腕と化した。

			　この部屋にいるすべての者の命を奪おうとしているのだと、伊織は察した。

			　エルフィスザークをも、狙っていると。

			「これを、越えてみせろよォオオオオ――ッ!!」

			　死の腕が、五指を広げながら、伊織へと迫る。

			　これだけの魔力は、魔技簒奪では奪いきれない。

			　魔毀封殺でも、魔光反射でも対処できないだろう。

			「……俺はもう、英雄でも勇者でもねぇよ」

			　リューザスの言葉に、伊織が静かに呟く。

			　すべてに失望した時に、勇者をやめたのだから。

			　元魔王と組んで、すべてに復(ふく)讐(しゆう)すると誓ったのだから。

			「……それでも、てめぇを殺すために」

			　視界の端に、伊織はエルフィスザークを捉える。

			「……あいつを助けるために、俺はこの力を使う」

			　迫る死の腕に向けて、右手を突き出す。

			「――――」

			　漆黒の光が掌から溢れだす。

			　まるで黒い穴のように、光は小さな渦を形成した。

			　その渦は、この部屋に漂うすべての魔力を強制的に吸収していく。

			　それはかつて、英雄アマツが魔王オルテギアを殺すために編み出した魔術。

			　魔力を吸収する魔術を発展させて創りだした、アマツが誇る最大魔術。

			　心象魔術を使っても、これまでは再現すらできなかった技だ。

			　その名を、伊織は口にした。

			　

			「――〝魔天失墜(エクリプス)〟」

			　

			　魔力を吸収したことによって膨れ上がった渦が、凝縮されるかのように小さくなっていく。

			　直後、小さな球体となった渦が、内包していた魔力を急激に放出した。

			　漆黒の光が、魔力を奪われてなお動き続ける死の腕に向けて、矢のように放たれた。

			　放たれた漆黒の奔(ほん)流(りゆう)が、死の腕に激突する。空間が歪(ゆが)み、嵐のように魔力が吹き荒れた。

			　三十年前、オルテギアに大打撃を与えた英雄の一撃。

			　それは死の腕を呑み込み、喰らい尽くしていった。

			　そのまま、その先のリューザスへと突き進んでいく。

			「――――」

			　迫る極光に、リューザスは為す術がない。もう、どうすることもできない。

			　残ったのは、今にも発狂してしまいそうなほどに、全身を苛む激痛。

			　そして、己の人生に対する絶望のみ。

			　五十余年の人生で、結局、リューザスは何を為すこともできなかった。

			　汚濁に塗れた、何も報われない無為な時間。

			　クズには、相応しい末路だ。

			「……悪い、サーシャ」

			　目前へと迫った光を前に、リューザスは呟いた。

			「約束……何も、守ってやれなかった」

			　サーシャにせがまれて、何度も読んだ絵本を思い出した。

			　一人の青年が、多くの人に支えながら魔王を倒し、英雄となる物語。

			　青年が、誰もが幸せに暮らせる世界を作る御伽話。

			　あの青年のように、幸せに暮らせる世界を作ると誓ったのに。

			　妹を失ってから、生きがいを英雄になることに求め、挙句の果てには復(ふく)讐(しゆう)することだけに執着した。

			　自身の憎悪に縋り、サーシャの願いから遠く離れた所業を重ね過ぎた。

			　本当に、救えない。

			　何一つとして、サーシャとの約束を守れなかった。

			　――なんて愚かで、くだらない。

			　そう、自嘲の笑みを浮かべた時だった。

			『ありがと……ね。ずっと……守ってくれて』

			　ふとサーシャの最期の言葉を思い出した。

			『お兄ちゃんと……一緒にいられてね……とっても、幸せだったよ』

			　あの時。

			　リューザスの頭を撫でながら、慈しむような口調でサーシャは言った。

			『お兄ちゃんは、ね――――』

			　耳に入らなかった、その最期の言葉。

			　今更になって、リューザスはようやく理解した。

			　

			　

			『――私の、英雄だったよ』

			　

			　

			　あの時、サーシャはこう言ったのだと。

			「……はっ」

			　リューザスは光の中で笑った。

			「……そうか」

			　涙を溢し、妹の幻想をその目に映しながら。

			「……サーシャ。俺は、最初から――」

			　そうして――。

			　リューザスは光に呑まれ、消えた。

		

	
		
			　

			第十三話　『失墜』

			　

			　魔天失墜(エクリプス)の極光が、リューザスを呑み込んだ。

			　それでも止まらず、迷宮の壁を突き破ってようやく消滅する。

			　魔力を絞り尽くした感覚に、俺は膝を突いた。

			　心象魔術が、解けていく。

			「はぁ……はぁ……」

			　終わった。

			　やった。殺してやったぞ。

			　ディオニスに続いて、二人目のパーティメンバーだ。

			　溺れさせて、全身を焼いて、毒を飲ませて、何度も剣で斬り付けた。

			　俺と戦うために使った魔術で、あいつは地獄のような苦痛を味わい続けていたはずだ。

			　身の丈に合わない魔術の行使によって、俺が手を下さなくてもそう長くなかっただろう。

			　それでも。

			「俺が、殺してやった」

			　あいつが用意したすべてを砕いて、殺してやった。

			　何一つとして、あいつの目的を叶えさせることなく。

			　すべて、何もかも、全部を潰してやった。

			「ク……クク」

			　――てめェ、本当にグズだな。

			「……ふふ」

			　――そんなこともできねェってのかよ。

			「ははは」

			　――ったく、仕方ねェな。

			「はははは」

			　――俺が力を貸してやるよ。

			　英雄に憧れていたあいつを、英雄の力で。

			　こんな皮肉も、そうはないだろう。

			「あはははははッ!!」

			　爽快だ。最高の気分だ。

			　こんなに愉快な気持ちになったのはいつぶりだろう。

			　楽しくて仕方ない。

			　だって、俺は。

			「は、ははは……」

			　こんなにも、笑えて、いるんだから。

			「は……は」

			　人を騙して、利用して、裏切って、殺して。

			　乱暴で、ぶっきらぼうで、クズな男だった。

			　英雄になりたいという名誉のためだけに、俺を裏切った。

			　そう、思っていた。実際に、そうだった。

			　旅の中で時たま口にしていた『妹』の存在も、すべて嘘だと思っていた。

			　俺を同情させて、付け入りやすくするための。

			　事実は分からない。

			　本当に、甘い俺に付け入るために話していたのかもしれない。

			　あいつの復(ふく)讐(しゆう)は、逆恨みでしかない。

			　勝手に期待して、勝手に恨んで、勝手に妹の死の責任を押し付けて。

			　いい迷惑……ではすまない。最悪だ。

			　魔王城で、俺を裏切った理由。

			　それは、ベルトガや、オリヴィアや、ディオニスとは、まったく違うものだった。ただ欲望に塗れていた、あいつらとは。

			　だが、どんな理由があろうと、俺が殺されたことは変わりない。

			　復(ふく)讐(しゆう)に妥協なんてしない。

			　だから、殺した。

			　それで、終わりだ。

			　終わりの、はずだ。

			「伊織」

			　エルフィの言葉で、我に返った。

			　リューザスにやられた傷は、大分回復したらしい。

			　いつの間にか、エルフィがすぐ隣にまでやってきていた。

			「……もう大丈夫なのか？」

			「ああ。立って動けるようになった。私は問題ない」

			　吹き飛ばされた部分は、すでに治りかけていた。

			　まだ視力が戻っていないようで、片目だけ閉じたままだが。

			　それも、すぐに治るだろう。

			「そうか。なら、お前の身体を探そう」

			「伊織」

			「早いところ、用を済まさないとな。あまり、長居は……」

			「――伊織」

			　静かだが、無視できない声音だった。

			「座れ。少し、休むぞ」

			「……まだ、体調は優れないか？」

			「私ではない。休むのは、お前だ」

			　……俺？

			「温泉都市で、あの人狼を殺した時と同じだ」

			　エルフィが、頬に手を当ててきた。

			「……酷い顔をしているぞ」

			「…………そうか」

			　……ああ、そうだな。

			　そういう顔を、しているかもしれない。

			「あの魔術師のことを、気にしているのか？」

			　肩に手を掛け、エルフィは俺を地面に座らせる。

			　それから、静かに尋ねてきた。

			「後悔は、一欠片もない」

			「…………」

			「どんな事情があろうと、あいつが俺を裏切ったことは変わらない。何を言われたとしても、俺は絶対にあいつを許せなかった」

			　何があっても、俺はあいつに復(ふく)讐(しゆう)しなければならなかった。

			　それは、間違いない。

			「……だけど、少しだけ、考えた。もし、俺があいつの妹を助けられていたらって」

			　もし仮に、俺がリューザスの懇願に耳を傾けていたら。

			　俺がもう少し、早く戦う気になっていたら。

			　あんな結末には、ならなかったのではないか、と。

			「――自惚れるな、伊織」

			　穏やかな口調のまま、エルフィはピシャリとそう言った。

			　脳裏に浮かんでいた光景が、その言葉に霧散する。

			「お前は万能ではない。私もそうだ。誰にでも、手の届かないものはある。そこに責任を感じるのは、傲慢というものだ」

			「……俺は」

			　その先の言葉が、口から出てこない。

			　片目だけの金眼が、見透かすように俺を見ていた。

			「三十年前のお前には、今のように戦える力はなかった。見知らぬ世界に召喚されて、混乱もしていただろう。そのことについて、お前を責められる者はいない。伊織は、何も間違ったことはしていないのだからな」

			「……分かってる」

			　あの時の俺には、誰かを助ける余裕なんてなかった。

			　仮に戦っていたとしても、呆気なく殺されていただろう。

			　リューザスの叫びは、まったくの逆恨みだ。

			　その果てに殺された俺が悩むことなど、何もない。

			「……分かってるさ」

			　それでも、言葉にできない何かがある。

			　今までの連中は皆、自分の欲望のためだけに俺を裏切った。

			　あいつは、リューザスは、少し違ったのだ。

			　リューザスは、俺に復(ふく)讐(しゆう)しようとしていて。

			　……俺は、あいつの妹を見捨てていて。

			「それは罪悪感か？」

			　静かに、エルフィが問うてくる。

			　本当に、見透かされているようだ。

			「……そんなの、分からねぇよ」

			　エルフィの問いに、今度は答えられなかった。

			　この感情が何なのか、自分でも分からない。

			「……誰にだって、できないことはある。それは、いつになっても変わらん。あの男の妹に関して、伊織に責はない」

			　答えを持たない俺に、エルフィは言葉を重ねた。

			「……けど」

			　晴れない感情に、反射的に何かを口走ろうとして、

			「――――」

			　エルフィが、ポンと頭に手を乗せてきた。

			　優しく、柔らかに、指が動かされる。

			　撫でられている……と気付いたのは、しばらく経ってからだった。

			「……伊織は、優しいな」

			「っ」

			「そんなお前だから……私はまだ、こうしてお前と組んでいられる」

			　そう口にした元魔王は、慈しむような表情だった。

			　その言葉に、その表情に、思わず息を呑む。

			「気にするのは良い。だが、忘れるな」

			　見慣れた顔に、見慣れない表情を浮かべ、

			「――お前は、悪くない」

			　エルフィは、そう言った。

			　内心では分かっていても、飲み込めなかった何かを、受け入れられた気がした。

			　……ああ。

			　本当に、俺は単純だ。

			　……俺は何度、こいつに助けられるのだろうな。

			「気分はどうだ？」

			「……もう大丈夫だ」

			　思うところがないわけではない。

			　愉快な気分ではない。

			　自身の感情に、未だ答えは見つからない。

			　

			　――それでも、前に進むことはできる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ポーションを飲んで、傷と魔力を回復させる。

			　体調はかなり回復したが、疲労感だけは癒えない。

			　早いところ用事を済ませて、撤退しよう。

			「……今回は迷宮核なしか」

			　残念ながら、リューザスに使われてしまった。

			　まあ、心象魔術の発動条件を知ることができたから、良しとしよう。

			　……助けたいという気持ちが条件だなんて、と思わなくもないが。

			　それから、エルフィとともに部屋の中を調査する。

			　入口付近には、リューザスに殺された雷魔将の魔核が落ちていた。

			　戦いの余波で砕けてしまっていたが、念のため回収しておく。

			　リューザスが持っていた、俺の右腕は跡形もなく消し飛んでいた。

			　複雑な気分ではあるが、これでもう、あの腕を悪用することは不可能になった。

			　過去の因縁に、また一つケリを付けることができたと前向きに考えよう。

			「……見つけた」

			　不意に、エルフィがそう呟いた。

			　何もない空間に手を伸ばし、エルフィが爪を立てる。

			　砕ける音とともに、不可視化されていた封印が解除された。

			　唐突に、ぼとりと宙から何かが落ちてきた。

			「私の身体だ」

			　それは、黒い布に覆われた女性の胴体だった。

			　布から覗(のぞ)く素肌に、手足と同じように黒い紋章が這っているのが見えた。

			　エルフィから聞いた通り、四肢はなく、赤と白の混ざった断面が覗(のぞ)いている。

			　綺麗な切断面から、刃で斬り落とされたのが分かった。

			　これを、ルシフィナがやったんだったか。もう三十年近く、ここで封印されていたことになる。だというのに、肌には艶があり、血が通っているのが分かった。

			「心臓でなくて残念だ」

			「……かなりグロテスクな絵面になりそうだな」

			　今でも、十分にグロテスクではあるのだが。

			「よっこいしょ」

			　そう言いながら、エルフィは胴体を自分の体に押し当てた。

			　スポンと分身体が床に落ち、代わりに本物の胴体がくっついた。

			　黒い布は消え、胴体をドレスが覆っていく。

			　地面に落ちた分、身体はコロコロと転がって、そのまま消えていった。

			　……もう少し、まともなやり方はないものか。

			「ふむ……ふむ……」

			　エルフィは自分の体をペタペタと触れ、具合を確かめているようだ。

			　納得が言ったのか、しばらくして大きく頷いた。

			「調子はどうだ？」

			「……まぁまぁだな。胴体が戻ってきたことで、魔力総量は全盛期の半分近くまで戻った。治癒速度もさっきまでとは段違いだ」

			　心臓を除くすべてを回収しても、まだ半分近くか。

			　余程心臓は重要な部位だったらしいな。

			　いや、当然のことなのだが。

			「それでも、あの魔術師にやられたダメージが大き過ぎる。目を吹き飛ばされたのは、特に痛かった」

			「視力はまだ戻らないのか？」

			「うむ。こっちの眼だけ、魔眼も使えん。だが、胴体が戻った状態ならば、あと数時間で全回復するだろうさ」

			　本当に、魔族っていうのは便利な体をしている。

			　俺の疲労は、回復するのに数日は掛かりそうだというのに。

			「ずいっ」

			　エルフィのデタラメさを改めて感じていると、変な効果音とともに顔を覗(のぞ)きこまれた。

			「うむ、良い顔になった。一安心だ。さっきまでの伊織は、ずぶ濡れになった小鬼(ゴブリン)のような顔だったからな」

			　……そんなに酷かったか？

			「くふふ」

			　俺の内心を読んだかのように、エルフィは意地悪な表情で笑う。

			　普段はおちゃらけているのに、こういう時は意を汲んでくれる。

			「…………」

			　エルフィは、俺だから組んでいられると言った。

			　俺だって、そうだ。

			　ここまで組んでいられたのは、エルフィだったからだ。

			　……癪だから、口には出してやらないが。

			　天井に空いた穴と、壁に空いた穴から、朝日が差し込む。

			　忌光迷宮は力を失い、今は明るい。

			　帰りは目薬を差すことなく、楽に道を歩くことができそうだ。

			　そろそろ、帰るか。

			　そう口にしようとした時だった。

			「伊織」

			「……どうした？」

			　戦闘で解れた銀色の髪が、朝日に照らされてキラキラと輝いている。

			　その眩しさに目を細めながら、エルフィのどこか改まった様子に疑問を覚えた。

			「……今のお前ならば、きっと」

			　どこか悩むような素振りを見せながら、エルフィは意を決したように口を開く。

			「……伊織。私は、お前と――――」

			　だが、その先が、紡がれることはなかった。

			「――――ッ」

			「――――！」

			　上から差し込んでいた日光が、陰る。

			　直後、頭上から、輝く何かが降り注いだ。

			　俺達は、反射的にその場から飛び退く。

			　地面に降り注いだ何かは、爆ぜると同時に部屋全体に拡散した。

			「〝旋風〟ッ!!」

			　風で吹き飛ばすのと同時に、降ってきた何かの効果が現れた。

			『勇者の証』の動きが鈍り、魔力の出が弱まっていく。

			　顔を顰(しか)める様子から、エルフィも同様のことが起きているようだった。

			「ふ」

			　――頭上から、声がした。

			「ふふ」

			　それは、女の声だった。

			　優しく、穏やかで、聞く者の心を甘やかに融かすような。

			「ふふふ、ふ、あはははははは!!」

			「お、前……」

			　天井に空いた、大きな穴。

			　そこから、一人の女性が迷宮の中を覗(のぞ)き込んでいた。

			　それは、ハーフエルフだった。

			　癖の強い金髪に、穏やかな印象を覚える銀色の瞳。

			　純白のドレスを身に纏(まと)ったその女は、口元を上品に押さえながら、可笑しくて堪らないという風に肩を震わせていた。

			　――ルシフィナ・エミリオール。

			　三十年前、ともに旅をし、俺を裏切った女。

			　最後のパーティメンバーだ。
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			「ふふふふふ、あぁ、最高に愉快なものが見られました。こんなに愉快なのは、三十年ぶりかもしれませんね」

			「ルシ、フィナ」

			「くだらない茶番過ぎて、ふ、ふふふ！　思わず、涙が出ちゃいました」

			　銀色の瞳に涙を浮かべながら、ルシフィナはくすくすと嗤(わら)っている。

			　三十年前に見た姿と、まるで変わらない。

			　穏やかで、優しげで……けれどその顔には、隠しようのないほどに悪意が張り付いていた。

			「あの時、魔王城でリューザスさんを見逃して大正解でしたね。前からお馬鹿な人だとは思っていましたが、ふふふ、ここまでだとは思いませんでした。英雄？　ぷっ……リューザスさんみたいな、馬鹿で、幼稚で、みっともなくて、情けない人には、最初からなれるわけがないのに。本当に、笑ってしまいますね」

			　どうやら、上の穴から俺達の話を盗み聞きしていたらしい。

			　まったく、気付けなかった。

			「ふふふふ、ふふふっ！」

			　俺達を見下ろしながら、ルシフィナは涙を流すほどに嗤(わら)っている。

			　こいつの声が、こいつの言葉が、ここまで癇(かん)に障ったのは初めてだ。

			　どうしようもなく、不快だ。

			「ねぇ、アマツさん。そうは思いませんか？　リューザスさんって――」

			「黙れ」

			　小首を傾げながら尋ねてきたルシフィナへ向けて、〝火炎弾〟を放つ。

			　激しく射出された炎は、ルシフィナに触れる前に掻き消えた。

			　いつの間にか、彼女が取り出していた一本の大剣によって。

			「リューザスさんとの会話からして……貴方、本当にアマツさんなんですね。驚きましたよ、生きていたなんて。……ちゃんと、殺したはずなのに」

			　ルシフィナの顔から嘲(ちよう)笑(しよう)が消え、蔑むような表情に変わる。

			　それは、殺意と悪意、そして僅かな怒気を滲ませた口調だった。

			「久しぶりだな、ルシフィナ」

			「三十年ぶりですね。勇者と聞いた時はどんな人なのかと期待していましたが……まさか、また貴方だとは思いませんでしたよ」

			「あれじゃ、死んでも死に切れないんでな。お前達に復(ふく)讐(しゆう)するために帰ってきたよ」

			　ルシフィナが目を細め、嘲るように口元を歪(ゆが)ませる。

			「まあ、確かにあんな死に方じゃ、死に切れませんよね。今でも覚えていますよ。死ぬ直前の、貴方の顔は。ふふ、とっても可笑しかったです」

			　くすくすと、ルシフィナの笑みが迷宮に反響する。

			「それにしても……」

			　チラリと、ルシフィナがエルフィへ視線を向けた。

			　エルフィは、片目でルシフィナを睨み付けている。

			「……酷いです、アマツさん。あんなに私と仲良くしてくれたのに、たった三十年で、もう別の女の人を見つけたんですか……？　私、泣いてしまいそうです」

			　目元に手を当てて、ルシフィナが涙を拭うような素振りをする。

			　口元は、悪意で歪(ゆが)みきっている。

			「『二人っきりの時は伊織と呼んで欲しい』だなんて、あんなに可愛らしいことを言ってくれたのに！」

			　戯言を並べながら、ルシフィナは胸を押さえ、悲劇のヒロインを気取っているようにクルクルと回る。

			　ドレスを揺らしながらの、その演技ぶった態度に、

			「不快だ、ハーフエルフ」

			　俺が動くよりも早く、エルフィが魔眼を発動した。

			　大剣を振り下ろし、ルシフィナは灰(かい)燼(じん)爆を正面から容易く両断する。

			　片目が使えないことによって、やはり魔眼の威力は低下してしまっているらしい。

			「……嫌ですね、エルフィスザークさん。嫉妬ですか？」

			「貴様は、そうやって戯言を口にするためにここまで来たのか？　ならば、もう十分だろう。楽しませてくれた褒美に、その四肢を斬り落としてやる」

			「……つまらない人ですね」

			　ルシフィナが、再び俺の方へ視線を向けてきた。

			「こんな人のどこが良いんですか、『伊織』さん？」

			「……それが、お前の本性か」

			　こちらの神経を、いちいち逆なでしてくれる。

			　吐き気がするほどに、不愉快だ。

			「さて、どうでしょう。これは演技で、内心では、本当は誰もが笑って過ごせる、そんな幸せな世界を作りたいと強く願っているかもしれませんよ？」

			　ルシフィナは、おどけるように肩を竦(すく)ませる。

			　まともに会話する気はないらしい。

			「……不愉快だ。もう、黙れ」

			　リューザスとの戦いで消耗が激しい。

			　いつもと違って、一瞬だけ心象魔術を発動する、ということは難しそうだ。

			　まともに発動するには、条件を揃えなければならないだろう。

			　エルフィの傷も、治りきっていない。

			　何か、手を考える必要がある。

			「私も不愉快です。宮廷道化師なリューザスさんの喜劇は楽しめましたが、アマツさんが生きていたのは最悪でした」

			　ルシフィナが、大剣を持ち上げる。

			　それは、紫色に輝く不可思議な形状の剣だ。

			　三十年前に彼女が使っていた、選ばれた者にしか扱うことのできない魔剣――『天理剣』。

			「……不愉快で仕方ないので」

			　……何だ？

			　ルシフィナの態度に、どこか違和感を覚える。

			　まるで、何かを焦っているような――。

			「――もう一度、死んでください」

			『天理剣』は、使い手の魔力を瞬間的に数倍にも跳ね上げる。

			　自身の魔力を上昇させ、ルシフィナがそれを斬撃として放とうと大剣を持ち上げた。

			　当然、そんなものは撃たせない。

			「――〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟」

			「――〝魔眼・灰(かい)燼(じん)爆〟」

			　それよりも早く、俺とエルフィの魔力が炸裂した。

			　魔技簒奪で大剣の効果を一瞬抑え、エルフィが加減なしの魔眼を撃ち込む。

			　ルシフィナは、対処する間もなく爆発に飲み込まれた。

			「……ふざけた女だ」

			「一緒に旅をしていた時は、あんなんじゃなかったんだがな」

			「……本当に、ちゃんと旅ができていたのか？」

			「自分でも自信がなくなってきたよ」

			　今、エルフィの魔眼は確実に命中していた。

			　威力が落ちているとはいえ、あれが直撃すればタダでは――。

			「――余所見だなんて、余裕ですね」

			　背後から、ルシフィナの声。

			　唐突に、気配が現れた。それも、二人分。

			「――――」

			　ルシフィナの背後に、一人の魔族が立っているのが見えた。

			　軍服を身に纏(まと)った、深緑の髪の女性だ。

			　山羊のように捻れた角が、頭部から生えている。

		

	
		
			[image: p_265.jpg]
		

	
		
			　魔力を最大限にまで高めた『天理剣』を振り下ろした。

			「――〝魔毀封殺(イル・アタラクシア)〟ッ!!」

			　とっさに、盾を展開する。

			　だが、こんな物ではルシフィナの攻撃は防げない。

			　時間稼ぎにしかならない。

			「エルフィ、魔脚で回避を――」

			　声を掛けるも、返事はなかった。

			「どうして、お前が……」

			　隣で、エルフィは絶句していた。

			　驚(きよう)愕(がく)を顔に貼り付け、大きく見開いたその瞳は、深緑の魔族を捉えている。

			「エル――」

			　斬撃が放たれた。

			　魔毀封殺が耐えたのは、ほんの一瞬。

			　直後、俺達はルシフィナの斬撃をモロに喰らい、背後へ吹き飛ばされた。

			「――――ッ」

			　背後にあるのは、魔天失墜(イクリプス)で開けた大穴――。

			　俺達は、そのまま迷宮の外に放り出された。

			　視界一杯に、曇天が広がる。

			　直後、すべての内臓が浮かび上がるような浮遊感とともに、地上に向けて急激に落下を始めた。

			「う、お……ッ」

			　その感覚に、思わず息を呑む。

			　忌光迷宮は、塔の形になっている。

			　最上部はかなりの高さだ。落ちれば、タダでは済まない。

			　俺と同じように、エルフィも地上に向けて落下していた。

			　銀色の髪が揺れているのを、どうにか視界の端に捉える。

			「伊織！　手を掴め！」

			　そう叫びながら、エルフィが手を伸ばしてくる。

			　魔脚ならば、ここから落ちても何とかなる。

			　揺れる視界の中、どうにかエルフィの手を掴もうとして――、

			「させませんよ？」

			「――！」

			　頭上から、大剣が落ちてきた。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀で何とか防ぐも、一気に下へ叩き落とされる。

			　気付けば、頭上にルシフィナと魔族の姿があった。

			　まただ。何の前触れもなく、目の前に現れた。

			　高速移動とかいう次元じゃない。

			「……くッ」

			　落下する俺を助けようと、エルフィが魔脚を発動しようとするが、

			「……檻よ」

			「なっ」

			　魔族が何かを唱えた瞬間、エルフィの体が黒い檻に囚われた。

			　何らかの魔力付与品(マジツクアイテム)に包まれ、エルフィの動きが止まる。

			「エル――」

			「余所見しちゃ嫌です。私を見てください」

			　魔技簒奪を使おうとするが、ルシフィナがそれを許さなかった。

			　空中で、視界が交差する。

			　俺と同じように落下しながら、ルシフィナが『天理剣』を持ち上げた。

			「……ああ、やっぱり貴方に見られると不愉快ですね」

			「英雄(ザ)――」

			「落ちて、死んでください」

			　心象魔術も間に合わず、俺は斬撃に飲み込まれた。

			　防御態勢を取るも、防ぎきれるはずもなく、全身がバラバラになったかのような衝撃に襲われる。

			　視界が乱れ、急激に落下する。

			「……エル、フィ」

			　落下の中、檻に囚われたエルフィの姿を遥か頭上に捉えた。

			　エルフィの檻を、ルシフィナと魔族が掴んでいるのが見える。

			「――――」

			　直後、三人が一瞬にして視界から消失した。

			　頭上を探すも、影すら見つけることができなかった。

			　そして、三人がどこへ消えたのか、今の俺に気にしている余裕はない。

			「く、そ――」

			　手足を動かすこともできず――。

			　俺は凄まじい勢いで地上へと落下していった。

		

	
		
			　

			第十四話　『四天王・歪曲』

			　

			　伊織が忌光迷宮から落下する、少し前。

			　聖都シュメルツは大騒ぎになっていた。

			　戦力を整え、突入を目前に控えていた忌光迷宮が何者かによって討伐されたから――ではなく、魔王軍が突如として教国に現れたからだ。

			　魔物と魔族を合わせて、軍勢は一万を越えていた。

			　偵察部隊からの報告によると、四天王〝歪曲〟の姿も確認されている。

			　何らかの魔力付与品(マジツクアイテム)が使用されたのか、教国が気付いた時には、魔王軍は聖都の目前にまで迫ってきていた。

			　この報せを受け、聖堂騎士団は迅速に動いた。

			　一番隊の騎士が、教主を始めとするメルト教団関係者や、暮らしている人々の避難誘導を開始。同時に、二番隊の騎士がシュメルツを囲む大聖門の周囲に展開した。

			　未だ三番隊は聖都に来ておらず、到着には数時間が必要となる。

			　聖堂騎士団は、シュメルツで籠城戦を行うことに決めた。

			「……なんて数だ」

			　大聖門から外の様子を見下ろした一人の騎士が、震え声で呟いた。

			　周囲に広がる豊かな草原の中、溢れんばかりの異形が登り始めた朝日に照らされている。

			　見慣れた風景を覆い尽くす地獄のような光景に、周囲の騎士達も思わず喉を鳴らした。

			　三十年前の戦いから、魔王軍はあまり大きな動きは見せてこなかった。

			　討伐されたはずの迷宮が再び動き出した、魔王城に近付いた軍が壊滅した、青髪の鬼と金髪のハーフエルフが村を焼き尽くした――など、いくつも動きはあったが、万を越える軍勢が外に出てきたことは、しばらくなかったはずだ。

			「まさか、オルテギアが復活したのか……？　それで、手始めに教国を滅ぼそうとしているとか……」

			「ありえない話ではないな。少し前に翼竜が攻撃してきたのは、偵察だったのかもしれん」

			「ジョージやマルクス前隊長の失踪したのも、魔族絡みだったのかもな」

			「じゃあ、少し前に忌光迷宮が止まったのはなんでだ……？」

			　そんな憶測が飛び交う中、

			「！」

			　遂に魔王軍が動き出した。

			　万を越える異形が雄叫びを上げ、土煙を巻き上げながら大聖門に向かって突撃し始める。

			　空を飛び交う龍種が、大聖門の上空へ向かって翼をはためかせる。

			「恐れることはない！　我々にはメルト様のご加護がある！」

			　魔王軍の動きに合わせ、部隊長が声を張り上げた。

			「薄汚い魔族どもを、聖都に入れるなッ！　攻撃開始ッ!!」

			　号令とともに、大聖門の上から迫り来る軍勢に向けて魔術が掃射される。

			　魔術に飲まれ、先頭の魔物達が爆ぜていく。

			　空から襲い来る龍種は、大聖門上空に張られた結界に阻まれ、動きを止めたところを魔術で撃ち落とされていった。

			　しかし、それだけでは魔王軍の動きは止まらない。

			　仲間の残骸を乗り越えて、次々と魔物が押し寄せてくる。

			　ただ愚直に前進するだけでなく、大聖門に向かって魔術を放ってくる魔物もいた。

			「レジスト！」

			　即座に防御魔術が展開され、攻撃が無効化される。

			　間髪入れず、騎士による魔術や弓が再び魔物に降り注いだ。

			「魔力付与品(マジツクアイテム)とポーションはまだか！」

			「詠(えい)唱(しよう)完了！　いつでも撃てます！」

			「矢が足りない！　すぐに補給しろ！」

			　慌ただしく走り回り、魔王軍を迎え撃つ騎士達。

			　彼らの攻撃は、未だ魔物の一匹も大聖門に辿り着けていない。

			「よし、行けるぞ」

			「魔王軍め、我々を侮(あなど)るなよ……！」

			　援軍の三番隊が到着するまで、あと数時間。

			　決して油断できる状況ではないが、魔王軍を前にして聖堂騎士団は戦えている。

			　このまま時間を稼ぎ続ければ、目の前の魔王軍を倒すことも可能なはずだ。

			「……まだだ」

			　楽観視する騎士達に向け、部隊長が険しい声をあげた。

			「相手は魔物だけではない。背後には、強大な魔族が控えている」

			「強大な、魔族……」

			「四天王……〝歪曲〟の姿も目撃されている。気を緩めるな」

			　部隊長の言葉で、楽観視していた騎士達が気を引き締め、再び対処に当たる。

			　それから十数分、負傷者を出しながらも、聖堂騎士団は大聖門を守り続けた。

			　このまま守り続ける――そう誓う騎士達だったが。

			「……！」

			　一人の魔族が、魔物に混じって前に出てくるのが見えた。

			　薙刀を手にした、青髪の男だ。

			「何だ……!?」

			　その魔族が出てきた瞬間から、放った攻撃が見当違いの方向で逸れ始めた。

			　魔物には当たらず、矢や魔術は地面をえぐるばかりだ。

			「しゃらくせえ。無駄な犠牲を出すくらいだったら、一気に終わらせてやるよ」

			　退屈そうに呟くと、魔族は大聖門に向かって真っ直ぐに歩き始める。

			　騎士達が魔族を集中して攻撃するも、すべての攻撃は逸れてあらぬ方向へと飛んでいってしまう。

			「――デカイの、行くぜ」

			　青髪の魔族が、薙刀を持ち上げる。

			　ぐにゃりと空間がねじ曲がるような感覚とともに、魔族の薙刀に魔力が集中していく。

			「警戒しろ！　何か来るぞ」

			　部隊長が警告を発するのと同時に、薙刀が振り降ろされる。

			「な――」

			　大地を刳(えぐ)りながら、何かが大聖門に迫り来る。

			　攻撃は弾かれ、防御魔術は呆気なく崩壊する。

			　何かが大聖門に到達した瞬間、世界がひっくり返るような激震が走った。

			「――にを」

			　騎士達が状況を理解するよりも早く、

			「――もう一丁ぉッ!!」

			　薙刀が振り下ろされる。

			　連続して圧倒的な魔力が城門に叩き付けられ、やがて――、

			「うわああああッ!?」

			　凄まじい粉砕音が響き渡った。

			　上に乗っていた騎士を巻き込みながら、純白の門の一角が崩壊していく。

			「馬鹿な、大聖門が……」

			　門の背後に控えていた騎士達が絶望を浮かべるとの同時に、

			「悪ぃな。邪魔だったんで、ぶっ飛ばしちまったぜ」

			　青髪の魔族が、牙を剥くような鋭い笑みを浮かべる。

			『グオオオオオオッ!!』

			　そして、咆(ほう)哮(こう)とともに、砕けた城門に向かって、魔物が殺到し始めた。

			「う……ぁ」

			　大聖門は、シュメルツに住む者の心の支えの一つだ。

			　騎士にとっても、それは同じこと。

			　長きにわたってシュメルツを守り続けた大聖門が砕かれたという事実に、中には固まってしまう騎士もいた。

			　騎士達が萎縮し始める、その瞬間。

			「――狼狽(うろた)えるな」

			　凜とした声が、大聖門に響き渡った。

			　藍色の髪を揺らしながら、部下を引き連れて一人の騎士が声を張り上げる。

			　そこにいるのは、第二番隊騎士を束ねる男。

			　二番隊隊長代理、レオ・ウィリアム・ディスフレンダーだ。

			「私達は、聖堂騎士団だ。迫り来る魔物の脅威に怯える人々を守れるのは、私達しかいない」

			　レオが剣を振る。

			　旋風が巻き起こり、砕けた大聖門を吹き抜けて迫り来る魔物を飲み込んだ。

			　無数の魔物が、一瞬にして細切れになっていく。

			　その力強さに、騎士達が勇気付けられる。

			「屈するな。立ち上がり、剣を取れ。奴らから、大切なものを守るのだッ!!」

			「お――おォおおおおおッ!!」

			　恐怖を呑み込み、騎士達が立ち上がる。

			　自分達の使命を胸に抱き、大切な物を自らの手で守るために。

			　城壁が崩れた今、彼らに残された手は一つしかない。

			「全軍、突撃――ッ!!　奴らを聖都に入れさせるな!!」

			　レオの号令とともに、待機していた部隊が攻撃を開始する。

			　城壁の中へ魔物を入れさせないため、魔物に立ち向かっていく。

			　魔物と騎士が、正面から激突した。

			「うおおおお!!」

			『ギィイイイッ』

			　槍で貫き、魔術で吹き飛ばし、剣で両断する。

			　鍛え抜かれた聖堂騎士にとって、通常の魔物を倒すのはそれほど難しいことではない。

			　ただし、数匹ならば。

			「ご、がぇッ」

			「ぎゃあああッ!?」

			　次から次へと湧いて出る魔物に対処し切れなくなり、犠牲者が出始める。

			　魔物と人間の血が吹き出し、草原を赤く染め上げていった。

			「怪我をした者はすぐに下がれ！」

			「高位治癒(ハイ・ヒール)」

			　支援部隊が治癒魔術でサポートするも、怪我人の多さに間に合っていない。

			　態勢を立て直す間もない、魔物の突撃。

			　先ほどまでと一変して、良くない状況が続いていた。

			「なんだ!?」

			　それに加え、遠くに聳える忌光迷宮から黒い光が吹き出すのが見えた。

			　圧倒的な魔力の波動が、停止したはずの迷宮で迸っている。

			　気を取られ、傷を負った騎士も少なくない。

			「……仕方ない」

			　戦況を見て、レオが呟いた。

			　迷宮で何が起きているのか、レオは何となく分かっている。

			　今は、目の前の魔物を優先するべきだ。

			　あの魔族による圧倒的な一撃で、戦況は大きく不利に傾いてしまった。

			　戦況を整えるのならば、同じく圧倒的な一撃を放つしかあるまい。

			「隊長、アレを使うつもりですか？」

			「ああ。私が、戦況を整えるための時間を作る。その間の指揮は任せた」

			「はっ」

			　レオが部隊を率いて、前に出る。

			「――その鎧(よろい)は如何なる攻撃をも弾く」

			　戦場に、レオの言葉が響き渡った。

			「――その剣は如何なる敵をも断つ」

			　レオの体から魔力が溢れだし、広がっていく。

			「守りたい場所があるから。守りたい人がいるから」

			　後方で待機している者、怪我を負って動けない者。

			　彼らの体を、レオの魔力が包み込んでいった。

			「我らは決して、屈することはない」

			　同時に、レオと、彼が率いる騎士達の体に力が流れ込んでいく。

			「故に、我らは――」

			　魔力、筋力、敏捷力。

			　あらゆる力を、仲間同士で分配することができる心象魔術。

			　その名は、

			「――【無敵の騎士団(ナイツ・オブ・アンライバルド)】」

			　仲間から得た力を以って、レオ達が迫り来る魔物に攻撃を放った。

			　数十人の力を一つに束ねたその攻撃は、視界に広がる魔物達を瞬く間に消し飛ばしていった。その隙に、騎士達は態勢を立て直していく。

			「なるほど。お前が心象魔術を使える騎士か。噂は聞いてるぜ」

			「！」

			　門が破壊された時と同様に、レオの攻撃が唐突に逸れた。

			　同時に、青髪の魔族が姿を現す。

			「……守りたい奴がいるから、屈しない。良い言葉じゃねえか」

			「……貴様は」

			　警戒を高めるレオに向かって、その魔族は上機嫌に笑った。

			「――魔王軍四天王〝歪曲〟ヴォルク・グランベリアだ」

			「……！　聖堂騎士団・二番隊隊長代理。レオ・ウィリアム・ディスフレンダー」

			　四天王を名乗った魔族に目を細めながら、レオも名乗りを上げる。

			　歪曲――ヴォルクはそんなレオの様子に満足気に頷くと、薙刀を構えた。

			「じゃあ早速……と言いたいところだが」

			「……何だ？」

			「お前、勇者と元魔王を知らねえか？　そいつらを出せば、引いてやる」

			「何を言って……」

			　ヴォルクの言葉に眉を顰(ひそ)めたレオだったが、すぐにハッとした。

			　勇者と元魔王――その二人に心当たりがあったからだ。

			　訳の分からない組み合わせだが、脳裏にはあの二人が浮かんでいる。

			「何か知ってる風だな。その二人を連れてこい。お前らは助かるぜ」

			「――断る」

			　ヴォルクの言葉を、レオはバッサリと斬り捨てた。

			　自分とキリエ、二人を助けてくれた恩人を売るなどありえない。

			　そもそも、魔族の甘言に従うなど言語道断だ。

			　レオの即答に呆気に取られた表情を浮かべるヴォルクだったが、すぐにニヤリと笑みを浮かべた。

			　提案を蹴られたというのに、やけに嬉しそうな表情だ。

			「気に入ったぜ、お前。誰かを売って自分だけ助かろうとする奴より、よっぽど良い」

			　だが、とヴォルクは表情を鋭く引き締めた。

			「こっちも仕事なんでな。出さねえってんなら、お前をぶっ倒して行かせてもらう」

			「構えろ！」

			　薙刀を持ち上げたヴォルクに、レオ達が魔力を漲らせる。

			　相手は四天王、ここで倒すことができれば、戦況は大きく変わる。

			　今後……人間と魔族との戦いにも、大きな影響が出てくるだろう。

			「――行くぞ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔力が弾け、大気が歪(ゆが)む。

			　レオとヴォルクの戦いは、熾烈を極めていた。

			　踏み込み、騎士剣を振るレオの斬撃を、ヴォルクは薙刀を巧みに操って受け流している。

			　人間より遥かに高い身体能力を持つ魔族であるということを考えても、ヴォルクの薙刀捌きは卓越していた。

			　何人もの力を束ねた騎士が、ヴォルクに一太刀浴びせることしか叶わない。

			「はっはぁ！」

			「ふっ!!」

			　だが、レオの技量はヴォルクに劣ってはいない。

			　薙刀に対する間合いの短さを、体捌きで、剣捌きで埋め、鋭い一撃を放っている。

			　レオの技量に、他の騎士の力を上乗せした攻撃。

			　――それでも、ヴォルクには当たらない。

			　刃がヴォルクに迫った直前、攻撃が逸れてしまうのだ。

			　門の上からの魔術が逸らされたのと、同じ現象。

			　空間を歪曲させる魔術など、レオは寡(か)聞(ぶん)にして知らなかった。

			「……ッ」

			　正体不明の能力に、レオが距離を取ろうとステップを踏む。

			「行かせねぇよ！」

			　ヴォルクは強く踏み込み、レオに追随した。

			　斜めから振り下ろされる薙刀を、レオは体捌きで回避する。

			　だが、

			「おらよッ！」

			「!?」

			　グニャリと薙刀が歪(ゆが)んだかと思うと、その軌道が変化した。

			　回避したはずの攻撃が、レオの肩を斬り裂く。

			「隊長！」

			「……大丈夫だ！」

			　部下を下がらせ、不敵に笑うヴォルクを睨む。

			「おら、どうした！　そんなもんか、騎士の力は！」

			「……舐めるなよ」

			　そう言って、レオが前に踏み出そうとした時だった。

			「!?」

			「……なんだ？」

			　唐突に、魔王軍の遥か後方で爆発が起こった。

			　遠目にだが、紅(ぐ)蓮(れん)の爆炎が連続して瞬くのが見える。

			（後方で、誰かが魔物と戦っている……？　三番隊か？　いや……）

			　思考するレオと同じように、ヴォルクも訝(いぶか)しげな視線を後方に向けていた。

			　そんな彼の下に一人の魔族が駆けて来て、何かを伝える。

			「……ルシフィナどもが？　チッ、連絡が遅ぇんだよ」

			　ヴォルクが、何か苛立ったように舌打ちする。

			　魔族が語っている内容は、レオには聞こえない。

			（……だが、今のうちだ）

			　ヴォルクが魔族と会話している間に、レオは負傷していた仲間に向けて治癒効果を持つ魔力付与品を使用した。

			　薙刀によって傷付いた体が、瞬く間に治っていく。

			「……まあ良い。こっちの決着だけは付けておくぜ」

			「……！」

			　グルリとヴォルクが視線をこちらへ向け、猛然と突っ込んできた。

			　その速度に意表を突かれるレオだが、何とかその攻撃に対応する。

			「聖堂騎士の隊長なんざ、生かしておけばどれだけの仲間が殺されるか分かんねえ。隊長の中には〝人類最強〟とか呼ばれてる化物もいるんだろ？」

			「ぐッ」

			「悪ぃが、仲間のために、お前にはここで死んでもらう」

			　ヴォルクの膂力に、レオが弾き飛ばされる。

			　靴底をすり減らしながら、何とか勢いを殺す。

			　止まった頃には、すでに目の前にヴォルクの姿があった。

			　魔術を放つも、相変わらずヴォルクには命中しない。

			「……こんなところで、死ぬわけにはいかない！」

			　背後に控えているすべての騎士の力を、自分に集中させる。

			　接近してくるヴォルクに向けて、レオは持てるすべての力を込めた斬撃を放った。

			　巨大な斬撃が大地を削りながらヴォルクに迫る。

			「――ッ!!」

			　その一撃は、逸れなかった。

			　ヴォルクは目を見開き、薙刀を上段から振り下ろした。

			　魔力が激突し、衝撃が草原を揺らす。

			「おぉおおらあああああああッ!!」

			　地を震わすかのような咆(ほう)哮(こう)とともに、ヴォルクが薙刀に力を込める。

			　何十メートルも後退させられながらも、そのまま薙刀を振り下ろした。

			　レオの斬撃が両断され、消滅する。

			「はぁ……はぁ……。仲間の力を自分に集めやがったのか……」

			　斬撃を受けた衝撃で痺(しび)れた両腕に視線を落としながら、ヴォルクは呆然と呟く。

			「仲間が増えれば増えるだけ強くなる、か。……お前をここで生かしておくと、後々マジでやばいことになりそうだ」

			　直後、ヴォルクは一息でレオとの間合いを詰める。

			　そして、薙刀による全力の一撃をレオに叩き付けた。

			「がッ」

			　レオは騎士剣で防御するも、威力を殺し切れずに弾き飛ばされ、地面を転がる。

			「……終いだな」

			　そう言って、ヴォルクが近づいてくる。

			　周囲の騎士達が駆けて来るが、間に合わない。

			「……悪く思うなよ。お前は、ここまでだ」

			「キリエ……ッ。僕は、こんなところで死ぬわけには……！」

			「じゃあな」

			　尚も足(あ)掻(が)こうとするレオに、ヴォルクは敬意を表するように目礼すると、薙刀を構えて――、

			「……何だ？」

			　振り下ろす前に、空を見て動きを止めた。

			　朝日が昇った空、忌光迷宮のすぐ上を、何か黒い物が高速で飛行している。

			　二対の翼をはためかせていることから、龍種で間違いない。

			　だが、その種族が問題だった。

			　漆黒の鱗(うろこ)に覆われた、通常個体を遥かに上回る個体を持った龍種。

			　飛行していたのは、〝黒炎龍(カースドラゴン)〟だった。

			「……黒炎龍なんぞ、連れて来てないはずだ」

			　空を見て、ヴォルクが小さく呟く。

			　黒炎龍は、凄まじい速度でこちらに向かってきている。

			「……嫌な予感がしやがる。おい、あいつを撃ち落とせ！」

			　自身の勘に従って、ヴォルクはそう指示を出した。

			　魔族達が、飛来する龍種に向けて対空魔術を放つ。

			　黒炎龍は高速で回避していくが、魔族の攻撃は徐々に数を増していく。

			　やがてこれ以上は進めないと判断したのか、黒炎龍が進行を停止した。

			　その、直後。

			「……ああ？」

			　黒炎龍の背中から、何か黒い物が落下するのが見えた。

			　それは急速に落下し、魔物が犇(ひし)めく草原へと着地した。

			　衝撃で地面が砕け、真下にいた魔物が吹き飛んでいく。

			「……余所見とは、余裕だな！」

			「……ッ」

			　黒炎龍に気を取られていたヴォルクに、レオの刃が迫る。

			　とっさに薙刀で受け、ヴォルクはその勢いを利用してレオから距離を取った。

			　今の間に、騎士達がレオの周囲に集まってきていた。

			　傷を負ったレオを治癒魔術で癒やし、支えながら後退し始めている。

			「逃がすかよ」

			　止めを刺そうと、ヴォルクが魔術を放とうとした時。

			「――――」

			　大きな爆発が起こった。

			　それは、先ほど何かが落下した地点だ。

			　魔物達の断末魔が聞こえてくる。

			「ルシフィナ、レフィーゼ。あいつら、まさか……」

			　目が眩むような輝きとともに、何かが動き始めた。

			　数十数百の魔物を蹴散らしながら、閃(せん)光(こう)が戦場を駆け抜けていく。

			　巨大な魔族も、強大な魔族も、閃(せん)光(こう)は区別なく消し去る。

			　そして、

			「しくじりやがったのか……！」

			　五メートルほどもある大鬼(オーガ)が二つに割れ、一人の男が姿を現した。

			　それは、赤い魔力服を身に纏(まと)った黒髪の少年だった。

			　年齢は十六歳前後で、容姿にはまだ幼さが残っている。

			　自身の血なのか、魔物の血なのか、全身にベッタリと血が付着していた。

			　少年の体から迸る魔力に、大地が揺れている。
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			「……どこだ」

			　翡(ひ)翠(すい)色の剣を片手に、少年が低い声を発した。

			「エルフィは……エルフィスザークは、どこだ」

			「――――ッ」

			　血に濡れた髪の間から覗(のぞ)く黒い目に、ヴォルクは思わず息を呑んだ。

			　そこに浮かんでいたのが、すべてを呑み込むような憤(ふん)怒(ぬ)の色だったからだ。

			　とてもではないが、十六やそこらの子供ができる表情ではない。

			『ヴォオオオッ!!』

			　少年の背後から、大鬼(オーガ)が不意打ちを仕掛けた。

			　巨大な棍棒を、上段から振り下ろす。

			　直後、その棍棒ごと、大鬼はこの世から跡形もなく消し飛んでいた。

			　少年は振り返ることすらせず、大鬼を一撃で消し飛ばしたのだ。

			「やはり、生きていてくれたか……！」

			　後退しながら、レオは少年の姿を見て安(あん)堵(ど)した。

			　あの二人がそう簡単にやられるわけがないのだ。

			（だが……あれは）

			　同時に、これまで見た彼とはまったく異なる雰囲気に息を呑んだ。

			　今の彼は、前回会った時とは見違えるほどの殺気を撒き散らしている。

			「答えろ。エルフィスザークはどこだ」

			「……なるほどな。お前が今代の勇者ってわけか。大した気迫じゃねえか」

			　答えないヴォルクに対して、少年は再度問う。

			「次はない。エルフィスザークはどこにいる」

			「嫌いじゃないぜ。仲間のために、ブチ切れるその姿勢。同族を殺してヘラヘラ笑ってるあいつらより、よっぽど好感が持てる」

			　次の瞬間、斬撃がヴォルクに襲い掛かっていた。

			　だが、命中する直前で斬撃はそれ、あらぬ方向へ飛んでいってしまう。

			　少年は、無言のまま飛んでいった斬撃を一瞥した。

			「『曲がれど折れず』っていうのが、俺の信条でね。屈服はしねぇが、状況には柔軟に対応するっていう意味だ」

			「…………」

			「俺がそのエルフィスザークの場所を言いたくなるよう、曲げてみな」

			　ニヤリとヴォルクが笑みを浮かべるのと同時。

			　少年――伊織が、凄まじい勢いで斬り掛かっていった。

		

	
		
			　

			第十五話　『終わる戦場』

			　

			　――戦場で、人間も魔族も時が止まったように固まっていた。

			　数瞬前まで、魔術が吹き荒れ、刃が交差し、血の花が咲き狂っていた戦場。

			　それが今や、大きく様変わりしていた。

			　戦場の最前線では、局地的な嵐が起きたかのように破壊が撒き散らされている。

			『ヴォオオオオッ!!』

			　知能のない魔物が嵐に立ち入ろうとして、瞬く間に血霧に変わる。

			　立ち尽くしていた魔物が、破壊の余波によって砕け散っていく。

			　人も魔族も、その嵐に飲まれぬように逃れ、災害のような戦いを呆然と眺めていた。

			「おらおらおらおらおらァ――ッ!!」

			　嵐の中央で、ヴォルクが咆(ほう)哮(こう)する。

			　両手で握る薙刀を体の一部のように自在に扱い、魔力を乗せた刃を振り回している。

			「…………」

			　血に濡れた黒髪を揺らしながら、伊織はその連撃を『翡(ひ)翠(すい)の太刀』で受け流していく。

			　弾かれた斬撃が後方へ流れ、様子を見ていた魔物が巻き込まれた。

			　龍種の堅牢な鱗(うろこ)すら砕くヴォルクの剛剣は、伊織の柔剣によって滑り、未だ掠りもしていなかった。

			「――――」

			　薙刀による攻撃を受け流した伊織が、返し技をヴォルクに放つ。

			　呼吸の間を縫うかのような、精密な一撃。

			　圧倒的な剣速にヴォルクが目を剥くのと同時に、伊織は剣を振り終えていた。

			「っと。……危ねえな」

			　汗を垂らしながらも、ヴォルクはニィっと口元を歪(ゆが)ませる。

			　確実にヴォルクを斬り裂いたはずの刃は、またもや空を切っていた。

			　ヴォルクは未だ無傷のままだ。

			「…………」

			　振り下ろした刃が唐突に別の方向を向いたかのような奇妙な感覚に、伊織が目を細める。

			　即座に同時に片手で火球を生み出して撃ちこむも、やはり火球はヴォルクに当たらない。

			「おらよぉ!!」

			　上下左右、あらゆる方向から、薙刀の刃が伊織に迫る。

			　一撃一撃が人体を粉々に砕いて余りある、化物じみたヴォルクの斬撃だが、伊織は正面からそれを弾いている。

			　刃が交わる度に戦場が揺れ、地面がひび割れていく。

			「何だよ……あれ」

			「四天王と戦っているのは、本当に人間か……？」

			「一番隊の隊長クラスじゃないか？」

			　あまりに人間離れした伊織の動きに、戦況を見守る騎士達は思わずそう呟いた。

			　それも、無理もないだろう。

			　伊織の一撃によって、数十という魔物が巻き込まれて消し飛んでいるのだから。

			「あいつ、四天王を押してるぞ……」

			　騎士達の視線の先、伊織と刃を交えたヴォルクが、力負けして何メートルも後ろに後退させられていた。

			「く……おおッ。おいおい……なんつー力だよ、お前」

			　即座に反転し、ヴォルクが反撃に移る。

			　攻撃の軌道を悟らせぬよう、クルクルと薙刀を回転してから、左斜めからの一撃。

			　顔色一つ変えず、伊織は攻撃の軌道を読み、対処へ移る。

			「――――」

			　瞬間、薙刀の軌道がグニャリと歪(ゆが)んだ。

			　左斜めから、横薙(な)ぎへと攻撃が変化する。

			　伊織は人間離れした跳躍力で後方へ下がり、ありえない軌道からの攻撃を回避した。

			「……なるほどな」

			　着地と同時に襲いかかってきた魔物を一瞥すらせずに消滅させながら、伊織は静かに口を開いた。

			「お前のそれは、心象魔術か」

			「はっ。……ご名答」

			　能力を言い当てた伊織に、ヴォルクが上機嫌に口笛を鳴らした。

			「曲がれども折れず――っていうのが、そのまんま俺の心象らしくてな。グニャリグニャリと、空間を曲げられるってわけだ」

			　心象魔術はその人間の心を形にした魔術だ。

			　ヴォルクの場合は、それが〝歪曲〟という形で現れている。

			　どんな重い攻撃であろうと、軌道を曲げることによって攻撃を逸らす。

			　これまで攻撃が当たらなかったのは、心象魔術の力によるものだ。

			「……で。ネタが分かったところで、どうする気だ？」

			　自身の心象に、ヴォルクは絶対の自信を持っている。

			　たとえ正体を見破られようと、この歪曲を破ることはできない。

			　薙刀を弄びながら、ヴォルクは余裕気な態度で伊織を挑発するが――、

			「――っおお!?」

			　直後、目前に迫っていた伊織の刃に大きく仰け反った。

			　顔に焦りを浮かべながら、何とか刃を回避する。

			　歪曲させていたはずの空間を突き破り、攻撃が迫ってきたからだ。

			　柔軟に体をしならせ、ヴォルクは伊織の追撃を危ういところで躱(かわ)す。

			「お前の戦いは、空から見ていた。戦いの中で、お前は相手の攻撃を直接薙刀で防いでいたな」

			「何だと」

			　その言葉に、ヴォルクは二重の意味で驚(きよう)愕(がく)する。

			　あの距離から、こちらを視認していたこと。

			　そして、歪曲の弱点を見抜かれたことに。

			「だから推測した。お前のそれは、一定以上の威力、もしくは魔力を持った攻撃は受け流せないのではないか、と」

			「――――」

			「当たりのようだな」

			「ッ」

			　一切の感情を見せず、伊織は冷たく言ってのける。

			「なら、魔力を込めて斬れば良いだけだ」

			　そこから、伊織の攻撃が激化した。

			　刃を覆う魔力の量が跳ね上がり、上下左右斜め刺突、四方八方あらゆる方向から、ほぼ同時に攻撃が飛んでくる。

			　その一撃一撃に、歪曲を突破できるだけの魔力が込められていた。

			「マジかよ、お前ッ」

			　歪曲を破れるだけの魔力を込めれば良い。

			　単純だが、確かな対処策だ。

			　伊織の言う通り、あまりに強力な攻撃は歪曲で受け流すことはできない。

			　レオが放った斬撃も、歪曲では対応しきれなかったから薙刀で受けたのだ。

			　ただし、ヴォルクの歪曲を突破できるのは、火力に特化した上級魔術以上の攻撃のみ。

			　人間が、おいそれと放てるような威力ではない。

			　心象魔術を使用できるレオですら、渾(こん)身(しん)の一撃でなければ歪曲を突破できなかった。

			「おいおいおいおいおいッ!!　何つーガキだ!?」

			　全身から汗が噴き出すのを感じながら、ヴォルクは伊織の攻撃を必死に防いだ。

			　ヴォルクの戦闘力は歪曲に依存しない。

			　混ざり者ではあるが、魔族の血からくる人間を凌駕した膂力と、これまで積み上げてきた卓越した技術を利用した薙刀術は圧倒的だ。

			「これが勇者……ッ!!　本気で化物レベルじゃねぇかよ!?」

			　――そんな彼をして、伊織の攻めに防戦一方になってしまっていた。

			　翡(ひ)翠(すい)の剣閃が奔(はし)る。

			　常人には、無数の光が宙を泳いでいるようにしか見えないだろう。

			　そんな斬撃を、ヴォルクは懸命に受け止めていた。

			　ただし、伊織の腕がブレる度に、全身の肉が少しずつ削がれ始めていた。

			「ヴォルク様を助――」

			　追い詰められているヴォルクを助けようと、戦いの行方を見守っていた魔族が動こうとするが、

			「がばっ!?」

			　その瞬間に肉塊に変わっていた。

			　ヴォルクを追い詰めながらも、伊織には斬撃を飛ばす余裕が残っていたのだ。

			「エルフィスザークの居場所を教えろ。邪魔をしなければ、殺しはしない」

			「……はっ。やっぱ、お前みたいなのは好きだよ」

			「――――」

			　警告に対し、ヴォルクはそれでも不敵に笑みを浮かべた。

			　伊織の視界が、これまでの比ではないほどに大きく歪(ゆが)む。

			　質の違う魔力の動きを警戒した伊織は、大きく後ろへ跳んだ。

			「……大切な仲間は、命を賭しても守りたいモンだよな」

			　ヴォルクが薙刀を構える。

			「――俺だって、そうだ」

			　ヴォルクの周囲に、膨(ぼう)大(だい)な量の魔力が集中していく。

			　ねじ曲がった伊織の視界で、ヴォルクだけが正常な形を保っている。

			「――――」

			　突き出された薙刀の周囲で、魔力が高速で回転を始めた。

			　その回転は空間をねじ切り、どす黒い空間を生み出していく。

			　巻き上げられた草が飲み込まれ、跡形もなく消滅していくのが見えた。

			「――行くぜ」

			　伊織は悟る。

			　あの黒は、空間がねじ切れたことによって生じた虚無であると。

			　そして、アレがヴォルクの辿り着いた心象の奥秘であると。

			「――【曲がれど折れず、我は剣を謳う(ヴエイン・レルム)】」

			　虚無が捻じれ狂う。

			　竜巻のように回転しながら、槍先のように伊織へ向かって突き進み始めた。

			　虚無に触れた草原が、瞬く間に削り取られて消滅していく。

			「こんなところで、立ち止まってる暇はないんだよ」

			　苛立ちを短く吐き出すと、伊織は正面へと手を掲げた。

			「〝魔毀封殺(イル・アタラクシア)〟」

			　巨大な盾が出現し、【曲がれど折れず、我は剣を謳う】を正面から受け止めた。

			　激震が走り、衝撃は大聖門を突き抜けてシュメルツすらも揺らす。

			　騎士も魔族も、吹き飛ばされないように地面にしがみつくことしかできなかった。

			　虚無を受け止めるは、すべての攻撃を受け止め、削り、封殺する盾。

			　威力が殺され、虚無の勢いが衰えていく。

			　だが、盾も無事ではすまなかった。

			　大きくひび割れ、次第に崩壊を始めていく。

			　――やがて。

			　盾が崩壊し、かろうじて威力を残した虚無がその先を貫いた。

			　伊織の立っていた空間がまるごと消滅し、大きな穴が空いている。

			　仕留めた。

			　ヴォルクがそう考えたのは、ほんの一瞬だった。

			「な――」

			　影がさし、頭上を見上げた彼の視界に伊織の姿が広がった。

			　盾で自身の姿を隠し、大きく跳躍してヴォルクの目の前にまでやってきたのだ。

			　反射的に、薙刀で防御態勢を取るヴォルク。

			「――鬼剣・砕衝」

			「ッ、があぁ!?」

			　攻撃を受け止めた瞬間、ヴォルクの両腕に凄まじい衝撃が走った。

			　ヴォルクは、この技には見覚えがあった。

			　以前、ディオニスが使っていた技だ。

			　その時の経験から何とか衝撃を殺し、骨折を免れたヴォルクだったが、痺(しび)れた腕から薙刀を取り落としてしまう。

			「……っ」

			　そこへ、首元に刃を突き付けられた。

			　完全なる詰みだ。

			「強えな……お前」

			　絶対の自信を持っていた必殺の一撃を躱(かわ)された屈辱に歯を食いしばり、ヴォルクは絞り出すように賞賛の言葉を送る。

			「最後にもう一度だけ聞く。エルフィスザークはどこだ」

			　伊織の問いに、思わずヴォルクは頬を緩めてしまった。

			　正直に答え、邪魔をしなければ、伊織は本当に自分を見逃すということが分かったからだ。

			　悪鬼のような悍ましい表情と、言動から見える優しさのギャップが、どこか可笑しかった。

			　ただし、答えなければ容(よう)赦(しや)なく首を刎ねられるだろう、ということも理解できた。

			　優しくはあるが、甘くはない。

			　この男は、自分の障害になるものは容(よう)赦(しや)なく斬り捨てる冷徹さも兼ね備えている。

			「……俺の負けだ」

			　こういう状況で、『喋るくらいならば死ぬ』という者もいるだろう。

			　高いプライドと、強い意志を持つ、それはそれで立派な志だとヴォルクは考える。

			　だが、自分はそうではない。

			　折れる(死ぬ)くらいならば、曲げる(話す)。

			　大切な仲間達を守るため、こんなところで死ぬわけにはいかないのだ。

			「エルフィスザークは――」

			　元魔王の居場所を口にしようとした時だ。

			「……悪りぃ」

			「……なんだと？」

			「――時間切れだ」

			　直後、伊織の体を悪寒が走り抜ける。

			　予感に従って跳躍した直後、先ほどまで伊織が立っていた場所を刃が貫いていた。

			「……今のを躱(かわ)すか」

			「まあ、腐っても勇者ですからね」

			　いつの間にか、戦場に二つの影が現れていた。

			　緑色の髪と捻れた角を持つ魔族、〝消失〟グレイシア・レーヴァテイン。

			　そして、金髪のハーフエルフ、〝天穿〟ルシフィナ・エミリオールが。

			　二人とも体のあちこちから血を流しており、服も汚れていた。

			　誰と戦った結果そうなったのか、伊織は即座に悟った。

			「おい、あいつはどうした！」

			「くす。そんなにムキになって、やっぱりアマツさんってば、あの人のことが好きなんじゃないですか？」

			「お、前は……ッ」

			　苛立つ伊織へ、嘲(ちよう)笑(しよう)を浮かべたルシフィナが、冷たく告げる。

			「――殺しましたよ？」

			　瞬間、伊織から殺気が噴き出した。

			　そのおぞましさに、知能の低い魔物ですら本能的な恐怖にその場から逃走を始めている。

			　ヴォルクと戦っていてなお、これほどの殺気は出ていなかった。

			「……っ」

			「――――」

			　ヴォルクとグレイシアですら、あまりの殺気に息を呑む。

			　動じていないのは、薄ら笑みを浮かべたルシフィナだけだ。

			「そんなに怒らないでください。大丈夫ですよ」

			「……何を」

			「だって、貴方もそちら側に行けるんですから。エルフィスザークさんとは冥府で……って、ああそうでした！　エルフィスザークさんは、あんな惨めな死に方じゃ、冥府にはとても行けないですね。うふ、ごめんなさい」

			「ルシフィナァああああああああああああッ!!」

			　猛烈な勢いで伊織が踏み出した瞬間、

			「――ッ」

			　ガクン、と伊織の体から力が抜けた。

			　心象魔術が消滅し、伊織が纏(まと)っていた一切の魔力が消滅する。

			　そしてそれは、致命的な隙だった。

			「『天理剣』」

			　ルシフィナが、紫に輝く大剣を持ち上げる。

			　魔力が増幅され、紫の光が天を突いた。

			「貴様のことはよく知らんが、存在が危険だということは理解した。消え失せろ〝勇者〟。貴様は、あのお方の邪魔でしかない」

			　同時に、グレイシアも腕に魔力を集中させた。

			　キィィンと甲高い音が響き、その手の中に魔力が杖状に凝縮されていく。

			「今度こそ、本当にお別れです」

			　ルシフィナが天理剣を振り下ろした。

			　凄まじい斬撃が、放たれる。

			「――〝踊れ、闘争(レーヴアテイン)〟」

			　同時に、グレイシアが魔力の杖を振り下ろした。

			　世界から音が消え去る。

			　二つの絶技が、微動だにしない伊織を飲み込んだ。

			　眩(まばゆ)い光が戦場を隈なく照らしていく。

			「――――」

			　光が消え去った時、その先にあった伊織の体は原形をとどめていなかった。

			　かろうじて残った肉片が、草原で無残に転がっている。

			「今度こそ、確実に仕留めたな」

			　伊織の肉片を確認し、グレイシアが呟く。

			　あの距離から逃れる術はなく、この肉片から感じる魔力の残(ざん)滓(し)も伊織のものだ。

			　間違いなく、あの男は死んだ。

			「ふふ。教えてあげるべきでしたね。しつこい男は、嫌われますよって」

			　転がった肉片をグリグリと踏みにじりながら、ルシフィナは笑う。

			「しつこくなくても、ずっと嫌いでしたけどね。世界平和なんて退屈な理想を本当に掲げて、何度も私の邪魔をして。初めて会った時から、ずっと、ずっと、ずっと、ずっと、ずっと、ずっと、ずっと、ずっと、ずうっと」

			　狂気すら感じる表情で、ルシフィナは何度も何度も肉片を踏み潰す。

			　グチャグチャと音が響き、血が地面に染みこんでいく。

			「……でも、そんな貴方だから、私は愉しむことができました」

			　そう言うと、潰れた肉塊を掬(すく)い上げ、ルシフィナは愛おしそうにそれを眺める。

			「こぉんな肉塊になってしまうと、貴方でも可愛らしく見えてきてしまいますね。撫で撫でして、愛でてあげたくなってしまいます。ふ、ふふふふ」

			　全身を震わせ、腹を抱え、涙すら浮かべ、ルシフィナは嗤(わら)う。

			「あは、昂ぶりますね……。ふふ、ねぇ、そうでしょう？　うふふふふ！」

			　心底愉快そうに、ケタケタと。

			「……後の指揮は任せたぞ。私にはやることがあるのでな」

			　グレイシアは何とも言えない表情でルシフィナを一瞥すると、ヴォルクにそう言い残してどこかへ消えてしまった。

			「……チッ」

			　二人の態度に、ヴォルクは思わず舌打ちした。

			「グレイシアはともかく……あの野郎、狂ってやがる」

			　肉片を手に、はしゃいでるルシフィナを見て、そう口にせざるを得なかった。

			　敵とはいえ、あの勇者は敬意を払うべき相手だった。

			　それを踏みにじり、嘲(ちよう)笑(しよう)するルシフィナをヴォルクは理解できない。

			　ディオニスの時にも感じたが、一体どうしたらそこまで醜く生きることができるのか。

			　理解し難いルシフィナの言動から視線を外し、近づいて来た部下へと指示を飛ばす。

			「――撤退だ」

			　ヴォルクの指揮によって、魔王軍は撤退を開始した。

			　こうして、シュメルツで起きた戦いは終結した。

			　この戦いが引き金となり、魔族と人間の戦いは終焉へと加速していくことになる。

		

	
		
			　

			エピローグ　『戦後処理』

			　

			　――エルフィスザークの視界は、暗闇に覆われていた。

			　

			　全身を封印で拘束されており、身動きを取ることすらできない。

			　当然、魔眼も封じられていた。

			　目隠しを外しても、恐らく魔眼の発動は叶わないだろう。

			　――教国で、自分を襲った四天王に敗北した。

			　あの後、自分を覆う檻を破壊して暴れ回ったものの、再び捕らえられてしまったのだ。

			　あっさり敗北したのは、リューザスとの戦闘で疲弊していたため、全力を出せなかったというのが理由の一つだ。いくら元魔王でも、全快ではない状態で四天王と戦うのは無理があった。

			　だが、それ以上に問題だったのは、戦った相手だった。

			　どうして……という動揺によって、身動きが取れなくなってしまっていた。

			「――――」

			　エルフィスザークは、意識を魔力探知に集中させる。

			　体を包んでいるこの封印を、自分は嫌というほど知っている。

			　迷宮の封印と同質の魔力――恐らく、これはあのハーフエルフのモノだろう。

			　ルシフィナ……伊織を裏切った者の一人。

			「……っ」

			　視界を覆う暗闇に、呼吸が荒くなる。

			　気を抜くと、あの男の名前を呼んでしまいたくなる。

			　あの男は無事だろうか。生きているだろうか。死んだりなんか、していないだろうか。

			「――――」

			　それから、どれくらいの時間が経ったのだろう。

			　闇に覆われているせいで、時間の感覚がない。

			　脱出しようにも、この封印を破れなければどうすることもできない。

			　脱出の手立てを考え、暗闇の恐怖を紛らわせていた時だった。

			「……！」

			　ギィと、扉の開く音がした。

			　続いて、コツコツと足音がこちらへ近づいてくる。

			　誰かが、自分のいる部屋にやってきたのだ。

			　やってきた人物を使って、どうにか封印を外すことはできないだろうか。

			「失礼します」

			　丁寧な言葉とともに、ゆっくりと目隠しが外されていく。

			　差し込む光の眩しさに目を細めながら、自分の目の前の人物に視線を向け――。

			「……お前、は――」

			　思わず、言葉を失った。

			　乱れのない深緑の長髪に、斬りつけるような鋭い双(そう)眸(ぼう)の女性だ。

			　身に纏(まと)う軍服は綺麗に整えられており、シワひとつ、埃ひとつ付いていない。

			　側頭部からは山羊のような捻れた二本の角が伸びており、女性が魔族であることを告げている。

			「……グレイシア」

			　そこに立っていたのは、かつての部下。

			　グレイシア・レーヴァテインだった。

			　エルフィスザークが全力を出せなかったのは、グレイシアの存在が大きかった。

			　死んだと思っていた部下が、唐突に現れたのだ。

			　エルフィスザークも、流石に平静を保てなかった。

			「はい」

			　グレイシアは敬々しく頷くと、

			「――お久しぶりです。我が王、エルフィスザーク様」

			　陶酔した声音で、そう言った。

			　

			　部下との再会に、エルフィスザークは緊張を解した。

			　安(あん)堵(ど)に、息を吐く。

			　だが、エルフィスザークは忘れていた。

			　

			　この世界の残酷さを。

			　この世界には、想像の及ばない、醜悪な者がいるという事実を。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……ああ、スッキリしました」

			　金髪のハーフエルフ――ルシフィナ・エミリオールは自室でそう呟いた。

			「彼が生きていたと知った瞬間には、どうなることかと思いましたよ」

			　ドレッサーの前に腰掛け、ルシフィナは鏡を見ながら櫛で金色の髪を梳いていた。

			　銀色の瞳が、反転した自分の顔を見つめる。

			「ですが、もう一度、彼の無様な死に様を拝めて幸運だった……とも思います」

			　呆然とした表情で斬撃に呑まれ、吹き飛んだ伊織のことを思い出す。

			　戦場に飛び散った、あの不細工な肉片達。

			　あれがすべて伊織なのだと考えると、全身をゾクゾクとした快楽が走る。

			「あぁ……濡れてしまいますね」

			　荒く息を吐き、ルシフィナは体を震わせる。

			「それに、リューザスさんの死に様も傑作でした」

			　くすり、と小さな笑いが溢れる。

			「彼……英雄になりたかったんですって。分不相応というか、身の程知らずというか。とにかく、底抜けの馬鹿ばかり。まったく、あのパーティは私を退屈させませんね」

			　願わくば、もう一度。

			「――ああいう馬鹿な人達を、踏み躙(にじ)りたいですね」

			　ルシフィナは、鏡に向かってそう口にする。

			　反転した彼女は――裂けるような、醜悪な笑みを浮かべていた。

			　

			　ただ。

			　彼女は一つ、致命的な見落としをしていた。

			　それは――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　聖都シュメルツから、少し離れた場所には丘がある。

			　そこからは、魔王軍の襲撃によって刻まれた戦いの跡が一望できる。

			　草は散り、大地は割れ、まるで巨大な獣が暴れ狂ったかのような酷い有様だ。

			「ふふん。ほら、ボクの言った通り、エルフィスザークはちゃんといたでしょ？」

			　そんな光景を見下ろしながら、一人の少女が得意げにそう言った。

			　それは、黒い帽子を被ったピンク髪の少女だった。

			「……うん。確かに、いた」

			　少女の言葉に、別の声が答えた。

			　声の主は、黒髪の女性だ。

			　女性は、ゆったりとした着物に近い衣服を身に纏(まと)っている。

			「……お前の、言う通りだった」

			　赤みがかった黒い瞳で戦場跡を睥睨しながら、女性は背中まである黒髪を揺らしながら頷く。

			「……でも遅過ぎ。助けられなかった。やっぱり、街で声を掛けるべきだった。……役立たず。代わりにお前が連れて行かれれば良かったのに」

			「可愛いボクに、キミってば容(よう)赦(しや)ないよね!?」

			　半目で呟いた女性の言葉に、ピンク髪の少女が不満げに叫ぶ。

			「訂正して！　才色兼備なボクは、ちゃんと頑張ったんだから！」

			「……うるさい」

			　口喧しく訂正を求めるが、女性はどこ吹く風だ。

			　面倒そうに溜息を吐き、騒ぎ立てるピンク髪の少女の頬を押し退けている。

			　そんなくだらないやり取りを見ていられなくなり、俺は口を開いた。

			「――それで、お前達は何者だ」

			　岩に腰掛けながら、俺は二人の女を睨み付けた。

			　

			　ルシフィナに斬り掛かる直前、俺は唐突にこの場所に転移させられたのだ。

			　斬撃で吹き飛ばされたのは、俺を模した精巧な人形だ。

			　あのピンク髪が、作ったと言っていた。

			　ピンク髪の少女曰く、「あのまま戦うのは得策じゃなかったから、介入させてもらった」。

			　頭に血が上り、消耗具合を考慮せずに突っ込んだ俺を見ての判断らしい。

			　確かに、ルシフィナの言動に耐えられず、あの時の俺は冷静ではなかった。

			　だが、見ず知らずの連中に好き勝手に介入されては堪らない。

			「ほら、キミが美しいボクを貶すから、彼も怒ってるじゃないか」

			「……関係ない。少し黙ってて」

			　俺の言葉に、二人がこちらを向いた。

			「……ん。説明、する」

			　そう言って、黒髪の女性が口を開く。

			　……いや、違う。

			　何らかの魔術で人間の姿になっている、黒炎龍(カースドラゴン)が口を開く。

			「…………」

			　俺はルシフィナの斬撃によって、忌光迷宮から地上へと叩き落とされた。

			　地面へ叩き付けられる直前、俺は唐突に現れた黒炎龍によって助けられたのだ。

			　それが、目の前のこの黒髪の女性だ。

			　魔術を使って人間になるのを、俺はこの目で見ている。

			「……こいつはともかく、私は怪しくない」

			　ピンク髪の少女を一瞥してから、黒炎竜は名乗った。

			「――私はベルディア。ご主人様……エルフィスザーク様のペット」

			「ベルディア……？」

			　それは、聞き覚えのある名前だった。

			　ベルディア――確か、エルフィが飼っていた黒炎竜(カースドラゴン)の名だ。

			「……今代の勇者。ご主人様を助け出すために、どうか協力して欲しい」

			　ベルディアは感情を感じさせない、平坦な声で言葉を続けた。

			「エルフィを、助け出す……？」

			「……そう。ご主人様はまだ生きている」

			　ベルディアは、確信のある表情でそう言った。

			「どうして分かる」

			「……死ぬような人じゃない。それに、グレイシア……四天王に連れ去られていくのを見た」

			　確かに、あいつは簡単に死ぬような奴じゃない。

			「…………」

			　ルシフィナは殺したと言っていたが……もしかしたら、あれは嘘だったのかもしれない。

			　俺を挑発して、嘲るための。

			「何故俺に声を掛けた？　助けたいのなら、さっさと助けに行けば良かっただろう」

			「……私一人では、ご主人様を助けられない。あの場に介入しても、すぐに殺されていた。だから、お前の力が必要」

			　確かに、四天王が複数人いる戦場に乗り込んで、生きていられる者の方が少ない。

			　だが、

			「では、どうして街で会った時にエルフィに接触しなかったんだ」

			　ベルディアとは、忌光迷宮へ行く途中で会っている。

			　エルフィを助けたいというのなら、その時に名乗れば良かっただろう。

			「……状況が分からなかったから。人間と一緒に行動していて、驚いた」

			「それだけか？」

			「……それに、無防備に接触するなって、あいつに言われたから」

			　そう言って、ベルディアはピンク髪の少女を指差す。

			「…………」

			　……分からないことが多過ぎる。

			　矛盾している点は見つからないが、とてもではないが信用できない。

			「……お願い。協力して欲しい」

			　懇願しながら、ベルディアが一歩近づいてくる。

			「……止まれ」

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀を抜き、殺気をベルディアとピンク髪の少女へ向ける。

			「ひぇっ」

			　ピンク髪の少女は怯えるような素振りを見せ、ベルディアの後ろに隠れた。

			「助けてくれたことには感謝する。だが、俺はお前らを信用できない」

			　エルフィを助けたいというのは、本当のことかもしれない。

			　だが、それは信用する理由にはならない。

			　協力しようと持ちかけて、俺を何か別のことに利用しようとしているのかもしれないからだ。

			「……どうして。私が龍だから？」

			「関係ない。人間だろうが、魔族だろうが、龍種だろうが同じだ。信用できない相手と、行動をともにすることはできない」

			　いつ裏切られるか、分かったものじゃないからな。

			　相手が信用できるかどうかを見極められない限りは、迂闊な行動を取ることはできない。

			「……関係ない。そう」

			　ベルディアは、俺の殺気を正面から受け止めると、納得するように頷いた。

			　それっきり、黙り込んでしまう。

			「信用できない、か。まぁ、そうだよね」

			　俺とベルディアの沈黙を破るように、ひょっこりとピンク髪の少女が前に出てきた。

			　この女には、見覚えがある。

			「……お前、シュメルツでぶつかった女だな」

			　街が翼竜(ワイバーン)に襲撃される前に会った奴だ。

			「そうだよ。まったく、痛かったんだからね！　ボクの清らかな体が傷付いたらどうするつもりだったのさ？」

			「……それで。お前もエルフィスザークを助けたいのか？」

			　口調も声音も違うが、こいつの言動はどこかエルフィを連想させる。

			　だが、場違いな言動が今は苛立つ。

			　おちゃらけた言葉を無視して、質問を投げかける。

			「少し違うかな。確かにエルフィスザークを助けたいとは思うけど、ボクの目的はその先にある」

			　小さく首を振り、少女は答えた。

			「――ボクは、オルテギアを殺したいんだ」

			　少女は桃色の瞳を細め、薄く笑みを浮かべている。

			　その双(そう)眸(ぼう)に、微かな憎悪の色が覗(のぞ)いていた。

			「それが、どうして俺とエルフィを助けることに繋がるんだ」

			「エルフィスザークはきっと、オルテギアと殺し合うことになるはずだ。ボクはエルフィスザークに勝ってもらって、オルテギアには死んでもらいたいんだよね」

			　ベルディアと違い、この少女は表情豊かだ。

			　会話の中でも、コロコロと表情が変わっている。

			　だというのに、そこから真意を見透かすことができなかった。

			　嘘を言っているのか、本当のことを言っているのか、読み取ることができない。

			「ちょ、ちょっと。そんなに怖い顔でボクを見ないでよ」

			　慌てたように手を振って、少女が後退る。

			　後ろのベルディアにぶつかって、「……邪魔」と押し返され、俺の目の前に戻ってきた。

			　あたふたしている少女からは、エルフィや四天王などから感じるような、強者の雰囲気は感じられない。

			　意識の向け方も、体の使い方も、素人そのものだ。

			　だからこそ、この得体の知れなさが気持ち悪い。

			「あ、そうだ」

			　沈黙に耐えかねたように、少女は指を立てた。

			「ボクとしたことが、申し遅れちゃったね」

			　胸を張りながら、少女は誇らしげに名乗った。

			「ボクの名前はアイドラーって言うんだ！　畏怖と敬愛を込めて、アイちゃんとでも呼んで欲しいかな！」

			　アイドラー。

			　聞いたことのない名だった。

			　ベルディアと違い、エルフィの部下でもなさそうだ。

			「まあ、これだけじゃしっくり来ないよね」

			　アイドラーは頷くと、

			「……これを付け足すのは、キミに対する誠意の印だと思って欲しいかな」

			「何？」

			「これを口にしたら、多分、キミからはもっと警戒されちゃうと思うからさ」

			　アイドラーは依然として微笑みを浮かべている。

			「こっちの名前なら、キミも聞いたことがあると思うんだけど――」

			　ただし、その質が変わった。

			　

			「――ボクは〝死神〟とも呼ばれているんだよ」

			　

			　こちらの奥の奥を覗(のぞ)きこむような、見透かすような笑みを浮かべ、アイドラーはそう言った。
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			ネクスト・プロローグ　『復(ふく)讐(しゆう)は終わらず』

			　

			「お……りさん。伊織さん！　大丈夫ですか？」

			　ふと我に返ると、金髪銀眼の女性が心配そうな表情で俺を覗(のぞ)き込んでいた。

			　どうやら、しばらく意識が飛んでいたようだった。

			「あ……ああ。大丈夫だ、ルシフィナ」

			　少しずつ意識が明瞭になり、自分が今どこにいるのかを思い出した。

			　ここは帝国にある街の一つだ。

			　ここに来る途中、魔物に襲われていた村を助けようとした。しかしほとんど手遅れで、生存者はほんの数名だけだった。

			　村のあちこちに転がっていた、魔物に食い散らかされた赤い塊。そこかしこに火が回り、煙とともに肉の焼ける臭いが漂ってくる。

			　そんな地獄のような村で、魔物を殲滅し、生存者を連れて、俺達はこの街にやってきたんだ。

			　宿をとって、明日の話をしていて……俺は気分が悪くなって……。

			「……本当に大丈夫ですか？　まるで、死神に憑かれたような顔をしていますよ？」

			　自分がどんな表情をしているかは分からないが、全身がグッショリと汗で濡れている。喉は渇いていないのに、口の中がカラカラだ。

			　ルシフィナが不安げに俺を見つめている。

			　向かいのソファーに腰掛けているリューザスとディオニスも、俺の方をジッと見ていた。

			「いや……本当に大丈夫だ」

			　深く息を吸って、平静を取り戻す。

			　ここに来るまでだって、死体はいくつも見てきたはずだ。

			　俺自身、魔物や魔族をこの手で殺してきた。

			　だから……大丈夫なはずだ。乗り越えなければ、いけないんだ。

			　――助けられなかった。

			　そんな言葉が脳裏に浮かび、俺は上擦った声で三人に話し掛けた。

			「それにしても、死神か。俺のこっちの世界にも、死神って概念はあったんだな」

			　急な俺の言葉に、ルシフィナは不安げにし、ディオニスは怪(け)訝(げん)そうな表情を浮かべる。

			「あァ、あるぜ」

			　そんな中、リューザスだけ話題に乗ってきた。

			「お前の世界じゃどうか知らねェが、こっちじゃ不運とか疫病神とか、そういう意味で使われることもあれば、戦場や荒野、月のない夜なんかに現れて、人に取り憑いてじわじわと魂を持ってっちまう化物を指すこともある」

			「リューザスさん……！　悪趣味ですよ！」

			「別に良いじゃねェか。アマツの方から振ってきたんだからよ」

			　たしなめるルシフィナに、リューザスはおどけるように肩をすくめた。

			「まァ、続けるぜ。こっからが面白いんだ。その死神だがな、不信仰者を消す聖光神の使いだとか、冥界に封印された堕光神の化身だとか、正体については色々言われてる」

			「……メルト様はそんなことしないです」

			　膨れるルシフィナを無視して、リューザスは続ける。

			「んで、まァ。一番よく聞くのは、死神の正体は殺された連中の亡霊って話だな」

			「亡霊……」

			「どうしてお前だけ生きてるんだ、なんで俺が死ななくちゃいけないんだ。お前も一緒に来い……ってな具合に、生きた人間を自分と同じ亡霊にしようってわけさ」

			　ニィ、と笑ってリューザスは言う。

			「取り憑かれたことはなくても、お前らも死神の声を聞いたことはあるんじゃねェか？　『どうして守ってくれなかったの』っていう恨めしげな声がよ」

			　底冷えするようなリューザスの言葉に、部屋がシンと静まり返る。

			　ゴクリとディオニスが喉を鳴らすのが聞こえた。

			「な、何だよ。僕は聞いたことなんてないけど。そういうリューザスは聞いたことあるっていうわけ？」

			　少しの間を空けて、

			「……さァな」

			　リューザスは意味深に呟く。

			　その反応に、ディオニスが苦い表情を浮かべて「子供騙しだね、そんなの」と吐き捨てるように言った。

			「なあ……リューザス。その、死神ってのは本当にいるのか？」

			「いませんよ！　人は死後、この世界に流れる魔力と一体になると言われています！　ですから、そんな変なものはいません」

			「どうだろうな？　……案外、てめェの目の前にいるかもしれねェぞ」

			「リューザスさん！」

			　珍しく、ルシフィナが声を荒らげてリューザスを叱った。

			「悪い悪い。アマツの気分転換になればいいと思ったんだがな」

			「……悪趣味過ぎます」

			「そうだよリューザス。君ってば話のセンスないんじゃない？　そんな幼稚で子供騙しで嘘っぱちみたいな話してさぁ！　そんなんで怖がる奴なんていないし、やっぱ人間って低レベルだよねええ！」

			「へいへい。んじゃそろそろ寝るとしようぜ。この宿、便所遠いから夜行きたくなったら気を付けろよ、ディオニス」

			「!!」

			　そう言って、リューザスが部屋を出ていく。苛立ったように何かを叫んで、ディオニスも出ていった。

			　部屋の中に、ルシフィナと俺が残される。

			「……伊織さん。リューザスさんはあんなことを言っていましたが、亡霊なんていませんからね。それに近い魔物はいますが……ですが」

			　溜息を吐いた後、ルシフィナは優しい口調でそう言った。

			「ああ、分かってる」

			　村人を助けられなかったことに関して、リューザスも何かしら思うところがあったのだろう。あの村を出てから、あいつはずっとピリピリしていたからな。

			　リューザスの言った、死神なんて存在はない。

			　そう分かっていても、その単語は妙に、俺の耳に残った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――ボクは〝死神〟とも呼ばれているんだよ」

			　

			　そして。

			　アイドラーと名乗ったピンク髪の少女は、自分のことをそう呼んだ。

			　かつて、リューザスが言っていた亡霊とは関係のない呼び名だろう。

			　しかし、不吉であることには変わりない。

			『エルフィを助けるために、お互いに協力しよう』

			　要は、そういうことだろう。

			　死神というよりは、まるで悪魔の誘いだな。

			〝死神〟という名称は、エルフィからも聞いている。

			　奈落迷宮で口にしていた。

			〝因果返葬〟を使えるのは、魔王軍に所属していた死神くらいしかいないと。

			　また、忌光迷宮でリューザスからも、死神という単語は聞いている。

			　死神から、魔術を教わったと。

			　アイドラーが本当に死神だとしたら、危険な相手だ。

			「――――」

			　ピンク色の髪を揺らし、友好的な笑みを浮かべて、アイドラーがこちらへ手を伸ばしてくる。

			　その手を躱(かわ)し、俺は翡(ひ)翠(すい)の太刀を握りながらアイドラーを鋭く睨み付けた。

			「わひゃあ!?」

			　こちらの殺気を感じ取ったのか、アイドラーは悲鳴を上げて転がるように後ろへ下がった。

			「待って待って！　ひとまず落ち着こう!?　キミと争う気なんて、ボクはさらさらないんだよ!!」

			　その慌てる姿からは、まるで武の気配を感じさせない。

			　戦闘に関しては、まるで素人であることが分かった。

			「お前、本当に〝死神〟なのか？」

			　死神はオルテギアの部下だと、エルフィは言っていた。

			　しかし、こいつはオルテギアを殺したいと先ほど口にしている。

			「そう聞かれてもね。証明する手段は持っていないんだけど……」

			「リューザスから、お前の名前を聞いた。魔術を教えたんだろう？」

			「……うーん、そうだね」

			　眉を寄せ、しばらく悩むような素振りを見せた後、アイドラーは懐から小さな石を取り出した。

			　よく見れば、魔石だ。

			　魔石を握りながら、アイドラーは指で空中に何か文字のようなものを描いた。

			　その、直後、

			「――〝喪失魔術(ロストマジツク)・因果返葬〟」

			　指でなぞった部分が輝き、ある紋章を形作った。

			　それは、リューザスのローブにあったものと、まったく同じ物だ。

			「――――」

			「ボクの魔力量じゃ、こうして紋章を描くのが精一杯で、効果は発揮できないんだけどね」

			　紋章が浮かび上がっていたのは一瞬で、次の瞬間には霞のように霧散していった。

			「リューザス君には、これの他に〝冥人乖離〟なんてのも教えた覚えがあるね。こっちも、ボクじゃとても使えないけどさ」

			「確かに、本物の死神みたいだな」

			　だが、本物だったとしても疑問な点はまだある。

			「オルテギアを殺したいと言っていたな。〝死神〟は魔王軍に所属していたと聞いたが？　お前はオルテギアの部下なんじゃないのか？」

			「……ボクがあいつの部下？　笑えない冗談だ」

			　俺の問いに、アイドラーが表情を歪(ゆが)めた。

			　アイドラーは不快げに細められた双(そう)眸(ぼう)をこちらへ向け、

			「――もう一度言うけれど、ボクはオルテギアを殺したいんだよ」

			　吐き捨てるように、先ほどの言葉を繰り返した。

			「ボクはあいつのせいで、厄(やつ)介(かい)な体質になっているのさ。ただ普通に過ごしているだけで、魔物が寄ってくるっていう体質にね」

			「魔物が、寄ってくる……？」

			「体内の魔力を常時放出してしまう〝放魔症〟と同じさ。厄(やつ)介(かい)なことに、ボクは常時、魔物を引き寄せてしまう〝臭い〟のようなものを放っているらしい」

			　そんな体質は聞いたことがない、と口に仕掛けて、ふと思い出した。

			　アイドラーに会った直後、魔物が近寄らないはずの聖都に翼竜の群れがやってきたことを。

			「思い出したかい？　確かに、シュメルツを翼竜が襲撃したのはボクのせいさ」

			　こちらの考えを読んだかのように、アイドラーは肯定した。

			「おっと、だけどそのことでボクを責めないで欲しいな。ボクだって街でゆっくりしたい時はあるし、うっかり長居し過ぎてしまう時もある。それに、魔物を引き寄せてしまうのは、オルテギアのせいなんだから」

			「何故、その体質がオルテギアのせいだと言えるんだ」

			「ボクは元々、争いが嫌いでね。人間とか魔族とか、どうでもよかったんだ。魔王軍に籍だけおいて、大陸中をぶらぶら回っていたんだよ。だけど、オルテギアが魔王になった時に、『お前は不要だ』って追い出されちゃってね」

			　その際に、今の体質にさせられたのだと、アイドラーは語った。

			「何とか解呪できないか探ったんだけど、解決方法は一つしか見つからなかった。原因を作った相手――オルテギアを殺すしか、この呪いを解く方法はないんだよ」

			「だから、オルテギアを殺したいと？」

			「その通り。近寄ってくる魔物は、問答無用でボクを食べようとするんだ。非力なボクが、何度魔物に殺されそうになったことか。こんな体質じゃ人の多いところには住めないし、一箇所にとどまることもできない」

			　たまらないよ、とアイドラーはうんざりするように首を振った。

			「だったら、リューザスに喪失魔術を教えたのも、オルテギアを殺させるためか？」

			「そうだよ。彼は力を欲していたし、ちょうど良いと思ったんだ。勝てなくても、相討ちくらいには持ち込めるんじゃないかって期待してね。結局、上手くいかなかったけどさ」

			「…………」

			　ひとまず、アイドラーの言い分は理解した。

			　オルテギアに呪いを掛けられており、それを解呪するためにオルテギアを殺そうとしている。

			　自分では勝てないから、オルテギアと敵対している俺とエルフィを助けたのだと。

			「……アイドラーと私の目的は違う。けど、利害が一致している」

			　それまで黙っていたベルディアが、会話に入ってきた。

			「そう。ボクはオルテギアを殺すためにエルフィスザークを助けたい。ベルディアはかつてのご主人様を助けたい。つまり、エルフィスザークを助けたい、という点は一致しているのさ」

			　そして、それはキミも同じだろう？　とアイドラーが手を伸ばしてきた。

			「キミも、仲間であるエルフィスザークを助けたい。目的は違えど、ボク達がやるべきことは一つだ。だったら、協力し合うのが効率的だと思わないかい？」

			　握手を求めるように、手を突き出すアイドラー。

			　その後ろで、ベルディアがジッと俺を見つめてきている。

			　オルテギアを殺そうとしている魔術師に、エルフィを助けようとしている龍種。

			　両者の事情を鑑みて、

			「助けてくれたことには感謝するが、協力は不要だ。俺は一人であいつを助けに行く」

			　俺は、二人の提案を断った。

			　龍種のベルディアはともかく、アイドラーは戦力として役に立ちそうにない。

			　むしろ、足手まといになる可能性の方が高いだろう。

			　裏切られるリスクを負ってまで、行動する利点を感じ取れない。

			　

			「ベルディアのことは、エルフィに伝えておく。俺が助けた後に会いに来てくれ」

			　そう言って、俺が二人に背を向けて歩き出した時だった。

			「ふぅん。まあ、それも一つの選択だけどさ。その選択の結果、エルフィスザークを助けられなかった時、キミは酷く後悔するんだろうね」

			　後ろから聞こえた冷たい声音に、俺は足を止めた。

			「――なに？」

			　振り返れば、ピンク色の髪を撫でながら、どこか嘲るようにアイドラーは笑っていた。

			「そもそも、キミはどこへ行こうとしているのかな？　もし、エルフィスザークを助けるために魔王城に向かおうとしているのなら、無駄な労力としか言いようがないね」

			「……どういうことだ」

			「簡単な話さ。残念ながら、魔王城にエルフィスザークはいない」

			　そう言い切ったアイドラーに、背後のベルディアが小さく頷いた。

			「……ご主人様は、四天王の一人に連れ去られてる」

			　グレイシアという、あの深緑色の髪の魔族だったか。

			　あいつに、エルフィは連れていかれたと、先ほどベルディアは言っていた。

			「ボクは、エルフィスザークが今どこにいるのかを知っている。さっきキミを助けた時、グレイシアに探知の魔術を仕掛けておいたからね」

			「そんなことができるのか？」

			　すっと、アイドラーが人差し指を立てた。

			「過大評価されるのは誇らしいし、気持ちが良いけれど、過小評価はいただけないな」

			　教師が生徒に指導をする時のような、そんな雰囲気で、

			「あらゆる戦況を俯瞰し、あらゆる情報を収集し、持ちうる手段を最大限に利用する。これまでボクはそうやって、人、亜人、魔族、村、街、城、国――ありとあらゆるものの滅びを予言してきた。――故に〝死神〟だ」

			「――――」

			「だから、キミの質問にはこう答えよう。――その程度のことは、当然のように可能だよ？」

			　思わず、息を呑んだ。

			　エルフィやオルテギアのような、絶対的な力から来るものではない。

			　リューザスのような、果てのない執念から来るものでもない。

			　それは、今までに感じたことのない圧だった。

			「彼女の居場所を自力で探しても良いけれど、時間を掛けるのはあまり賢いとは言えないね。そうだろう、ベルディア？」

			「……うん。急がないと、駄目」

			　その双(そう)眸(ぼう)に僅かな憎悪を浮かばせながら、ベルディアは語った。

			　急がないといけない、その理由を。

			「――――――」

			　彼女が語った内容に、思わず口を噤んだ。

			　それが本当だとしたら、エルフィは――――。

			「……今代の勇者。私にできることは、なんでもする。だから……お願い、します。ご主人様を、助けてください」

			　悔しげに顔を歪(ゆが)ませて、ベルディアが深々と俺に頭を下げた。

			　懇願するベルディアの横で、アイドラーが言う。

			「ボクは、エルフィスザークがいる場所までキミを案内することができる。ベルディアは、キミを手っ取り早く目的地まで運ぶことができる。そしてキミは、その力を以ってエルフィスザークを助けることができる」

			「…………」

			「利害も、それぞれの能力も、一致している。さて」

			　――君は、何を選択するんだい？

			「――――」

			　何を選択するか。

			　俺は、何を選ぶのか。

			　

			『――エルフィスザーク・ギルデガルド』

			『お前は私を助けてくれたからな。そこに人間も魔族も関係ないだろう？』

			『……降ろして、伊織』

			『えぇ……』

			『ここから逃げろ、伊織』

			『――魔王キィィック!!』

			『――お前は、悪くない』

			　

			　そんなもの、決っている。

			　

			『私に協力してくれれば、私もお前に協力しよう。私の復(ふく)讐(しゆう)に手を貸してくれるのならば、お前の復(ふく)讐(しゆう)にも手を貸そう』

			『お前が私の仲間である限り、私はお前を裏切らない』

			『私と共に来い――〝元勇者〟』

			　

			　俺には、エルフィスザーク・ギルデガルドが必要だ。

			　だから。

			　

			「分かった。協力しよう」

			　

			　俺は、アイドラーとベルディアの提案を受け入れた。

			　あいつを確実に取り戻すために。

			「……ありがとう。感謝する、今代の勇者」

			「…………」

			　ベルディアが喜びの表情を浮かべ、アイドラーが薄く笑みを浮かべて頷く。

			　この二人と手を組んで、また裏切られる可能性があるかもしれない。

			　それでも、そのリスクを負ってでも、俺はエルフィを助けたい。

			「絶対に、エルフィスザークを助ける」

			　俺とあいつには、まだやるべきことがあるのだから。

			　さっさと厄(やつ)介(かい)な事情を解決し、そして。

			　

			「――続けるぞ、俺達の復(ふく)讐(しゆう)を」

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			　初めましての方は初めまして。そうでない方も初めまして。

			　いつもお世話になっております、羽咲うさぎです。

			　

			　再臨勇者の復(ふく)讐(しゆう)譚は本巻を以って、内容的には第一部が終了しました。

			　一つの区切りとして、この作品では初めてあとがきを書かせていただいております。

			　

			　この物語を大雑把に説明すると、タイトルの通り、元勇者と元魔王が手を組んで、自分を裏切ったり、踏み躙(にじ)ったりした相手に復(ふく)讐(しゆう)をしに行く物語です。

			　冷徹に復(ふく)讐(しゆう)しながらもどこか甘さの抜けない伊織と、基本抜けているのにたまに威厳を見せるエルフィの復(ふく)讐(しゆう)劇はどうだったでしょうか。

			　私は、書いていて非常に楽しかったです。読者の皆様も楽しんでいただけていたら幸いです。

			　

			　さて。再臨勇者を書くに当たって、特に力を入れた部分は復(ふく)讐(しゆう)シーンでした。

			　憎たらしい敵が、情けなく命乞いしているところを、容(よう)赦(しや)なく叩き潰す。

			　如何に爽快に復(ふく)讐(しゆう)できるかを考え、描写してきました。

			　そんな特に力を入れた復(ふく)讐(しゆう)シーンの中でも、さらに特に力を入れて書いたのは、実は『命乞い』です。

			　死にたくないと、無様に泣き叫ぶ敵を書く時、一番力を入れました。

			　あれだけ好き勝手やったんだ、潔く死ねると思うなよ？　と思いながら、毎回書いています。

			　ですが、私は実際に命乞いをするような状況に陥ったことがありません。そのため、より迫真な命乞いを書くために私が参考にしたのは、ＴＲＰＧでした。

			　数あるＴＲＰＧの中には、選択肢を間違えると問答無用でバッドエンド行き……というようなシナリオもあります。

			　私のロールプレイしているキャラがそうなった時、私は毎回必死に命乞いしました。

			　出来心だったんだ、死にたくない、許してくれぇ！　と土下座したりします。

			　そんなことを繰り返している内に、ＴＲＰＧをする技術やロールプレイも上達し、友人からは『命乞いのプロ』と呼ばれ、一目置かれるようになりました（何故、毎回命乞いするハメになるのかは聞いてはいけない）。

			　……つまり何が言いたいのかというと、何事も簡単に諦めず、最後まで粘った方が良いよ、ということでした（？）。

			　

			　そんなこんなで、良い感じのことが言えたところで、この場をお借りして謝辞を送らせていただきたいと思います。

			　最初のお声掛けして下さったＭ澤様、そして担当編集のＣ葉様、いつも再臨勇者をより良くしようと尽力してくださり、ありがとうございました。

			　イラストレーターのしらこみそ様、いつも素晴らしい絵をありがとうございました。個人的に、エルフィと、ニャンメルと、アイドラーのデザインは最高だと思います。スマホのロック画面にしました。幸せです、本当にありがとうございます。

			　そして、一番に再臨勇者を読んで、いつも意見をくれる大親友の赤巻たると先生、ありがとうございました。また今度、デートにでも行きましょう。

			　また、営業さん、デザイナーさん、校正さんなど、この作品の製本に関わってくれた皆様、本当にありがとうございます。

			　

			　ご存知の方もいるかもしれませんが、再臨勇者は『小説家になろう』様で掲載させていただいております。

			　このＵＲＬ（http://ncode.syosetu.com/n1678cx/）を打ち込むか、『再臨勇者』と検索すると、すぐに見つかると思います。

			　Ｗｅｂ版の方では、五巻より先の話も、すでに掲載されています。

			　再臨勇者では、まだまだ性格のやばい奴が何人も控えており、伊織の復(ふく)讐(しゆう)はこれからです。

			　最後まで伊織の復(ふく)讐(しゆう)を書き切りますので、どうかお付き合い頂けたら幸いです。

			　

			　というわけで、一番最後になってしまいましたが。

			　そして何より、再臨勇者を応援してくださった読者の皆様に、最大の感謝を。本当に、ありがとうございました！
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